




【キーワード】生態環境史、文明の生態史観、文明の海洋
史観、人格の標識

【キーワード】明朝、海禁政策、朝貢、宦官

【キーワード】後期倭寇、、王直上訴、種子島への鉄砲伝来

【キーワード】平戸、海洋商人、オランダ東インド会社、タイ
オワン、実録の読み方

清代を通じて最も有能な地方官僚の１人として知られる陳
弘謀は、詳細な行政文書を後世に残した。この文書を読み
解くことで、１８世紀の人口爆発に清朝がどのように対応しよ
うとしたのか、地方の情報を官僚がどのように把握していた
のか、地方官は皇帝とどのような関係を持っていたのか、具
体的に知ることができる。海域アジアに在住する華人への
政策をめぐる公文書を読む。

【キーワード】関隴集団、長安、運河、遣唐使、張宝高、新
羅、東アジアの海

テ　ー　マ

隋唐帝国―東アジア
世界における古代

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

日本人を母に持ち、中国海洋商人を父とする鄭成功がどの
ようなヴィジョンを持っていたのか、オランダ語史料に残され
た鄭成功が出した布告を手掛かりにして迫る。また、「実録」
と呼ばれる史料の読み方を示す。

回

13世紀以降、中国の歴史を、東シナ海・南シナ海・インド洋
と連なる海域アジアとの交流のなかで、大局的に把握す
る。そこに活躍する人々の姿を、歴史として見るためには、
どのような方法があるのだろうか。科学を標榜する歴史学は
「英雄史観」から脱却するために、人物を描くことに消極的
であった。一個の人物の多様な側面を、史料を通じて客観
的に把握するめための方法を提示する。

【キーワード】科挙、地方官、人口爆発、食料輸入清代行政
文書

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

内　　　　　　　　　　　容

鶴間和幸（学
習院大学・教
授）

鶴間和幸（学
習院大学・教
授）

秦漢帝国に続く隋唐帝国を東アジア世界から見ていく。内
陸の帝都長安も実は東方の平原や東アジアの海域とつな
がっていた。遣隋使や遣唐使の海域の海路と中国の運河
の水運ネットワークの結びつきなども解明していく。

碑文を通してみる明
初の世界―鄭和

モンゴル帝国以後の
海域アジア史

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）

七回にわたる大航海をしたことで知られる鄭和は、雲南の
ムスリムの家に生まれた。明軍の雲南攻略のなかで去勢さ
れ、明朝第３代の皇帝・朱棣（永楽帝）の宦官となった鄭和
が、なぜ大航海の率いることになったのか。この航海がその
後の中国に残したものは何だったのか。鄭和に関する碑文
を読み解くことで、明らかにしてゆく

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）

新安商人として知られる商人グループの故郷・徽州で生ま
れた王直は、なぜ倭寇の統領として名を歴史に留めること
になったのか。王直本人が記したとされる上訴を読み解くこ
とで、考察していく。明朝・ポルトガル人・日本人など、立場
を異にする人々が記した史料から、日本に拠点をおいた王
直の実像に迫る。また、今日における日中間の人物評価の
違いにも目を向ける。

武装海洋商人の世界
―王直

上田信（立教
大学・教授）

清朝の勃興と海域ア
ジアの変容―鄭成功

清代行政文書から見
える社会―陳弘謀

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）

総説―東アジア史を
研究する視点

【キーワード】『史記』、画像石、統一、巡行、刻石、始皇帝
陵

【キーワード】方法、史料、理論、環境

中国文明から東アジ
ア文明へ―文明の多
様性と多元性

古代中華帝国の成立
―始皇帝の時代

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ

【キーワード】黄河、長江、良渚文化、紅山文化、星堆遺跡

鶴間和幸（学
習院大学・教
授）

鶴間和幸（学
習院大学・教
授）

鶴間和幸（学
習院大学・教
授）

中国文明の舞台は黄河と長江が作り出した平原にある。そ
の自然環境の変化と地域文化の多様性に注目しながら、
中国文明が東アジア文明として広がっていくことを見てい
く。紅山遺跡の玉器と三星堆遺跡の青銅器を素材として取
り上げる。

上田信（立教
大学・教授）
鶴間和幸（学
習院大学・教
授）
橋谷弘（東京
経済大学・教
授）
吉田光男（放
送大学・教
授）

上田信（立教
大学・教授）
鶴間和幸（学
習院大学・教
授）
橋谷弘（東京
経済大学・教
授）
吉田光男（放
送大学・教
授）

本講座で検討対象とする東アジア（中国・朝鮮）史の研究
方法について、中国史・朝鮮史を専門とする４人の講師が
それぞれの立場から論じる。従来の研究を基礎としながら、
第２章から始まる各論を見すえて全体像を提示し、実際の
東アジア史研究をどのように行うかについて示していく。

事務局
記載欄

（’１０）＝ （ＴＶ）

開講
年度

２０１０年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

鶴間和幸（学
習院大学・教
授）

中国史上最初の帝国と皇帝の誕生の歴史を資料に基づい
て見ていく。始皇帝の秦時代の暗殺未遂事件の解明、統
一後の巡行と刻石（顕彰碑）の検討を中心に進めていく。基
本文献である『史記』への見直しでもある。

講師ごとに提示される、歴史研究の多様な方法や視点を学び、東アジア史研究の最前線がどのような研究をしているのかを理
解するとともに、史料批判と史料読解に基づく歴史研究の方法を身につける。また、現代の国家的枠組みにとらわれない、時代
的実態に合わせたフレキシブルな地域理解を目標とする。

履修上の留意点

無
単位
数

２

〕吉田　光男　（放送大学教授）

授業の目標

中国と朝鮮を舞台にして、４人の講師が、各自の研究テーマに基づいてオムニバス形式で講義を行う。学説史・研究動向・史料
的状況を基礎として、史料を用いた研究の方法を、具体的な事例の読み解き方を基礎として展開する。定説や通説を無批判に
自明の理とすることなく、史料に基づき、社会学・経済学・人類学・文学など隣接諸分野を含めた新たな理論や方法論を取り入
れてより豊かな歴史像を描き出す道を探求する。

科目名（メディア） ＝ 東アジアの歴史と社会

講義概要　

〔主任講師（現職名）：

－149－

人
文
学
プ
ロ
グ
ラ
ム



無
単位
数

２

履修上の留意点

】

〕

〕草光　俊雄　（放送大学教授）

北川　勝彦　（関西大学教授）

学部の授業では、「南北アメリカの歴史('14)」「歴史と人間('14)」「ヨーロッパの歴史Ⅰ('15)」「ヨーロッパの歴史Ⅱ('15)」を履修す
ることが望ましい。

講義概要

授業の目標

この科目は地域文化研究IIIを引き継ぐもので、前回ヨーロッパの歴史と文化という枠組みのなかで「旅」をキーワードとして考え
る科目であったが、今回は「ヨーロッパとアフリカ」という視点から、古代ギリシア・ローマの時代から現代まで、ヨーロッパとアフリ
カとの関係をさまざまなテーマで考えていきたい。地中海を挟んでヨーロッパとアフリカは古来、密接な関係を築いてきた。近代
にはその関係が一方的な支配・被支配、奴隷制の展開、植民地化といった不幸な関係に変質していった。それぞれの時代に
ヨーロッパがアフリカをどう見ていたか、またアフリカがヨーロッパに対してどう関わってきたかを歴史学、文学、人類学などさまざ
まな分野の学問を動員して考察する。

大学院科目にふさわしく、広い視野から問題を考える、ときには当該のテーマについて深く探究する、という姿勢を学生たちが
身につけてほしいと考えている。

履修
制限

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ アフリカ世界の歴史と文化
－ヨーロッパ世界との関わり－

事務局
記載欄

（’１３）＝ （Ｒ）

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

キリスト教とアフリカ～
植民地化以前～

石川博樹（東
京外国語大
学・准教授）

石川・草光・
北川

アフリカでは初期キリスト教が根付いており、新たな宗教の
最初の改宗者として、また神学者として中心的な役割を果
たしてきた。しかし１９世紀にミッショナリーの出現によってア
フリカでのキリスト教の歴史も異なってくる。

【キーワード】

キリスト教、アウグスティヌス、修道院、エジプト、ヌビア、エ
チオピア

ギリシャ・ローマ時代
のアフリカ

草光 草光・北川

北アフリカ（エジプトとカルタゴ）、北東アフリカ（ヌビアとエチ
オピア）が初期アフリカ史において果たしていた重要な役割
を検討しながら、初期アフリカ文明が地中海、紅海、インド
洋を舞台にして、南ヨーロッパ地域と相互に交流していたこ
とを明らかにする。

【キーワード】

古典・古代、ローマ帝国、交易

イントロダクション 草光、北川 草光・北川

アフリカ地域認識、アフリカ史研究のパラダイムの変遷、１９
世紀までのアフリカ史理解の枠組み、２０世紀の研究動向、
２１世紀の新動向などを概観する。アフリカ史への導入。

【キーワード】

ヨーロッパ史中心史観、ナショナリスト史、アフリカ人ディア
スポラ、ジェンダ史

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

【キーワード】通信使、燕行使、外交、倭館、交隣、清

【キーワード】人口、身分、両班、通説、戸籍、歴史人口学

【キーワード】植民地　産米増殖計画　植民地工業化　植民
地都市　皇民化政策

【キーワード】工業化　アジアＮＩＥＳ　輸出志向　外資導入
開発独裁

【キーワード】イギリス東インド会社、アヘン戦争、ジェントル
マン資本主義

吉田光男（放
送大学・教
授）

朝鮮王朝は１４世紀末の創建以来、３年ごとに全国一律の
住民調査を行い、戸籍大帳というかたちでまとめていた。こ
の戸籍大帳を資料として用いて、朝鮮近世社会の実態を人
口を通して探求する。また、歴史学における通説的理解の
できかたと問題点、その批判と克服の方法について提示し
てみる

植民地期の朝鮮

朝鮮における植民地支配の歴史を取り上げ、欧米の植民
地支配との比較、産米増殖計画、植民地工業化の意味、
植民地都市の形成、皇民化政策などの問題について、史
料や統計を示しながら具体的に検討する。また、解放後の
歴史との関連や、現代からの視点も意識して取り入れる。

高麗と元帝国・東ア
ジア

東アジアの国際関係
と近世の朝鮮

テ　ー　マ回

アジアＮＩＥＳとしての
韓国

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

２０世紀後半の世界史特徴づけるアジア工業化の一環とし
ての韓国の工業化の歴史を取り上げ、欧米や日本の工業
化との比較、アジアＮＩＥＳ（新興工業経済地域）の工業化プ
ロセスの特徴などについて、史料や統計を示しながら具体
的に検討する。また、「ポストアジアＮＩＥＳ」ともいえる80年
代以降の展開についても考察する。

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

戸籍で見る朝鮮の近
世社会

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

吉田光男（放
送大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

近世の日朝関係において、朝鮮王朝から江戸幕府に派遣
されてきた通信使が注目されている。東アジアの外交現場
で、お互いの利益をかけた戦いが繰り広げられていた。さら
に朝鮮は清に燕行使を派遣し、北方の安定化もはかってい
た。それぞれがどのような思惑で国際関係を結んでいった
のか、日本・朝朝・中国の史料を対比しながら、同時代の歴
史的リアリティーに迫る方法を探求する。

モンゴルと高麗の間は、支配服属関係で語られる。しかし、
高麗国王は元の王女を妻にむかえ、元王室の婿として駙
馬高麗国王という特殊な地位を得た元王室の一員の地位
にもあった。元の強大な軍事力による東アジアの変動の中
で高麗のとった外交政策が可能だった背景を探り、朝鮮史
料を中心として考察することによりし、日本・中国から見たの
とは異なった東アジア史像を構想する。

【キーワード】モンゴル、元、高麗、元寇、支配、服属

内　　　　　　　　　　　容

アヘン戦争の仕掛け人として、中国史に悪名を残すジャー
ディンは、スコットランドで生まれ、イギリス東インド会社の船
医からカントリー・トレーダーに転身、茶葉とアヘンの交易で
活躍する。彼が創立したジャーディン・マセソン商会は、ア
ジア有数の商社として、発展を遂げる。転機となったアヘン
戦争を、書簡から読み解いていく。

近代世界システムと
中国―ウィリアム=
ジャーディン

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）

－150－
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無
単位
数

２

履修上の留意点

】

〕

〕草光　俊雄　（放送大学教授）

北川　勝彦　（関西大学教授）

学部の授業では、「南北アメリカの歴史('14)」「歴史と人間('14)」「ヨーロッパの歴史Ⅰ('15)」「ヨーロッパの歴史Ⅱ('15)」を履修す
ることが望ましい。

講義概要

授業の目標

この科目は地域文化研究IIIを引き継ぐもので、前回ヨーロッパの歴史と文化という枠組みのなかで「旅」をキーワードとして考え
る科目であったが、今回は「ヨーロッパとアフリカ」という視点から、古代ギリシア・ローマの時代から現代まで、ヨーロッパとアフリ
カとの関係をさまざまなテーマで考えていきたい。地中海を挟んでヨーロッパとアフリカは古来、密接な関係を築いてきた。近代
にはその関係が一方的な支配・被支配、奴隷制の展開、植民地化といった不幸な関係に変質していった。それぞれの時代に
ヨーロッパがアフリカをどう見ていたか、またアフリカがヨーロッパに対してどう関わってきたかを歴史学、文学、人類学などさまざ
まな分野の学問を動員して考察する。

大学院科目にふさわしく、広い視野から問題を考える、ときには当該のテーマについて深く探究する、という姿勢を学生たちが
身につけてほしいと考えている。

履修
制限

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ アフリカ世界の歴史と文化
－ヨーロッパ世界との関わり－

事務局
記載欄

（’１３）＝ （Ｒ）

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

キリスト教とアフリカ～
植民地化以前～

石川博樹（東
京外国語大
学・准教授）

石川・草光・
北川

アフリカでは初期キリスト教が根付いており、新たな宗教の
最初の改宗者として、また神学者として中心的な役割を果
たしてきた。しかし１９世紀にミッショナリーの出現によってア
フリカでのキリスト教の歴史も異なってくる。

【キーワード】

キリスト教、アウグスティヌス、修道院、エジプト、ヌビア、エ
チオピア

ギリシャ・ローマ時代
のアフリカ

草光 草光・北川

北アフリカ（エジプトとカルタゴ）、北東アフリカ（ヌビアとエチ
オピア）が初期アフリカ史において果たしていた重要な役割
を検討しながら、初期アフリカ文明が地中海、紅海、インド
洋を舞台にして、南ヨーロッパ地域と相互に交流していたこ
とを明らかにする。

【キーワード】

古典・古代、ローマ帝国、交易

イントロダクション 草光、北川 草光・北川

アフリカ地域認識、アフリカ史研究のパラダイムの変遷、１９
世紀までのアフリカ史理解の枠組み、２０世紀の研究動向、
２１世紀の新動向などを概観する。アフリカ史への導入。

【キーワード】

ヨーロッパ史中心史観、ナショナリスト史、アフリカ人ディア
スポラ、ジェンダ史

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

【キーワード】通信使、燕行使、外交、倭館、交隣、清

【キーワード】人口、身分、両班、通説、戸籍、歴史人口学

【キーワード】植民地　産米増殖計画　植民地工業化　植民
地都市　皇民化政策

【キーワード】工業化　アジアＮＩＥＳ　輸出志向　外資導入
開発独裁

【キーワード】イギリス東インド会社、アヘン戦争、ジェントル
マン資本主義

吉田光男（放
送大学・教
授）

朝鮮王朝は１４世紀末の創建以来、３年ごとに全国一律の
住民調査を行い、戸籍大帳というかたちでまとめていた。こ
の戸籍大帳を資料として用いて、朝鮮近世社会の実態を人
口を通して探求する。また、歴史学における通説的理解の
できかたと問題点、その批判と克服の方法について提示し
てみる

植民地期の朝鮮

朝鮮における植民地支配の歴史を取り上げ、欧米の植民
地支配との比較、産米増殖計画、植民地工業化の意味、
植民地都市の形成、皇民化政策などの問題について、史
料や統計を示しながら具体的に検討する。また、解放後の
歴史との関連や、現代からの視点も意識して取り入れる。

高麗と元帝国・東ア
ジア

東アジアの国際関係
と近世の朝鮮

テ　ー　マ回

アジアＮＩＥＳとしての
韓国

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

２０世紀後半の世界史特徴づけるアジア工業化の一環とし
ての韓国の工業化の歴史を取り上げ、欧米や日本の工業
化との比較、アジアＮＩＥＳ（新興工業経済地域）の工業化プ
ロセスの特徴などについて、史料や統計を示しながら具体
的に検討する。また、「ポストアジアＮＩＥＳ」ともいえる80年
代以降の展開についても考察する。

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

橋谷弘（東京
経済大学・教
授）

戸籍で見る朝鮮の近
世社会

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

吉田光男（放
送大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

吉田光男（放
送大学・教
授）

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

近世の日朝関係において、朝鮮王朝から江戸幕府に派遣
されてきた通信使が注目されている。東アジアの外交現場
で、お互いの利益をかけた戦いが繰り広げられていた。さら
に朝鮮は清に燕行使を派遣し、北方の安定化もはかってい
た。それぞれがどのような思惑で国際関係を結んでいった
のか、日本・朝朝・中国の史料を対比しながら、同時代の歴
史的リアリティーに迫る方法を探求する。

モンゴルと高麗の間は、支配服属関係で語られる。しかし、
高麗国王は元の王女を妻にむかえ、元王室の婿として駙
馬高麗国王という特殊な地位を得た元王室の一員の地位
にもあった。元の強大な軍事力による東アジアの変動の中
で高麗のとった外交政策が可能だった背景を探り、朝鮮史
料を中心として考察することによりし、日本・中国から見たの
とは異なった東アジア史像を構想する。

【キーワード】モンゴル、元、高麗、元寇、支配、服属

内　　　　　　　　　　　容

アヘン戦争の仕掛け人として、中国史に悪名を残すジャー
ディンは、スコットランドで生まれ、イギリス東インド会社の船
医からカントリー・トレーダーに転身、茶葉とアヘンの交易で
活躍する。彼が創立したジャーディン・マセソン商会は、ア
ジア有数の商社として、発展を遂げる。転機となったアヘン
戦争を、書簡から読み解いていく。

近代世界システムと
中国―ウィリアム=
ジャーディン

上田信（立教
大学・教授）

上田信（立教
大学・教授）
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回

ヨーロッパによる植民
地化（１）―ヨーロッパ
人の征服とアフリカ人
の対応―

北川 北川・草光

草光・北川

北川

北川・草光

第二次世界大戦、民族解放、脱植民地化

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

アフリカ分割、ミッショナリ、ベルリン西アフリカ会議

アフリカ世界の歴史と
文化を学び終えて―
新世紀の新展望―

草光・北川

経済発展、民主化

１９７０年代８０年代はアフリカにとって経済的には「衰退の２
０年」政治的には「困難の２０年」であった。しかし冷戦の崩
壊と共にアフリカには希望の兆しが現れる。民主化の波が
押し寄せ独裁政権や軍事政権は相対的に弱体化し、自立
した経済復興も見られるようになる。アフリカの今後はもちろ
んすべてが楽観的ではないが、将来のアフリカを展望する
ことで講義を終える。

【キーワード】

アフリカの独立とヨー
ロッパの対応（２）―
1980年代・1990年代
―

北川 北川・草光

独立達成後、申請アフリカ諸国の指導者や市民は、自らが
新しい挑戦すべき課題に直面した。冷戦の国際政治はアフ
リカ諸国をイデオロギー闘争に巻き込んでいった。新興国
家はその内部で政治システムを開発するために苦闘してい
いた。２０世紀後半のアフリカの歴史は２０世紀後半の政治
史の勝利と悲劇に象徴されている。

【キーワード】

ポスト冷戦、低開発、崩壊国家、アフリカ連合、アフリカ文
化、ジェンダー

アフリカの独立とヨー
ロッパの対応（１）―
第二次世界大戦～
70年代―

北川

北川・草光

ヨーロッパによる植民
地化（２）―植民地統
治・植民地経済・社
会変化― 【キーワード】

間接統治、直接統治、移住植民地、プランテーション農業、
小農生産、労働移動

第二次大戦の終了はグローバルな政治の新しい時代を開
いた。ヨーロッパは疲弊し、それに変わるアメリカ合衆国とソ
連という強国が台頭した。この２大強国を中心とした冷戦は
アフリカにも壊滅的な影響をもたらした。一方第二次大戦は
解放運動の時代の出現の契機ともなった。アフリカはその
当事者でもあった。脱植民地化の動きである。アフリカ諸国
はどのようにして独立の道を進んだのか。その過程を検証
する。

【キーワード】

列強による植民地化は合法化のプロセスであり、そのため
植民地支配を「愛他主義」の観点から正当化した。アフリカ
の文明化を実行するヨーロッパというイメージが作り上げら
れた。この章では植民地統治のさまざまなモデルを検証す
る。

１９世紀ヨーロッパの主要国による帝国主義的な世界介入・
侵略の矢面に立ったのがアフリカであった。２０世紀の初頭
には「アフリカの略奪」が完成し、列強は制服から統治（ガ
バナンス）へとシフトしていく。植民地行政ののシステム確立
とそれによるアフリカの経済的利用である。そのためのアフ
リカの「平和的利用」を樹立するプロセスを検討する。

啓蒙ヨーロッパとアフ
リカ

草光 草光・北川

奴隷制度とアフリカ
（２）―大西洋奴隷貿
易―

北川 北川・草光

奴隷化されたアフリカ人は１５００年以降、新興の大西洋世
界を建設する上で重要な役割を演じた。しかしアフリカにお
ける奴隷貿易の特質についてまだ検討の余地が残ってい
る。それらの問題を考えていく。

【キーワード】

大西洋奴隷貿易、三角貿易、中間航海

草光・北川

奴隷制度とアフリカ
（１）―大西洋奴隷貿
易以前の奴隷制と奴
隷貿易―

北川 北川・草光

大航海時代とアフリカ 草光

アフリカはヨーロッパの世界進出の足がかりであった。ポル
トガルは東アフリカで最初の沿岸帝国を建設しようとした。
強大な軍事力を背景としたヨーロッパのアフリカの破壊によ
り海岸部の生活は大きく変化した。次にアラブ人たちの帝
国が出現する。アフリカはグローバルの覇権争いのなかで
大きく変化していった。

【キーワード】

宮下・草光・
北川

インド洋とアフリカ―
スワヒリ都市の社会と
文化―

北川 北川・草光

インド洋世界、モンスーン、アザニア、ダウ船、スワヒリ、西イ
ンド洋、マダガスカル

【キーワード】

マギ、キリスト教図像学（イコノグラフィー）、プレスター・ジョ
ン伝説とオスマン帝国、ボス、ブリューゲル、「オリエンタリズ
ム」

インド洋交易は東アフリカをイスラーム世界の中心部に結
びつけた。スワヒリ世界の都市国家は海洋交易で互いに競
い合い、西インド洋の長距離交易を行っていた。そこには
宗教と文化の統一性があった。

【キーワード】

「東方三博士の礼拝」
図像におけるアフリ
カ・黒人の表象

宮下志朗

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

《東方三博士の礼拝》という図像表現におけるアフリカ,ある
いは黒人の出現について,歴史的に俯瞰し,ヨーロッパキリス
ト教文化にとっての必然性・必要性について考えてみる.

イスラーム教の拡散と
アフリカ

北川

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

北川・草光

アフリカの多くの地域はムスリムがDar al-Ismal（平和の住む
ところ）と呼び、イスラームが人びとの暮らしを教え導く世界
の一部となってきた。イスラームのアフリカへの拡大が宗教
と文化と人びとをどれほどブレンドしてきたかを考える。

【キーワード】

ムハンマド、クルアーン、ベルベル人、サハラ越え交易、ラ
マダーン、シャリーア

奴隷制、奴隷貿易、資産奴隷

ヨーロッパ啓蒙主義は宗教と古い因習を否定し相対的な文
明観を近代的思考にもたらしたが、一方で歴史的段階論を
唱え、未開社会から近代社会への歴史の進歩史観を定着
させた。その際アフリカは未開社会の典型として描かれるよ
うになる。啓蒙主義がアフリカ向けた眼差しを検証し、アフリ
カがそれから何を学んだかをあわせて考える。

【キーワード】

啓蒙主義、モンテスキュー、百科全書、ヒューム、スミス、博
物学、リンネ、スパルマン、ビュフォン

サハラ交易、金、塩金交易、エンリケ航海王子、アフリカ沿
岸帝国、スワヒリ都市、インド洋交易、ヴァスコ・ダ・ガマ

アフリカ人移動の歴史について大西洋奴隷貿易が注目さ
れるが、それよりも長い歴史を持つサハラ砂漠越えとインド
洋の奴隷貿易が存在していたことはあまり知られていない。
二つの奴隷貿易の違いを検証し、アフリカ人にとっての奴
隷貿易について考える。

【キーワード】
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回

ヨーロッパによる植民
地化（１）―ヨーロッパ
人の征服とアフリカ人
の対応―

北川 北川・草光

草光・北川

北川

北川・草光

第二次世界大戦、民族解放、脱植民地化

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

アフリカ分割、ミッショナリ、ベルリン西アフリカ会議

アフリカ世界の歴史と
文化を学び終えて―
新世紀の新展望―

草光・北川

経済発展、民主化

１９７０年代８０年代はアフリカにとって経済的には「衰退の２
０年」政治的には「困難の２０年」であった。しかし冷戦の崩
壊と共にアフリカには希望の兆しが現れる。民主化の波が
押し寄せ独裁政権や軍事政権は相対的に弱体化し、自立
した経済復興も見られるようになる。アフリカの今後はもちろ
んすべてが楽観的ではないが、将来のアフリカを展望する
ことで講義を終える。

【キーワード】

アフリカの独立とヨー
ロッパの対応（２）―
1980年代・1990年代
―

北川 北川・草光

独立達成後、申請アフリカ諸国の指導者や市民は、自らが
新しい挑戦すべき課題に直面した。冷戦の国際政治はアフ
リカ諸国をイデオロギー闘争に巻き込んでいった。新興国
家はその内部で政治システムを開発するために苦闘してい
いた。２０世紀後半のアフリカの歴史は２０世紀後半の政治
史の勝利と悲劇に象徴されている。

【キーワード】

ポスト冷戦、低開発、崩壊国家、アフリカ連合、アフリカ文
化、ジェンダー

アフリカの独立とヨー
ロッパの対応（１）―
第二次世界大戦～
70年代―

北川

北川・草光

ヨーロッパによる植民
地化（２）―植民地統
治・植民地経済・社
会変化― 【キーワード】

間接統治、直接統治、移住植民地、プランテーション農業、
小農生産、労働移動

第二次大戦の終了はグローバルな政治の新しい時代を開
いた。ヨーロッパは疲弊し、それに変わるアメリカ合衆国とソ
連という強国が台頭した。この２大強国を中心とした冷戦は
アフリカにも壊滅的な影響をもたらした。一方第二次大戦は
解放運動の時代の出現の契機ともなった。アフリカはその
当事者でもあった。脱植民地化の動きである。アフリカ諸国
はどのようにして独立の道を進んだのか。その過程を検証
する。

【キーワード】

列強による植民地化は合法化のプロセスであり、そのため
植民地支配を「愛他主義」の観点から正当化した。アフリカ
の文明化を実行するヨーロッパというイメージが作り上げら
れた。この章では植民地統治のさまざまなモデルを検証す
る。

１９世紀ヨーロッパの主要国による帝国主義的な世界介入・
侵略の矢面に立ったのがアフリカであった。２０世紀の初頭
には「アフリカの略奪」が完成し、列強は制服から統治（ガ
バナンス）へとシフトしていく。植民地行政ののシステム確立
とそれによるアフリカの経済的利用である。そのためのアフ
リカの「平和的利用」を樹立するプロセスを検討する。

啓蒙ヨーロッパとアフ
リカ

草光 草光・北川

奴隷制度とアフリカ
（２）―大西洋奴隷貿
易―

北川 北川・草光

奴隷化されたアフリカ人は１５００年以降、新興の大西洋世
界を建設する上で重要な役割を演じた。しかしアフリカにお
ける奴隷貿易の特質についてまだ検討の余地が残ってい
る。それらの問題を考えていく。

【キーワード】

大西洋奴隷貿易、三角貿易、中間航海

草光・北川

奴隷制度とアフリカ
（１）―大西洋奴隷貿
易以前の奴隷制と奴
隷貿易―

北川 北川・草光

大航海時代とアフリカ 草光

アフリカはヨーロッパの世界進出の足がかりであった。ポル
トガルは東アフリカで最初の沿岸帝国を建設しようとした。
強大な軍事力を背景としたヨーロッパのアフリカの破壊によ
り海岸部の生活は大きく変化した。次にアラブ人たちの帝
国が出現する。アフリカはグローバルの覇権争いのなかで
大きく変化していった。

【キーワード】

宮下・草光・
北川

インド洋とアフリカ―
スワヒリ都市の社会と
文化―

北川 北川・草光

インド洋世界、モンスーン、アザニア、ダウ船、スワヒリ、西イ
ンド洋、マダガスカル

【キーワード】

マギ、キリスト教図像学（イコノグラフィー）、プレスター・ジョ
ン伝説とオスマン帝国、ボス、ブリューゲル、「オリエンタリズ
ム」

インド洋交易は東アフリカをイスラーム世界の中心部に結
びつけた。スワヒリ世界の都市国家は海洋交易で互いに競
い合い、西インド洋の長距離交易を行っていた。そこには
宗教と文化の統一性があった。

【キーワード】

「東方三博士の礼拝」
図像におけるアフリ
カ・黒人の表象

宮下志朗

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

《東方三博士の礼拝》という図像表現におけるアフリカ,ある
いは黒人の出現について,歴史的に俯瞰し,ヨーロッパキリス
ト教文化にとっての必然性・必要性について考えてみる.

イスラーム教の拡散と
アフリカ

北川

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

北川・草光

アフリカの多くの地域はムスリムがDar al-Ismal（平和の住む
ところ）と呼び、イスラームが人びとの暮らしを教え導く世界
の一部となってきた。イスラームのアフリカへの拡大が宗教
と文化と人びとをどれほどブレンドしてきたかを考える。

【キーワード】

ムハンマド、クルアーン、ベルベル人、サハラ越え交易、ラ
マダーン、シャリーア

奴隷制、奴隷貿易、資産奴隷

ヨーロッパ啓蒙主義は宗教と古い因習を否定し相対的な文
明観を近代的思考にもたらしたが、一方で歴史的段階論を
唱え、未開社会から近代社会への歴史の進歩史観を定着
させた。その際アフリカは未開社会の典型として描かれるよ
うになる。啓蒙主義がアフリカ向けた眼差しを検証し、アフリ
カがそれから何を学んだかをあわせて考える。

【キーワード】

啓蒙主義、モンテスキュー、百科全書、ヒューム、スミス、博
物学、リンネ、スパルマン、ビュフォン

サハラ交易、金、塩金交易、エンリケ航海王子、アフリカ沿
岸帝国、スワヒリ都市、インド洋交易、ヴァスコ・ダ・ガマ

アフリカ人移動の歴史について大西洋奴隷貿易が注目さ
れるが、それよりも長い歴史を持つサハラ砂漠越えとインド
洋の奴隷貿易が存在していたことはあまり知られていない。
二つの奴隷貿易の違いを検証し、アフリカ人にとっての奴
隷貿易について考える。

【キーワード】
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放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

シェイクスピア、言語、翻訳、レトリック

ダンテの『神曲』は、魂の救済が切実なテーマであっ
た中世末期の知の大全かつ、「愛」と「救済」をテー
マとした壮大な作品である。14世紀前半の社会的文化
的な変動をうつす、近代への分水嶺とも言える表現で
あり、カソリック的中世の世界観とともに、当時の知
性のかかえる危うさを語っているとの解釈もある。信
仰と知性との関わりから、『神曲』の語るものをひ
ろってみたい。

【キーワード】

村松真理子
(東京大学准
教授)

ダンテ・ボッカッチョ・ペトラルカなどのイタリア中
世詩人の作品における恋愛とジェンダーについて考察
する。精神的な恋人たる貴婦人のイメージが、ダンテ
やペトラルカの作品においてどのように発展するのか
をたどり、恋愛抒情詩の感性の重要な原型をそこにさ
ぐる。さらに、ボッカッチョの物語文学における女性
の身体性や官能の表現と比較する。

【キーワード】

ダンテ、ボッカッチョ、ペトラルカ

河合祥一郎
(東京大学教
授)

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

恋愛・ジェンダー
(3)―天使のような
貴婦人から恋する
女性読者まで

村松真理子
(東京大学准
教授)

恋愛・ジェンダー
(4)―シェイクスピ
ア作品における恋
愛の諸相

河合祥一郎
(東京大学教
授)

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

ウィリアム・シェイクスピアの作品における恋愛の諸
相について論じる。

【キーワード】

シェイクスピア、恋愛

言語・翻訳 (2)―
ダンテの新しいこ
とばと新しい読者

村松真理子
(東京大学准
教授)

村松真理子
(東京大学准
教授)

言語・翻訳 (1)―
12世紀の文学とこ
とば

アーサー王伝説、翻訳、ラテン語と母語

ダンテ・アリギエーリは、母語 (つまりイタリア語の
原型となったフィレンツエ方言) で著作をすることに
非常に意識的な詩人であった。この回においては、ダ
ンテの著作を通じて、中世後期ヨーロッパにおけるラ
テン語と母語の関係の一例と、その歴史的な影響につ
いて考察したい。

ダンテ、『俗語詩論』、ラテン語と母語

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

【キーワード】

ラテン語、俗語、ウィクリフ、翻訳、検閲

シェイクスピアの作品には言語という概念がどのよう
にたち現れてくるかについて概観する。

【キーワード】

【キーワード】

【キーワード】

ダンテ、『神曲』、救済

信仰 (1)―知と愛
と幸福

村松真理子
(東京大学准
教授)

村松真理子
(東京大学准
教授)

井口篤 (放送
大学准教授)

中世のヨーロッパにおいて信仰の基盤となっていたの
はヒエロニムスのラテン語訳聖書であったが、このラ
テン語聖書の翻訳をめぐり、14世紀終わりのイングラ
ンドでは一大論争が巻き起こる。オックスフォード大
学の神学者ジョン・ウィクリフと彼の追随者たちの運
動を軸に、中世後期における聖書翻訳の諸問題につい
て考える。

第3回で見た通り、アーサー王伝説はヨーロッパ各地
で書かれ、読まれていた。この回では、アーサー王伝
説のラテン語から母語への翻訳や、各国語による物語
の成立・伝播の諸相について講義する。

言語・翻訳 (4)―
シェイクスピア作
品における言語の
問題

河合祥一郎
(東京大学教
授)

河合祥一郎
(東京大学教
授)

言語・翻訳 (3)―
英語を話す神：中
世後期イングラン
ドにおける聖書翻
訳

井口篤 (放送
大学准教授)

恋愛・ジェンダー
(1)―キリスト教と
禁じられた愛

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

中世を代表する哲学者・神学者の一人であるピエー
ル・アベラールの『災厄の書 (

)』およびエロイーズとの往復書簡を例と
して、中世キリスト教社会におけるジェンダー観と恋
愛の諸相について論じる。

【キーワード】

「中世」、「ルネサンス」、時代区分、進歩史観

宮下志朗 (放
送大学教
授)、井口篤
(放送大学准
教授)

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

12世紀以降、ヨーロッパの各地域でアーサー王を中心
とする騎士たちの伝説が人気を博した。この講義にお
いては、中世フランス文学におけるアーサー王伝説や
トリスタン物語を取り上げ、騎士道恋愛における男女
関係がどのようなものであったのかについて概観す
る。

【キーワード】

井口篤 (放送
大学准教授)

「中世」そして「ルネサンス」ということばの歴史性
について確認する。

ピエール・アベラール、エロイーズ、『災厄の書』、
『愛の往復書簡』

アーサー王ロマンス、トリスタン、騎士道恋愛、『薔
薇物語』

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

〔主任講師 現職名 ：

【本学担当専任教員：

恋愛・ジェンダー
(2) アーサー王物
語とかなわぬ恋

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

プロローグ―「中
世」と「ルネサン
ス」をさがして 【キーワード】

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

科目名 (メディア) ＝ 中世・ルネサンス文学

＝英文名

('１４) ＝

 とくに履修上の制限を設けないが、例えば「世界の名作を読む ('11)」、「文学のエコロジー ('13)」、
「ヨーロッパ文学の読み方—古典篇 ('14)」などは大いに参考になるであろう。

履修上の留意点

ヨーロッパ中世およびルネサンスの文学作品が様々な歴史的・文化的・社会的条件の網の目の中で書かれ
ていることを学ぶこと。また、文学作品を丁寧に読解・分析する姿勢を学ぶこと。

講義概要

開講
年度

２０１４年度
科目
区分

】

〕

〕宮下　志朗　 (放送大学教授)

井口　篤　　 (放送大学准教授)

履修
制限

〔　Medieval and Renaissance Literature ('14)　　〕　

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

授業の目標

ヨーロッパ中世・ルネサンスの多種多様な文学作品を読み、これらの作品が提起する問題について批判的
に考察する。時代順に作品を紹介するのではなく、いくつか重要なテーマ (「恋愛」、「言語」、「信
仰」) を設け、それらのテーマとの関連の中で様々な作品を紹介していく。個々の作品は、基本的に日本
語訳で紹介していくが、本文中もしくは巻末に原典を付すこともある。

〔主任講師 現職名 ：

無
単位
数

２
事務局
記載欄
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放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

シェイクスピア、言語、翻訳、レトリック

ダンテの『神曲』は、魂の救済が切実なテーマであっ
た中世末期の知の大全かつ、「愛」と「救済」をテー
マとした壮大な作品である。14世紀前半の社会的文化
的な変動をうつす、近代への分水嶺とも言える表現で
あり、カソリック的中世の世界観とともに、当時の知
性のかかえる危うさを語っているとの解釈もある。信
仰と知性との関わりから、『神曲』の語るものをひ
ろってみたい。

【キーワード】

村松真理子
(東京大学准
教授)

ダンテ・ボッカッチョ・ペトラルカなどのイタリア中
世詩人の作品における恋愛とジェンダーについて考察
する。精神的な恋人たる貴婦人のイメージが、ダンテ
やペトラルカの作品においてどのように発展するのか
をたどり、恋愛抒情詩の感性の重要な原型をそこにさ
ぐる。さらに、ボッカッチョの物語文学における女性
の身体性や官能の表現と比較する。

【キーワード】

ダンテ、ボッカッチョ、ペトラルカ

河合祥一郎
(東京大学教
授)

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

恋愛・ジェンダー
(3)―天使のような
貴婦人から恋する
女性読者まで

村松真理子
(東京大学准
教授)

恋愛・ジェンダー
(4)―シェイクスピ
ア作品における恋
愛の諸相

河合祥一郎
(東京大学教
授)

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

ウィリアム・シェイクスピアの作品における恋愛の諸
相について論じる。

【キーワード】

シェイクスピア、恋愛

言語・翻訳 (2)―
ダンテの新しいこ
とばと新しい読者

村松真理子
(東京大学准
教授)

村松真理子
(東京大学准
教授)

言語・翻訳 (1)―
12世紀の文学とこ
とば

アーサー王伝説、翻訳、ラテン語と母語

ダンテ・アリギエーリは、母語 (つまりイタリア語の
原型となったフィレンツエ方言) で著作をすることに
非常に意識的な詩人であった。この回においては、ダ
ンテの著作を通じて、中世後期ヨーロッパにおけるラ
テン語と母語の関係の一例と、その歴史的な影響につ
いて考察したい。

ダンテ、『俗語詩論』、ラテン語と母語

横山安由美
(フェリス女
学院大学教
授)

【キーワード】

ラテン語、俗語、ウィクリフ、翻訳、検閲

シェイクスピアの作品には言語という概念がどのよう
にたち現れてくるかについて概観する。

【キーワード】

【キーワード】

【キーワード】

ダンテ、『神曲』、救済

信仰 (1)―知と愛
と幸福

村松真理子
(東京大学准
教授)

村松真理子
(東京大学准
教授)

井口篤 (放送
大学准教授)

中世のヨーロッパにおいて信仰の基盤となっていたの
はヒエロニムスのラテン語訳聖書であったが、このラ
テン語聖書の翻訳をめぐり、14世紀終わりのイングラ
ンドでは一大論争が巻き起こる。オックスフォード大
学の神学者ジョン・ウィクリフと彼の追随者たちの運
動を軸に、中世後期における聖書翻訳の諸問題につい
て考える。

第3回で見た通り、アーサー王伝説はヨーロッパ各地
で書かれ、読まれていた。この回では、アーサー王伝
説のラテン語から母語への翻訳や、各国語による物語
の成立・伝播の諸相について講義する。

言語・翻訳 (4)―
シェイクスピア作
品における言語の
問題

河合祥一郎
(東京大学教
授)

河合祥一郎
(東京大学教
授)

言語・翻訳 (3)―
英語を話す神：中
世後期イングラン
ドにおける聖書翻
訳

井口篤 (放送
大学准教授)
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無
単位
数

２

履修上の留意点

】

〕

〕宮本　徹　　（放送大学准教授）

大橋　理枝　（放送大学准教授）

「メディア」という言葉が科目名に入っているが、マス・コミュニケーションを中心的に扱う科目ではなく、様々な媒体（＝メディア）
とことばの関係を扱う科目である。

書物の「胚胎」

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

宮本徹（放送
大学准教授）

様々な情報伝達メ
ディア

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

講義概要

この科目における「情報伝達メディア」の考え方を提示し、
各回を担当する講師それぞれが情報伝達メディアをどのよ
うに捉えているかを示す。

授業の目標

ヒトは、ことばによるやり取りに、様々なメディアを用いることで、その範囲を拡大・多様化してきただけでなく、本質的な変革を多
岐にわたって成し遂げてきた。
ヒトが用いてきた、そして今用いている様々なメディアの実際例を取り上げ、それを、ことばによるやり取りという観点から分析・解
説し、メディアとことばの関係を示すことによって、ヒトとヒトとの間の伝達の様々な容体の本質を考え、ことばによって支えられて
きた、社会や文化の一端を考える手がかりを提供する。

宮本徹（放送
大学准教授）

竹簡や帛書から始まった中国における書物化は、やがて紙
へとそのメディアを変えていく。その中で誕生した韻書という
書物と、それが持つ規範性の変容について考察する。

【キーワード】

宮本徹（放送
大学准教授）

宮本徹（放送
大学准教授）

甲骨文、金文、口頭言語、書物化、押韻規則

【キーワード】

紙、反切、五家韻書、切韻、規範性

科目
区分

大学院科目

様々な時代のメディアの実際例とその特質を理解し、そこで行われることばによるやり取りの本質を考え、ことばによって支えら
れてきた、社会や文化の一端を考える手がかりを提供することが、本科目の主なねらいである。

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

【キーワード】

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ

科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

科目名（メディア） ＝

事務局
記載欄

（’１３）＝ことばとメディア

開講
年度

２０１３年度

書物の「誕生」

 －情報伝達の系譜－

（Ｒ）

情報、伝達、メディア、文字、ことば、媒体

内　　　　　　　　　　　容

〔主任講師（現職名）：

東洋の代表として、中国における書物誕生以前の状況に
ついて述べる。
　メディアとしての書物が成立するより前、いかなるメディア
によりどのような情報伝達がなされたかを考察する。

河合祥一郎
(東京大学教
授)

信仰 (5)―シェイ
クスピア作品にお
ける信仰の問題

エリザベス朝演劇における信仰の問題について考察す
る。

【キーワード】

宗教改革、カトリシズム

河合祥一郎
(東京大学教
授)

井口篤 (放送
大学准教授)

信仰 (2)―中世後
期イングランドの
神秘主義文学

【キーワード】

神秘主義、俗語、「魂の判断」、「中道的生き方」

中世後期イングランドにおける神秘主義について概観
する。特にリチャード・ロゥルやノリッチのジュリア
ンなどに着目しながら、カトリック教会において「神
と出会う」ことがどのような意味をもっていたのかに
ついて考える。

宮下志朗 (放
送大学教授)

印刷術という大量複製技術は、新たな思想を運ぶメ
ディアとして大きな役割をはたし、宗教改革を支え
た。そうした「危険な書物」を規制する「検閲」や
「発禁」というシステムについて考え、「禁書目録」
を具体的に検討する。

【キーワード】

特認、納本、禁書目録、検閲

信仰 (3)―「精神
の湯浴み」として
の笑い

宮下志朗 (放
送大学教授)

エピローグ―ユマ
ニスムの原点と
は、ユマニスムの
本質とは

宮下志朗 (放
送大学教授)

フマニタス、リベラル・アーツ、コスモポリタニズ
ム、ユマニスムと手職の人々、「16世紀科学革命」

ルネサンスの文化や思想は、しばしば「ユマニスム」
(英語では「ヒューマニズム」) と組み合わされて論
じられるが、このユマニスム (人文主義)」の原点と
本質について考えてみたい。

信仰 (4)―16世紀
の出版と「検閲」
について

宮下志朗 (放
送大学教授)

【キーワード】

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

宮下志朗 (放
送大学教
授)、井口篤
(放送大学准
教授)

井口篤 (放送
大学准教授)

宮下志朗 (放
送大学教授)

機知あふれる笑い、信仰と笑い、メランコリー、精神
の解放

【キーワード】

中世・ルネサンス文学における信仰と笑いについて考
える。ウンベルト・エコの小説『薔薇の名前』から話
題を引き出すことから始めて、ペトラルカ、ラブ
レー、モンテーニュまで、広く論じてみたい。

回
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無
単位
数

２

履修上の留意点

】

〕

〕宮本　徹　　（放送大学准教授）

大橋　理枝　（放送大学准教授）

「メディア」という言葉が科目名に入っているが、マス・コミュニケーションを中心的に扱う科目ではなく、様々な媒体（＝メディア）
とことばの関係を扱う科目である。

書物の「胚胎」

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

宮本徹（放送
大学准教授）

様々な情報伝達メ
ディア

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

講義概要

この科目における「情報伝達メディア」の考え方を提示し、
各回を担当する講師それぞれが情報伝達メディアをどのよ
うに捉えているかを示す。

授業の目標

ヒトは、ことばによるやり取りに、様々なメディアを用いることで、その範囲を拡大・多様化してきただけでなく、本質的な変革を多
岐にわたって成し遂げてきた。
ヒトが用いてきた、そして今用いている様々なメディアの実際例を取り上げ、それを、ことばによるやり取りという観点から分析・解
説し、メディアとことばの関係を示すことによって、ヒトとヒトとの間の伝達の様々な容体の本質を考え、ことばによって支えられて
きた、社会や文化の一端を考える手がかりを提供する。

宮本徹（放送
大学准教授）

竹簡や帛書から始まった中国における書物化は、やがて紙
へとそのメディアを変えていく。その中で誕生した韻書という
書物と、それが持つ規範性の変容について考察する。

【キーワード】

宮本徹（放送
大学准教授）

宮本徹（放送
大学准教授）

甲骨文、金文、口頭言語、書物化、押韻規則

【キーワード】

紙、反切、五家韻書、切韻、規範性

科目
区分

大学院科目

様々な時代のメディアの実際例とその特質を理解し、そこで行われることばによるやり取りの本質を考え、ことばによって支えら
れてきた、社会や文化の一端を考える手がかりを提供することが、本科目の主なねらいである。

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

【キーワード】

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ

科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

科目名（メディア） ＝

事務局
記載欄

（’１３）＝ことばとメディア

開講
年度

２０１３年度

書物の「誕生」

 －情報伝達の系譜－

（Ｒ）

情報、伝達、メディア、文字、ことば、媒体

内　　　　　　　　　　　容

〔主任講師（現職名）：

東洋の代表として、中国における書物誕生以前の状況に
ついて述べる。
　メディアとしての書物が成立するより前、いかなるメディア
によりどのような情報伝達がなされたかを考察する。
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テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

大橋理枝（放
送大学准教
授）

大橋理枝（放
送大学准教
授）

【キーワード】

電信、電話、有線、無線、放送、局

情報の伝達

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

情報、伝達、メディア、もの、西洋的（キリスト教的）観点、東
洋的（儒教的）観点

「情報を伝達する」ことの意味（歴史的観点、伝達の背後に
ある意図など）や、文字に記すことの意義と文字に記さない
まま伝達することの意義を考えることを通じて、情報伝達媒
体としてのことばを考える。

【キーワード】

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

分担講師
佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

テレビ放送、教育型テレビ、一億総白痴化、ビデオ革命

分担講師
佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

ラジオ放送は国境を越えたが「言葉の壁」までは超えられな
かった。音声に映像が加わったテレビにおいて、ようやく
「言葉の壁」は絶対的なものではなくなった。しかし、その代
わりにテレビ方式による「政治の壁」が立ちはだかってい
た。音声と映像が一体化した最後の「国民化メディア」にお
ける言葉を教育（国民再生産）の視点で考える。

【キーワード】

分担講師
佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

電信電話からラジオ、テレビを経てテレ・コミュニケーション
はインターネットに到達した。双方向性を重視して公共性を
放棄した電話と、公共性を重視して双方向性を放棄した放
送は、インターネット時代に再び融合する。情報が瞬時に
国境を越える「地球村」において、ソーシャル・メディアと電
子書籍の普及とは、ことばと文字テクストにどのような影響を
与えるのかを考える。

【キーワード】

WWW、地球村、ＳＮＳ、ウェブ2.0、ソーシャル・メディア、電
子ブックス

【キーワード】

ラジオ放送、ラジオ文明、場所感覚の喪失、ラジオ人、ファ
シスト的公共性、総力戦体制

インターネット

テレビ

電信・電話

ラジオ

回

「声」から「文字」へと発展してきたメディア文化は、電気通
信技術を媒介により二次的な「声の文化」を生み出した。こ
の「ラジオ文明」の意義を1920年代の議論から考える。その
上で、ラジオが黄金時代を迎えた1930ｰ40年代を中心に音
声メディアにおけることばの政治的機能とその効果を考え
る。

１９世紀末期頃以降、電気的な手段による情報伝達の技術
が確立され、遠隔・同時・多数への同報、等々、情報伝達
は質的に大きな変化を遂げた。有線電信・有線電話・無線
電信・無線電話～放送、各々の基本的な構成と技術の特
色をを概観し、送り手からの情報を核になる局に集約して
受け手に再配信する情報伝達システムの本質を考える。

書籍・雑誌

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）
　　　及び
大橋理枝（放
送大学准教
授）

大橋理枝（放
送大学准教
授）

文字情報を大量発信する形態である書籍や雑誌の歴史を
振り返りつつ、それらの在り方や影響について考える。

【キーワード】

井口篤（放送
大学准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）
　　　及び
大橋理枝（放
送大学准教
授）

新聞
大橋理枝（放
送大学准教
授）

書籍、雑誌、出版

印刷術、グーテンベルク、母語、識字率、宗教改革、愛国
心、ヒューマニズム、ルネサンス

メディアとしての大学

印刷文化とヨーロッパ
井口篤（放送
大学准教授）

井口篤（放送
大学准教授）

カトリック教会―神と
人のメディア―

井口篤（放送
大学准教授）

【キーワード】

15世紀後半にヨーロッパにおいて導入された印刷技術が
初期近代ヨーロッパの社会にどのような社会的・文化的影
響を及ぼしたかについても概観する。

中世ヨーロッパにおいて神と人間を媒介するメディアとして
機能していたカトリック教会の特質について解説する。とく
に説教と演劇について詳しく説明し、これらの情報伝達手
段がどのようにして中世ヨーロッパのカトリック信仰を形成し
ていたのかについて概観する。

【キーワード】

【キーワード】

中世ヨーロッパの写
本文化

井口篤（放送
大学准教授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

【キーワード】

写本、句読点の導入、音読と黙読、修道院、ラテン語と母
語、識字率

写本、版本、韻書、切韻、広韻

書物の「成長」

井口篤（放送
大学准教授）

井口篤（放送
大学准教授）

大学の誕生、スコラ哲学、自由学芸、12世紀ルネサンス、
ジョン・ウィクリフ

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

大学を知・情報を媒介するメディアととらえ、とくに中世ヨー
ロッパの大学に焦点を当てて、黎明期にあった大学におけ
る情報伝達のあり方について考える。

【キーワード】

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

手書きの書物、とくに西洋中世における写本を見ることで、
西洋の前近代におけるメディア・情報伝達の特質について
考える。 井口篤（放送

大学准教授）

幾つかの国における新聞発達の歴史を概観しながら、一元
化された情報を紙面上の文字を使って大量に発信する新
聞の在り方を考える。

【キーワード】

新聞、文字情報、大量発信、政論、報道

カトリック教会、説教、演劇、プロパガンダ、検閲、正統信仰
の統制

宮本徹（放送
大学准教授）

宮本徹（放送
大学准教授）

書物が写本から版本へとそのメディアを「成長」させる過程
において、書物自身も成長を遂げた。その具体的な様相を
切韻系韻書を例に考察する。
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テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

大橋理枝（放
送大学准教
授）

大橋理枝（放
送大学准教
授）

【キーワード】

電信、電話、有線、無線、放送、局

情報の伝達

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

情報、伝達、メディア、もの、西洋的（キリスト教的）観点、東
洋的（儒教的）観点

「情報を伝達する」ことの意味（歴史的観点、伝達の背後に
ある意図など）や、文字に記すことの意義と文字に記さない
まま伝達することの意義を考えることを通じて、情報伝達媒
体としてのことばを考える。

【キーワード】

宮本徹（放送
大学准教
授）・佐藤卓
己（京都大学
大学院准教
授）・井口篤
（放送大学准
教授）・大橋
理枝（放送大
学准教授）

分担講師
佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

テレビ放送、教育型テレビ、一億総白痴化、ビデオ革命

分担講師
佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

ラジオ放送は国境を越えたが「言葉の壁」までは超えられな
かった。音声に映像が加わったテレビにおいて、ようやく
「言葉の壁」は絶対的なものではなくなった。しかし、その代
わりにテレビ方式による「政治の壁」が立ちはだかってい
た。音声と映像が一体化した最後の「国民化メディア」にお
ける言葉を教育（国民再生産）の視点で考える。

【キーワード】

分担講師
佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

佐藤卓己(京
都大学大学
院准教授）

電信電話からラジオ、テレビを経てテレ・コミュニケーション
はインターネットに到達した。双方向性を重視して公共性を
放棄した電話と、公共性を重視して双方向性を放棄した放
送は、インターネット時代に再び融合する。情報が瞬時に
国境を越える「地球村」において、ソーシャル・メディアと電
子書籍の普及とは、ことばと文字テクストにどのような影響を
与えるのかを考える。

【キーワード】

WWW、地球村、ＳＮＳ、ウェブ2.0、ソーシャル・メディア、電
子ブックス

【キーワード】

ラジオ放送、ラジオ文明、場所感覚の喪失、ラジオ人、ファ
シスト的公共性、総力戦体制

インターネット

テレビ

電信・電話

ラジオ

回

「声」から「文字」へと発展してきたメディア文化は、電気通
信技術を媒介により二次的な「声の文化」を生み出した。こ
の「ラジオ文明」の意義を1920年代の議論から考える。その
上で、ラジオが黄金時代を迎えた1930ｰ40年代を中心に音
声メディアにおけることばの政治的機能とその効果を考え
る。

１９世紀末期頃以降、電気的な手段による情報伝達の技術
が確立され、遠隔・同時・多数への同報、等々、情報伝達
は質的に大きな変化を遂げた。有線電信・有線電話・無線
電信・無線電話～放送、各々の基本的な構成と技術の特
色をを概観し、送り手からの情報を核になる局に集約して
受け手に再配信する情報伝達システムの本質を考える。
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単位
数

 ２１世紀メディア論 （'１４）＝ （ＴＶ）

〔主任講師（現職名）： 水越　伸　　（東京大学大学院教授） 〕

科目名（メディア） ＝

英文名 ＝ 〔　 　〕

事務局
記載欄

開講
年度

２０１４年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

無

講義概要

19世紀後半以降に登場した電話、ラジオ、テレビといった電気・電子メディアの数々は、20世紀を通じて著しく発達し、アメリカを
中心とする先進資本主義諸国のマス・コミュニケーション型、大量生産大量消費型の社会様式を生み出した。私たちは現在、20
世紀的な様式を部分的に引き継ぎつつ、インターネットやモバイルに象徴される新たな様式をはらんだデジタル・メディアが環境
化した21世紀のメディア社会を生きている。国家や共同体、文化やリテラシーのあり方が大きく変貌する混沌としたこの社会のな
かで、メディアに焦点をあて、過去を振り返りつつ、未来を目指すための批判的で実践的な知を育むこと、すなわちメディア論的
想像力を養うことが、この授業の大きな目的である。授業ではまず19世紀以降のメディアの歴史を跡づけ、次に理論や思想を押
さえる。後半では現代的なメディア社会の諸問題を浮き彫りにし、それらを克服するための実践的活動のあり方を具体的に検討
していく。

授業の目標

【本学担当専任教員： 秋光　淳生　（放送大学准教授） 】

(1)メディアに視点をおいて人間や社会をとらえていくというメディア論の基礎的素養を培うこと。（２）現代のメディア社会が抱える
さまざまな問題を構造的にとらえられるようになること。（3）メディア社会に積極的に参画し、そのあり方をデザインしていくための
学際的で、実践的な知を身につけること。

履修上の留意点

日常生活で当たり前のように思われていることがら、微細なことがらを批判的にとらえなおすことができるセンスを持つ学生、およ
び学問をたんなる知識の習得による「勉強」としてとらえるのではなく、現実社会に対して働きかけるための実践知、デザイン知と
してとらえる覚悟を持つ学生、およびそれらの資質の基本として学際的な素養を持つ学生の履修を期待している。

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

メディア論の視座

講師の自己紹介などの後、コミュニケーションの媒（なかだ
ち）や媒介性に着目するメディア論の意義や、メディアをめ
ぐる問題の所在をしめす。放送大学というメディアを通して
メディア論を学ぶという特殊な状況を活かした授業の構
成、スタイルや道具立てを説明する。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

日常生活、コミュニケーション、メディア、情報技術、社会

19世紀の電気情報
化爆発

19世紀半ば以降の電信、電話、無線、ラジオの発達を概
説し、いわゆるマスメディア論、マスコミ論には収まらない、
情報技術とメディアと人間、社会を相関させたメディア史の
パースペクティブを学ぶ。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）
ゲスト：長谷
川　一（明治
学院大学教
授）

【キーワード】

電気情報化、近代、電信電話、無線、ラジオ、放送

20世紀型メディアの
生成

19世紀後半に現れた情報技術が20世紀型マスメディアと
して生成展開していく過程を、ラジオ・テレビの社会的生成
過程を中心に概説する。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）
ゲスト：長谷
川　一（明治
学院大学教
授）

【キーワード】

ラジオ、テレビ、大衆消費社会、マス・コミュニケーション
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

20世紀型メディアの
確立

新聞、放送など20世紀型マスメディアの形成と確立、それ
と平行するマスコミュニケーション研究の発達を、日本の状
況を中心に概説する。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

新聞、放送、マスメディア、マス・コミュニケーション研究

21世紀デジタル情報
化の混沌

ネットやモバイルに代表される21世紀のデジタル・メディア
が普及しつつある混沌とした社会状況から、トピックを取り
上げて解説し、問題の構図を明らかにする。 水越　伸

（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

デジタル情報化、インターネット、モバイル、ソーシャル・メ
ディア

メディア論の系譜I

まず、19世紀末から20世紀初頭に現れたメディアと人間、
社会をめぐる思想や理論の系譜をたどる。次に、戦争宣伝
研究、ラジオ研究などから発展したマス・コミュニケーション
研究の発展過程を概観し、それへの異議申し立てとして現
れたトロント学派のメディア論、カルチュラル・スタディーズ
を跡づける。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

マス・コミュニケーション研究、トロント学派、カルチュラル・
スタディーズ

メディア論の系譜II

第6回を踏まえつつ、21世紀前半の社会・技術状況の中で
メディア論がかかえる諸問題をあきらかにする。それらを克
服するために、能動的に実践に参画しつつ批判的な知見
を手に入れられるような、新しいメディア論の必要性を論じ
る。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）【キーワード】

マス・コミュニケーション研究、トロント学派、カルチュラル・
スタディーズ、批判的人類学、デザイン、批判的メディア実
践

メディアの生態系を
デザインする

批判的で実践的なメディア論のあり方を概説し、メディアの
生態系を一般の人々自らがデザインすることの必要性と、
そのための思想や素養のありかたを学ぶ。メディア・ビオ
トープ（生態学の用語）という考え方をしめす。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

ビオトープ、生態系、批判的メディア実践、リテラシー、遊
び、デザイン

メディア・リテラシーの
覚醒

メディア・ビオトープの中核には、メディアを批判的に受容
すると同時に、メディアで能動的に表現する素養としてのメ
ディア・リテラシーがある。新しいメディア社会を生み出すた
めのリテラシーの試みを紹介し、その可能性と課題を論じ
る。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

メディア・リテラシー、学び、批判、表現、ワークショップ

メディア遊びの挑発

メディア・ビオトープの基層には、メディアの体制的で当た
り前のあり方を異化し、それをとらえなおすきっかけを与え
るような営みとしての、メディア遊びがある。新しいメディア
社会を生み出すための遊びやアートの試みを紹介し、そ
の可能性と課題を論じる。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

メディア遊び、メディア・アート、異化、周縁、子ども
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執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

音楽と情報学、音楽
と脳科学

仁科　エミ
（放送大学教
授）

仁科　エミ
（放送大学教
授）
河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

情報学や脳科学の著しい進展によって、音楽の情報構造
を高い精度で分析して可視化したり、音楽が人間の脳に及
ぼす影響を定量的に計測することが可能になりつつある。
これらの客観性の高い研究手法は、音楽研究の新しい方
法論として注目されている。情報領域から音楽にアプロー
チするこの講義の全体像を紹介する。

【キーワード】

音楽、情報学、脳科学

聴く脳・見る脳の仕組
み

【キーワード】

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

脳幹、大脳辺縁系、情動、理性、感性、モノアミン神経系

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

脳神経系の構造と機能の基本と、ヒトの脳機能を傷つけるこ
となく観察するさまざまな手法について学ぶ。音楽を含む
感性情報を受容するときに必要な「音を聴く」「ものを視る」
ための脳機能に着目し、聴覚と視覚の情報処理を対比しつ
つ、それぞれの神経系の仕組みについて学ぶ。

【キーワード】

神経細胞、シナプス、神経伝達物質、脳波、脳血流

感動する脳の仕組み

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

履修上の留意点

講義概要

科目名（メディア） ＝ 音楽・情報・脳 （’１３）＝ （ＴＶ）

〕仁科　エミ　（放送大学教授）

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

音楽、映像、パフォーマンス、芸術作品といった感覚感性
情報によって導かれる「美と快と感動」の基盤となる脳の情
動神経系の構造と機能、およびそれが生み出す情動・感
情・感性の生命活動にとっての意義について学ぶ。

この講義は、ラジオ番組「情報学の新展開（’１２）」の内容の一部を発展させるものであり、「情報学の新展開」に続
いて受講することによって、円滑な学習が期待できる。

芸術とりわけ音楽に対する情報学的アプローチの有効性と射程距離について基礎的な知識を身につける。それに
基づき、具体的な対象についてこの新しい研究の方法論とその効果を学ぶ。同時に、科学とりわけ脳科学に対する
過度の信頼や期待、あるいは故なき不信感にまどわされることなく、氾濫する情報を適切に読み解く力を身につけ
ることを目的とする。

履修
制限

無
単位
数

】

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

事務局
記載欄

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

授業の目標

情報学の進展は、音楽をはじめとする文化的事象を、科学的な研究の対象とすることを可能にした。とくに脳科学と
連携したその成果は大きく、「音楽とは何か」といった本質的な問題を考察する新しい材料が多出している。そこで、
この講義では、最先端の情報学と脳科学を応用して、音楽に対する情報学ならではのアプローチの成果を学ぶ。
主任講師らがこれまで蓄積してきた音響映像資料を多用し、一部スタジオでの実演を取り入れ、体験性情報を重視
した講義とする。

河合 徳枝 （公益財団法人国際科学振興財団研究主幹）〕

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

マスメディアと市民：
対決と対話

第4回を受けるかたちで、新聞や放送など20世紀型マスメ
ディアの構造的瓦解現象がもたらす光と影を指摘する。そ
のうえで市民参加型マスメディアへのリ・デザインの試みを
紹介していく。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】
マスメディア、産業、制度、パブリック・アクセス、メディア表
現

モバイル・メディアと
身体、共同体

第5回を受けるかたちで、とくにケータイをはじめとするモバ
イル・メディアの普及がもたらす光と影を指摘する。そのうえ
で「情報があふれかえる社会」から「表現が編みあがる社
会」へのメディア・デザインの試みを紹介していく。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

モバイル、ネット、公共性、共同体、アイデンティティ、身
体、物語

グローバルな「生態
系」のデザイン

グローバル化する世界のなかでアジアの映画、ポピュラー
音楽、アニメをはじめとするポピュラー文化がどのように生
産・流通・消費されているかを探る。そうした現状がはらむ
課題を克服するための実践的な試みも紹介していく。 水越　伸

（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

グローバル・メディア、ナショナリズム、ポピュラー文化、ステ
レオタイプ、異文化コミュニケーション

ローカルな「生態系」
のデザイン

日本のローカルメディア、市民メディアなどに焦点をあてつ
つ、それらの可能性と課題をあきらかにしていく。また日本
に多様なメディアの生態系を育むための実践的な試みも
紹介していく。

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

ローカル・メディア、市民メディア、デジタル･ストーリーテリ
ング

21世紀メディア社会
をどう生きるか

授業全体をふり返り、メディア論の構図を整理したうえで、
残された課題を示す。そして最後に、21世紀メディア社会
をいかに生きるか、そのための参考になる提言をおこなう。 水越　伸

（東京大学大
学院教授）

水越　伸
（東京大学大
学院教授）

【キーワード】

批判的メディア実践、メディア・ビオトープ、21世紀、市民
参加
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執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

音楽と情報学、音楽
と脳科学

仁科　エミ
（放送大学教
授）

仁科　エミ
（放送大学教
授）
河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

情報学や脳科学の著しい進展によって、音楽の情報構造
を高い精度で分析して可視化したり、音楽が人間の脳に及
ぼす影響を定量的に計測することが可能になりつつある。
これらの客観性の高い研究手法は、音楽研究の新しい方
法論として注目されている。情報領域から音楽にアプロー
チするこの講義の全体像を紹介する。

【キーワード】

音楽、情報学、脳科学

聴く脳・見る脳の仕組
み

【キーワード】

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

脳幹、大脳辺縁系、情動、理性、感性、モノアミン神経系

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

脳神経系の構造と機能の基本と、ヒトの脳機能を傷つけるこ
となく観察するさまざまな手法について学ぶ。音楽を含む
感性情報を受容するときに必要な「音を聴く」「ものを視る」
ための脳機能に着目し、聴覚と視覚の情報処理を対比しつ
つ、それぞれの神経系の仕組みについて学ぶ。

【キーワード】

神経細胞、シナプス、神経伝達物質、脳波、脳血流

感動する脳の仕組み

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

履修上の留意点

講義概要

科目名（メディア） ＝ 音楽・情報・脳 （’１３）＝ （ＴＶ）

〕仁科　エミ　（放送大学教授）

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

音楽、映像、パフォーマンス、芸術作品といった感覚感性
情報によって導かれる「美と快と感動」の基盤となる脳の情
動神経系の構造と機能、およびそれが生み出す情動・感
情・感性の生命活動にとっての意義について学ぶ。

この講義は、ラジオ番組「情報学の新展開（’１２）」の内容の一部を発展させるものであり、「情報学の新展開」に続
いて受講することによって、円滑な学習が期待できる。

芸術とりわけ音楽に対する情報学的アプローチの有効性と射程距離について基礎的な知識を身につける。それに
基づき、具体的な対象についてこの新しい研究の方法論とその効果を学ぶ。同時に、科学とりわけ脳科学に対する
過度の信頼や期待、あるいは故なき不信感にまどわされることなく、氾濫する情報を適切に読み解く力を身につけ
ることを目的とする。

履修
制限

無
単位
数

】

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

事務局
記載欄

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

授業の目標

情報学の進展は、音楽をはじめとする文化的事象を、科学的な研究の対象とすることを可能にした。とくに脳科学と
連携したその成果は大きく、「音楽とは何か」といった本質的な問題を考察する新しい材料が多出している。そこで、
この講義では、最先端の情報学と脳科学を応用して、音楽に対する情報学ならではのアプローチの成果を学ぶ。
主任講師らがこれまで蓄積してきた音響映像資料を多用し、一部スタジオでの実演を取り入れ、体験性情報を重視
した講義とする。

河合 徳枝 （公益財団法人国際科学振興財団研究主幹）〕
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音楽による共同体の
自己組織化

共同体の絆となってきた優れた音楽やそれと一体化してい
る表現行動には、初めて触れる人をも感動させるものが存
在する。感性情報を受容する脳の仕組みに注目しながら、
文化伝搬の形跡が認められない共同体の間に共通して見
いだされる、学習を必要としない快感のシグナルと推定され
る表現情報について学ぶ。

【キーワード】

脳の階層性、報酬系、快感誘起性情報要素、威嚇のシグ
ナル

高等動物の行動は、脳の報酬系および懲罰系神経回路の
働きによって制御されている。とりわけ、感性情報が働きか
け快感を発生させる脳の報酬系は、きわめて強く動物の行
動を誘発誘導する。こうした神経回路の働きを活かし、共同
体構成員の自律的行動を促してその自己組織化を実現さ
せる叡智を、バリ島共同体の音楽を主題にして学ぶ。

【キーワード】

共同体の絆となる音楽の自己組織化力の射程は、脳の行
動制御回路の中の報酬系をどこまで活性化し、いかに強力
な快感と陶酔を共同体構成員に体感させるかにかかる。バ
リ島の共同体を事例に、祝祭の極致で発生するトランス（意
識変容）とそれを誘起する音楽そして音の力を共同体の自
己組織化に活かす叡智について学ぶ。

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

【キーワード】

祝祭、トランス、フィールド計測、脳波

コンピューターとネットワークの発展によって、作曲・演奏・
収録・配信など、音楽をめぐる技術環境は大きく変貌しつつ
ある。コンピューターによる音楽制作システム、音楽情報を
記述するＭＩＤＩ言語、それらによって作られた音楽や音に
関わるメディア規格について、これまでの講義を踏まえて概
観する。

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

今後の情報学や脳科学の発展が音楽にもたらす可能性を
論じ、講義をまとめる。

【キーワード】

人類本来のライフスタ
イルと音楽

仁科　エミ
（放送大学教
授）

コンピューターと音楽
仁科　エミ
（放送大学教
授）

【キーワード】

【キーワード】

自己組織化、報酬系、ガムラン、ケチャ

情報学がひらく音楽
の新しい可能性

回 テ　ー　マ

仁科　エミ
（放送大学教
授）

音楽、情報学、脳科学

狩猟採集民、十二音音楽、本来、適応

トランスの脳科学〜
感性情報は人類をど
こまで飛翔させるか

仁科　エミ
（放送大学教
授）
河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

仁科　エミ
（放送大学教
授）

コンピューター音楽、ＭＩＤＩ、デスクトップミュージック、メ
ディア規格

仁科　エミ
（放送大学教
授）

人類本来のライフスタイルを今日まで伝えているといわれる
狩猟採集民ムブティ人は合唱をはじめとする音楽の達人と
して知られる。一方、調性を破壊した十二音技法による現
代音楽は、その対極にあるものといえる。両者を対比するこ
とを通じて、音楽における“本来”と“適応”を論じる。

人類の遺伝子に約束
された快感の情報

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

音のマクロな情報構造を可視化する古来の手法である楽
譜、定常的な周波数構造を描き出す高速フーリエ解析、瞬
間的に生起消滅する現象の周波数構造を捉えるウェーブ
レット解析、ミクロな時間領域での変化を描き出す最大エン
トロピースペクトルアレイ法等、音（音楽）の情報構造を可視
化する手法について学ぶ。

音楽を感じる脳は変
化を感じる脳

音の情報構造を可視
化する手法

【キーワード】

音楽、共同体、インターメディア性、全員参加可能性

【キーワード】

音分類、発音原理、周波数スペクトル

日本伝統音楽では、音楽を構成する音そのものが独自の
進化と成熟を遂げてきた。いくつかの日本の伝統楽器を対
象に、その演奏音の情報構造を精密に可視化する。なかで
も人間の知覚閾をこえる物理構造に着目し、西欧の楽器と
の比較を通じて、日本伝統楽器の変遷と楽器の進化、その
基盤となる固有の音文化の表現戦略について考察する。

【キーワード】

日本伝統音楽、琵琶、尺八、超知覚情報

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

仁科　エミ
（放送大学教
授）

高周波成分、ハイパーソニック・エフェクト、感性脳

【キーワード】

情報構造、楽譜、ＦＦＴ、最大エントロピースペクトルアレイ
法

人間に聴こえる周波数の上限は20キロヘルツを超えない。
ところがこの知覚限界をこえる超知覚情報が可聴音と共存
すると脳深部を活性化し、心身にポジティブな効果をもたら
す。音楽・情報・脳を結ぶ本格的な研究アプローチが稔っ
た典型的な事例といえるこの現象＝ハイパーソニック・エ
フェクトの発見の経緯を辿りながら、脳を活性化する超知覚
情報について学ぶ。

【キーワード】

仁科　エミ
（放送大学教
授）

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

生物学的な視点から音楽情報を捉え直すとともに、音楽に
必須である音の変化を捉える脳内メカニズムについて学
ぶ。音楽と人間の脳機能との関係という観点から注目すべ
き事例として、絶対音感を支える脳の仕組みについて学
ぶ。これらを通して、音楽を感じるために必要な脳の情報処
理のメカニズムについて、基本的な知識を身につける。

【キーワード】

楽音、非定常音、絶対音感

仁科　エミ
（放送大学教
授）

感性脳を活性化する
超知覚情報

仁科　エミ
（放送大学教
授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

音楽に使われる音の
多様性

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

「音楽の形式は、それを生み出した社会の構造を映し出
す」と言われる。緊密な絆で結ばれた優れた伝統的共同体
では、音楽が共同体を成立させる土台となっている場合が
多い。共同体を支える音楽の多様な姿を紹介し、共同体と
音楽との間の一体性を築く仕組みの一端に、情報そして脳
という切り口からふれる。

日本伝統音楽の超知
覚構造

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）

音楽に使われる音の多様性を、音のもつ情報構造という新
しい切り口から概観する。たたく、振る・ゆする、はじく、こす
る、吹く、歌うなど、さまざまな方法でつくりだされる地球上
のさまざまな音を、人間の知覚閾をこえる物理構造をも視野
にいれて俯瞰する視点を学ぶ。

共同体を支える音楽

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）
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音楽による共同体の
自己組織化

共同体の絆となってきた優れた音楽やそれと一体化してい
る表現行動には、初めて触れる人をも感動させるものが存
在する。感性情報を受容する脳の仕組みに注目しながら、
文化伝搬の形跡が認められない共同体の間に共通して見
いだされる、学習を必要としない快感のシグナルと推定され
る表現情報について学ぶ。

【キーワード】

脳の階層性、報酬系、快感誘起性情報要素、威嚇のシグ
ナル

高等動物の行動は、脳の報酬系および懲罰系神経回路の
働きによって制御されている。とりわけ、感性情報が働きか
け快感を発生させる脳の報酬系は、きわめて強く動物の行
動を誘発誘導する。こうした神経回路の働きを活かし、共同
体構成員の自律的行動を促してその自己組織化を実現さ
せる叡智を、バリ島共同体の音楽を主題にして学ぶ。

【キーワード】

共同体の絆となる音楽の自己組織化力の射程は、脳の行
動制御回路の中の報酬系をどこまで活性化し、いかに強力
な快感と陶酔を共同体構成員に体感させるかにかかる。バ
リ島の共同体を事例に、祝祭の極致で発生するトランス（意
識変容）とそれを誘起する音楽そして音の力を共同体の自
己組織化に活かす叡智について学ぶ。

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

【キーワード】

祝祭、トランス、フィールド計測、脳波

コンピューターとネットワークの発展によって、作曲・演奏・
収録・配信など、音楽をめぐる技術環境は大きく変貌しつつ
ある。コンピューターによる音楽制作システム、音楽情報を
記述するＭＩＤＩ言語、それらによって作られた音楽や音に
関わるメディア規格について、これまでの講義を踏まえて概
観する。

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

今後の情報学や脳科学の発展が音楽にもたらす可能性を
論じ、講義をまとめる。

【キーワード】

人類本来のライフスタ
イルと音楽

仁科　エミ
（放送大学教
授）

コンピューターと音楽
仁科　エミ
（放送大学教
授）

【キーワード】

【キーワード】

自己組織化、報酬系、ガムラン、ケチャ

情報学がひらく音楽
の新しい可能性

回 テ　ー　マ

仁科　エミ
（放送大学教
授）

音楽、情報学、脳科学

狩猟採集民、十二音音楽、本来、適応

トランスの脳科学〜
感性情報は人類をど
こまで飛翔させるか

仁科　エミ
（放送大学教
授）
河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

仁科　エミ
（放送大学教
授）

コンピューター音楽、ＭＩＤＩ、デスクトップミュージック、メ
ディア規格

仁科　エミ
（放送大学教
授）

人類本来のライフスタイルを今日まで伝えているといわれる
狩猟採集民ムブティ人は合唱をはじめとする音楽の達人と
して知られる。一方、調性を破壊した十二音技法による現
代音楽は、その対極にあるものといえる。両者を対比するこ
とを通じて、音楽における“本来”と“適応”を論じる。

人類の遺伝子に約束
された快感の情報

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

音のマクロな情報構造を可視化する古来の手法である楽
譜、定常的な周波数構造を描き出す高速フーリエ解析、瞬
間的に生起消滅する現象の周波数構造を捉えるウェーブ
レット解析、ミクロな時間領域での変化を描き出す最大エン
トロピースペクトルアレイ法等、音（音楽）の情報構造を可視
化する手法について学ぶ。

音楽を感じる脳は変
化を感じる脳

音の情報構造を可視
化する手法

【キーワード】

音楽、共同体、インターメディア性、全員参加可能性

【キーワード】

音分類、発音原理、周波数スペクトル

日本伝統音楽では、音楽を構成する音そのものが独自の
進化と成熟を遂げてきた。いくつかの日本の伝統楽器を対
象に、その演奏音の情報構造を精密に可視化する。なかで
も人間の知覚閾をこえる物理構造に着目し、西欧の楽器と
の比較を通じて、日本伝統楽器の変遷と楽器の進化、その
基盤となる固有の音文化の表現戦略について考察する。

【キーワード】

日本伝統音楽、琵琶、尺八、超知覚情報

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

仁科　エミ
（放送大学教
授）

高周波成分、ハイパーソニック・エフェクト、感性脳

【キーワード】

情報構造、楽譜、ＦＦＴ、最大エントロピースペクトルアレイ
法

人間に聴こえる周波数の上限は20キロヘルツを超えない。
ところがこの知覚限界をこえる超知覚情報が可聴音と共存
すると脳深部を活性化し、心身にポジティブな効果をもたら
す。音楽・情報・脳を結ぶ本格的な研究アプローチが稔っ
た典型的な事例といえるこの現象＝ハイパーソニック・エ
フェクトの発見の経緯を辿りながら、脳を活性化する超知覚
情報について学ぶ。

【キーワード】

仁科　エミ
（放送大学教
授）

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

本田　学
(国立精神･神
経医療研究
センター部長)

生物学的な視点から音楽情報を捉え直すとともに、音楽に
必須である音の変化を捉える脳内メカニズムについて学
ぶ。音楽と人間の脳機能との関係という観点から注目すべ
き事例として、絶対音感を支える脳の仕組みについて学
ぶ。これらを通して、音楽を感じるために必要な脳の情報処
理のメカニズムについて、基本的な知識を身につける。

【キーワード】

楽音、非定常音、絶対音感

仁科　エミ
（放送大学教
授）

感性脳を活性化する
超知覚情報

仁科　エミ
（放送大学教
授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

音楽に使われる音の
多様性

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

「音楽の形式は、それを生み出した社会の構造を映し出
す」と言われる。緊密な絆で結ばれた優れた伝統的共同体
では、音楽が共同体を成立させる土台となっている場合が
多い。共同体を支える音楽の多様な姿を紹介し、共同体と
音楽との間の一体性を築く仕組みの一端に、情報そして脳
という切り口からふれる。

日本伝統音楽の超知
覚構造

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）

音楽に使われる音の多様性を、音のもつ情報構造という新
しい切り口から概観する。たたく、振る・ゆする、はじく、こす
る、吹く、歌うなど、さまざまな方法でつくりだされる地球上
のさまざまな音を、人間の知覚閾をこえる物理構造をも視野
にいれて俯瞰する視点を学ぶ。

共同体を支える音楽

河合　徳枝
(公益財団法
人国際科学
振興財団研
究主幹)

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）

八木　玲子
（東京成徳短
期大学准教
授）
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形式手法

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

オブジェクト指向開発
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

【キーワード】

オブジェクト指向，ユースケース，クラス図

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

オブジェクト指向モデルを取り上げ，オブジェクト・モデルに
基づくソフトウェア開発手法を学ぶ．ユースケースを用いた
分析から，オブジェクトの同定，オブジェクト間の関係と相互
作用の明確化，などを扱う．

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

動的振る舞いのモデ
ル

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

制御とデータのモデ
ル

玉井哲雄
（法政大学教
授）

モデルの具体例としてデータの流れモデルと制御の流れモ
デルを取り上げ，さらにそれらのモデルを用いたソフトウェ
アの開発手法について学ぶ．

【キーワード】

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

モデル化技法とUML

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

モデル化技法，UML，グラフ表現

【キーワード】

要求工学，要求仕様

本講座ではソフトウェア工学の中で中心となるモデル化技
法について，統一的な視点で扱うことを一つの特徴とする．
ここではモデルとは何かをまず議論し，さらにモデルの記述
方法，とくに図式記法としてのUMLに焦点を当てる．

【キーワード】

要求分析
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

ソフトウェアのライフサイクルの最初のフェーズとしての，要
求分析の方法について学習する．要求についてはその抽
出から要求仕様の記述，要求の管理と追跡まで幅広く扱
う．

ソフトウェアプロセス

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェア工学の研究と実践の対象となるのは，プロダクト
とぷプロセスである．そのプロセスに焦点を当て，ソフトウェ
アのライフサイクルという考え方や，プロセスモデルの記述
と実行などについて学ぶ．

【キーワード】

ライフサイクル・モデル，プロセス記述

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

数学や論理学で使われる形式記述に基づいたソフトウェア
の仕様定義と，それを用いた厳密な開発・検証手法を学
ぶ．

【キーワード】

形式仕様，正当性の証明，プログラムの自動生成

データの流れ，制御の流れ，構造化分析

モデルの具体例として，ここでは状態遷移モデルを中心と
したシステムの振舞いを記述するものを取り上げ，またその
モデルを用いたソフトウェアの開発手法について学ぶ．

【キーワード】

状態遷移モデル，メッセージ交換，並行動作

今や情報システムは，電気・ガス・水道から交通システム，通信システム，あるいは経済関係の活動まで，ありとあらゆるものを支
えるものとなっているが，その本質は，情報処理機械，すなわちコンピュータの中で稼動しているソフトウェアが担っている．ここ
でソフトウェアは一種の抽象概念であり，目に見えるものではないために，その存在は，その作成や運用に携わっている人々以
外にはほとんど意識されることがない．ましてやその複雑さや構築の困難さに思いが及ぶこともないのが実情である．本科目で
は，このように特殊な存在であるソフトウェアをどのように作ればよいかという問題と対峙している「ソフトウェア工学」について学
ぶ．
まず最初にソフトウェアの作成が「工学」を必要とする程に難しいタスクであることを学んだ後，ソフトウェア工学の概要をその発
展の様子を含めて理解する．
情報学プログラムの学生を主なターゲットとするが，ソフトウェアやソフトウェア工学に関心を寄せる他コース・プログラムの学生も
興味をもって理解できるように，先端的な内容も含めて平易に解説する．

（Ｒ）

無
単位
数

履修上の留意点

】

〕

〕玉井　哲雄　　（法政大学教授）

講義概要

授業の目標

情報システムの本質であるソフトウェアについて，その原理的な構成方法を通じてその性質を理解する．それから，ソフトウェア
の構築についての様々な方法論を学び，ソフトウェア構築についての明確な視点を涵養する．

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ ソフトウェア工学

川合　慧　　　（放送大学教授）

中谷　多哉子　（筑波大学大学院准教授）

事務局
記載欄

（’１３）＝

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

ソフトウェア工学の歴史，ソフトウェア工学の方法

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアが社会にもたらすインパクトを，とくに不具合が
生じた場合にもたらされる影響の具体例を挙げて解説す
る．そしてソフトウェアに求められる信頼性や安全性につい
て議論する．

【キーワード】

ソフトウェアの不具合，信頼性，安全性

ソフトウェア工学の意
義と方法

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアを体系的な方法に基づいて開発するためのソフ
トウェア工学について，その意義を明らかにし，またこれま
での歴史を概観する．

【キーワード】

ソフトウェアとは

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアの基本的な性質とは何か．現代のさまざまなソ
フトウェアの特徴を，ビジネス系や組込み系などの種類とと
もに概観する．サービス指向，クラウド・コンピューティングな
どの最近の話題にも触れる．

【キーワード】
ソフトウェアの語源，ビジネス・ソフトウェア，組込みソフトウェ
ア

ソフトウェアの不具合
がもたらす社会的影
響

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
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形式手法

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

オブジェクト指向開発
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

【キーワード】

オブジェクト指向，ユースケース，クラス図

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

オブジェクト指向モデルを取り上げ，オブジェクト・モデルに
基づくソフトウェア開発手法を学ぶ．ユースケースを用いた
分析から，オブジェクトの同定，オブジェクト間の関係と相互
作用の明確化，などを扱う．

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

動的振る舞いのモデ
ル

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

制御とデータのモデ
ル

玉井哲雄
（法政大学教
授）

モデルの具体例としてデータの流れモデルと制御の流れモ
デルを取り上げ，さらにそれらのモデルを用いたソフトウェ
アの開発手法について学ぶ．

【キーワード】

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

モデル化技法とUML

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

モデル化技法，UML，グラフ表現

【キーワード】

要求工学，要求仕様

本講座ではソフトウェア工学の中で中心となるモデル化技
法について，統一的な視点で扱うことを一つの特徴とする．
ここではモデルとは何かをまず議論し，さらにモデルの記述
方法，とくに図式記法としてのUMLに焦点を当てる．

【キーワード】

要求分析
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

ソフトウェアのライフサイクルの最初のフェーズとしての，要
求分析の方法について学習する．要求についてはその抽
出から要求仕様の記述，要求の管理と追跡まで幅広く扱
う．

ソフトウェアプロセス

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェア工学の研究と実践の対象となるのは，プロダクト
とぷプロセスである．そのプロセスに焦点を当て，ソフトウェ
アのライフサイクルという考え方や，プロセスモデルの記述
と実行などについて学ぶ．

【キーワード】

ライフサイクル・モデル，プロセス記述

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

数学や論理学で使われる形式記述に基づいたソフトウェア
の仕様定義と，それを用いた厳密な開発・検証手法を学
ぶ．

【キーワード】

形式仕様，正当性の証明，プログラムの自動生成

データの流れ，制御の流れ，構造化分析

モデルの具体例として，ここでは状態遷移モデルを中心と
したシステムの振舞いを記述するものを取り上げ，またその
モデルを用いたソフトウェアの開発手法について学ぶ．

【キーワード】

状態遷移モデル，メッセージ交換，並行動作

今や情報システムは，電気・ガス・水道から交通システム，通信システム，あるいは経済関係の活動まで，ありとあらゆるものを支
えるものとなっているが，その本質は，情報処理機械，すなわちコンピュータの中で稼動しているソフトウェアが担っている．ここ
でソフトウェアは一種の抽象概念であり，目に見えるものではないために，その存在は，その作成や運用に携わっている人々以
外にはほとんど意識されることがない．ましてやその複雑さや構築の困難さに思いが及ぶこともないのが実情である．本科目で
は，このように特殊な存在であるソフトウェアをどのように作ればよいかという問題と対峙している「ソフトウェア工学」について学
ぶ．
まず最初にソフトウェアの作成が「工学」を必要とする程に難しいタスクであることを学んだ後，ソフトウェア工学の概要をその発
展の様子を含めて理解する．
情報学プログラムの学生を主なターゲットとするが，ソフトウェアやソフトウェア工学に関心を寄せる他コース・プログラムの学生も
興味をもって理解できるように，先端的な内容も含めて平易に解説する．

（Ｒ）

無
単位
数

履修上の留意点

】

〕

〕玉井　哲雄　　（法政大学教授）

講義概要

授業の目標

情報システムの本質であるソフトウェアについて，その原理的な構成方法を通じてその性質を理解する．それから，ソフトウェア
の構築についての様々な方法論を学び，ソフトウェア構築についての明確な視点を涵養する．

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ ソフトウェア工学

川合　慧　　　（放送大学教授）

中谷　多哉子　（筑波大学大学院准教授）

事務局
記載欄

（’１３）＝

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

ソフトウェア工学の歴史，ソフトウェア工学の方法

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアが社会にもたらすインパクトを，とくに不具合が
生じた場合にもたらされる影響の具体例を挙げて解説す
る．そしてソフトウェアに求められる信頼性や安全性につい
て議論する．

【キーワード】

ソフトウェアの不具合，信頼性，安全性

ソフトウェア工学の意
義と方法

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアを体系的な方法に基づいて開発するためのソフ
トウェア工学について，その意義を明らかにし，またこれま
での歴史を概観する．

【キーワード】

ソフトウェアとは

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアの基本的な性質とは何か．現代のさまざまなソ
フトウェアの特徴を，ビジネス系や組込み系などの種類とと
もに概観する．サービス指向，クラウド・コンピューティングな
どの最近の話題にも触れる．

【キーワード】
ソフトウェアの語源，ビジネス・ソフトウェア，組込みソフトウェ
ア

ソフトウェアの不具合
がもたらす社会的影
響

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
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回

設計技法
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェア開発環境，構成管理，ツール

テ　ー　マ
放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

アーキテクチャ設計，コンポーネント，フレームワーク

プロジェクト管理
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアの品質管理，要員管理，コスト見積り，開発計画

ソフトウェア開発プロジェクトの管理手法とそこで用いられる
ツールについて学ぶ．品質管理，コスト見積り，開発組織な
どを対象とする．

【キーワード】

保守と発展

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアの保守・発展プロセスと，そこで必要となる技術
について議論する．ハードウェアと比べた場合のソフトウェ
ア保守の特徴と，スライシング，回帰テストなど保守に固有
の手法について学ぶ．

【キーワード】

保守の分類，スライシング，回帰テスト

開発環境とツール
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

検証技術

【キーワード】

テストケースの生成，デバッグ，静的/動的解析

ソフトウェアの実装を含めた開発過程全般で用いられる環
境を，代表的なツールとともに概観する．

【キーワード】

ソフトウェアのテスト，形式検証，見直し，などの検証技術を
解説する．それにより，正しいソフトウェアが作られている
か，およびソフトウェアが正しく作られているか，を検証する
方法を学ぶ．

ソフトウェア・システムの設計手法として，アーキテクチャ設
計，設計バターン，フレームワークの利用などを学ぶ．とく
にWebシステムの開発を例として取り上げる．
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事務局
記載欄

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

〔主任講師（現職名）： 高橋　秀明　（放送大学准教授） 〕

履修
制限

無
単位
数

研究のためのICT活用 （’１３）＝

〔主任講師（現職名）： 柳沼　良知　（放送大学教授） 〕

【本学担当専任教員： 】

科目名（メディア） ＝ （Ｒ）

学部科目「デジタル情報の処理と認識（'12）」・「情報機器利用者の調査法（'12）」を履修しておくことが望ましい。

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

講義概要

大学（院）の研究において、インターネット等の情報通信技術（ICT: Information Communication Technology）を活用することは
必須の時代になっている。本科目では、情報学分野を中心に、研究の方法論を講ずる中で、研究のプロセスのさまざまな場面
で役立つ情報通信技術を紹介する。研究とは何か？研究方法論とは何か？ということを絶えず意識しながら、各種の技術や
ツールの意味について考察を加えたい。

授業の目標

修士論文や卒業論文作成に役立つ情報通信技術ならびに研究方法論を習得する。

履修上の留意点

論文とは

科学は常に変化している。研究の成果は論文という形で結
実する。研究は、大学（院）あるいは学会という組織によっ
て正統化されており、論文も同様に、大学（院）あるいは学
会によって決められた内容とスタイルとを有している。学会
の査読について説明し、科学と非科学の違い、科学の理
論と方法論との関係について考察する。

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

【キーワード】

論文、学会、論文のスタイル、査読

研究とは

情報系の研究は学際的な領域に属している。研究は、問
題意識を持つことから、論文を書いて公表するまで長く険
しいプロセス（過程）を経る。そのプロセスにおいてさまざま
な情報通信技術を利用することができる。それらの技術
は、研究の理論と方法論との両方にかかわっている。以上
を、本講義全体の狙いと内容とを紹介しながら説明する。

高橋秀明・准
教授
柳沼良知・教
授

高橋秀明・准
教授
柳沼良知・教
授

【キーワード】

研究のプロセス、情報通信技術、理論と方法論

問題意識を持つ

研究は問題意識を持つことから始まる。問題意識は、仕事
や家庭での日常生活を営む中で育まれる。広く深く問題意
識を持ち続けつづけると研究も豊かになる。問題意識は、
科学で使われる用語や概念に読み替えることが必要にな
る。自分の研究の問題を導出し、研究計画を立ててから、
第4回の先行研究調査に進むことを説明する。

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

【キーワード】

問題意識、日常生活、科学の用語・概念、研究計画書

回

設計技法
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェア開発環境，構成管理，ツール

テ　ー　マ
放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

アーキテクチャ設計，コンポーネント，フレームワーク

プロジェクト管理
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアの品質管理，要員管理，コスト見積り，開発計画

ソフトウェア開発プロジェクトの管理手法とそこで用いられる
ツールについて学ぶ．品質管理，コスト見積り，開発組織な
どを対象とする．

【キーワード】

保守と発展

玉井哲雄
（法政大学教
授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

ソフトウェアの保守・発展プロセスと，そこで必要となる技術
について議論する．ハードウェアと比べた場合のソフトウェ
ア保守の特徴と，スライシング，回帰テストなど保守に固有
の手法について学ぶ．

【キーワード】

保守の分類，スライシング，回帰テスト

開発環境とツール
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

玉井哲雄
（法政大学教
授），
中谷多哉子
（筑波大学准
教授）

検証技術

【キーワード】

テストケースの生成，デバッグ，静的/動的解析

ソフトウェアの実装を含めた開発過程全般で用いられる環
境を，代表的なツールとともに概観する．

【キーワード】

ソフトウェアのテスト，形式検証，見直し，などの検証技術を
解説する．それにより，正しいソフトウェアが作られている
か，およびソフトウェアが正しく作られているか，を検証する
方法を学ぶ．

ソフトウェア・システムの設計手法として，アーキテクチャ設
計，設計バターン，フレームワークの利用などを学ぶ．とく
にWebシステムの開発を例として取り上げる．
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【キーワード】

先行研究、文献調査、図書館、データベース

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

先行研究を集める

先行研究とは、自分の研究が依って立つ基盤となるような
過去の研究を指す。先行研究を調べることによって、自分
の研究テーマに関して、すでに何が明らかにされており、
どんな課題が解明されずに残されているのかを知ることが
できる。第4回では、学術文献の流通の仕組みを理解した
上で、ICTを活用して自分の研究テーマに関連した文献を
効率的・効果的に集める方法を学ぶ。

三輪眞木子・
教授

三輪眞木子・
教授

柳沼良知・教
授

【キーワード】

多次元データ、テキストマイニング

三輪眞木子・
教授

【キーワード】

先行研究レビュー、学術論文、批判的に読む

システムを開発し評
価する

特に情報系の論文を書く場合、新たにシステムやツールの
開発を行い、その評価によって論文を書く場合もある。第6
回では、このようなシステムの設計方法や、スタンドアロン
で動作するアプリケーションの開発、Web上で動作するア
プリケーションの開発などについて述べる。

柳沼良知・教
授

柳沼良知・教
授

【キーワード】
システム開発,スタンドアロンアプリケーション、Webアプリ
ケーション

先行研究をレビュー
する

研究論文を執筆する際には、その領域やテーマに関する
過去の知見を要約し、自分の研究の必要性、意義、新規
性を示すために、先行研究をレビューする。第5回では、先
行研究レビューの目的と意義を考えながら、先行研究の評
価方法と、先行研究レビューのまとめ方を学ぶ。先行研究
レビューを効率的に進めるための、文献管理ソフトウェアの
使い方も紹介する。

三輪眞木子・
教授

多様なデータを扱う
～多次元データとテ
キストマイニング～

第7回では、開発したシステムやツールなどを用いることで
得られたデータの分析方法について述べる。具体的には、
多次元データをどのように分析するかについて述べるとと
もに、多量のテキストデータを分析するためのテキストマイ
ニングの概要などについて述べる。

柳沼良知・教
授

多様なデータを扱う
～画像・映像データ
～

研究を進めるにあたって、テキストデータや音声、画像、映
像など、様々な形式のデータを利用する場合もある。第９
回では、論文の図などを作成するための画像処理、実験
やシステム開発などで必要となる映像編集や3Dデータの
利用について述べる。

柳沼良知・教
授

柳沼良知・教
授

【キーワード】

画像処理、映像編集、3Dデータ

多様なデータを扱う
～テキスト・音声デー
タ～

研究を進めるにあたって、テキストデータや音声、画像、映
像など、様々な形式のデータを利用する場合もある。第8
回では、文書やWebページの作成などの際に必要となるテ
キストデータの編集や、音声データを利用した実験やシス
テム開発などの際に必要となる音声データの処理につい
て述べる。

柳沼良知・教
授

柳沼良知・教
授

【キーワード】

テキストデータ、音声処理

ユーザを調査する
～データ収集～

情報系の研究においては、第6回で扱ったシステムやツー
ルの開発とその評価だけでなく、そのシステムやツールを
利用する人間（ユーザ）を対象にしたユーザ調査を行うこと
も必要になる。人間を対象にしたデータを収集する方法
は、心理学の研究法が参考になる。そこで具体的に、観
察、実験、質問紙、インタビューなどの方法とそれぞれに
利用できるツールなどを紹介する。

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

【キーワード】

ユーザ、観察、実験、質問紙、面接
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研究を発表する

研究活動の過程では、論文として成果を公表する他に、研
究会や学会の場で口頭発表やポスター発表を行う。このよ
うな活動は、発表者と聞き手の相互作用により、研究成果
を深めたり、広げたりすることに役立つ。聞き手にわかりや
すい研究発表の方法、およびプレゼンテーションソフトウェ
アの効果的な活用方法を説明する。

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

【キーワード】

研究発表、口頭発表、プレゼンテーション、プレゼンテー
ションソフトウェア、コミュニケーション

【キーワード】

量的分析、質的分析、データ分析ツール

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

ユーザを調査する
～データ分析～

ユーザ調査において得られたデータを分析する方法につ
いて紹介する。量的なデータと質的なデータとを分析する
方法の初歩を説明する。あわせて、データ分析のための
ツールについても述べる。

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

結果をまとめ考察す
る

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

データ分析の結果は、通常図や表の形で表現するのがわ
かりやすい。そのための方法や注意点、ツールについて述
べる。研究の結果をまとめたら次には、研究目的に照らし
て研究の結果を考察する。そのための方法や注意点につ
いて説明する。

【キーワード】

図表、結果と考察

研究を振り返る

研究の最後には、研究を振り返ることが肝要である。そこ
で、研究プロセスを管理する方法について説明するととも
に、科学コミュニケーション、研究倫理についても検討す
る。最後に、研究を円滑に進める方法について説明し、研
究を振り返るための方法・観点を補足する。

高橋秀明・准
教授
柳沼良知・教
授

高橋秀明・准
教授
柳沼良知・教
授

【キーワード】

研究評価、研究倫理、科学コミュニケーション、研究を円滑
に進める

論文を書く

研究は論文という形になって初めて意味のあるものにな
る。論文を書くための方法や論文執筆支援ツールについ
て述べる。第2回で説明したとおり、論文のスタイルは大学
（院）や学会が決めたスタイルがあるが、代表的な論文スタ
イルについても紹介する。

高橋秀明・准
教授

高橋秀明・准
教授

【キーワード】

論文執筆、論文スタイル
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仁科　エミ　（放送大学教授） 〕

〔分担講師（現職名）：

〕川合　慧　　（放送大学教授）

指宿　信　　（成城大学教授） 〕

〕

〔分担講師（現職名）：

履修上の留意点

＝ 情報学の新展開

〔分担講師（現職名）：

（R）科目名（メディア） （’１２）＝

事務局
記載欄

現代のコンピュータが社会に応用されている主な要因につ
いて，情報処理の社会応用の観点から考察する．具体的
には，処理の速度と装置の小型化，符号化と計算方法のく
ふう，通信と入出力などについて見る．また，機械と人間の
思考方法の違い，情報システムの有効性と限界についても
学ぶ．

開講
年度

情報社会を支える種々の要素を可能な限りブラックボックスとしてではなく理解するとともに，相互の関連性を把握し，社会全体
の動きを主体的に理解することを目的とする．具体的な理解軸としては，情報処理技術の基礎，人工知能の考え方と応用，情
報メディアと人間社会・法，人間の認知作用と情報システム，情報と現実との融合，生命・生体科学と情報のそれぞれについて
基本的な理解と認識とを目指す．

〔主任講師（現職名）：

川合慧
(放送大学教
授)

〔分担講師（現職名）：

松原仁
（公立はこだ
て未来大学
教授）

人工知能はコンピュータを人間のように知的にする，あるい
はコンピュータを道具として知能について探求することを目
指した研究領域である．人工知能研究のこれまでの経緯，
提唱された理論，人工的に知能を実現する際の難問など
について学ぶ．

川合慧
(放送大学教
授)

テ　ー　マ
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

松原仁
（公立はこだ
て未来大学
教授）

内　　　　　　　　　　　容

講義概要

「コンピューティング（'15）」「情報のセキュリティと倫理（’14)」「情報の世界（‘１0）」などが強く関連する科目である．

人工知能の展開
－歴史と概要－

松原　仁　　（公立はこだて未来大学教授） 〕

チューリングテスト，論理，物理記号仮説，フレーム問題，
記号接地問題

【キーワード】

情報，情報の表現，符号化，情報の処理，情報学

回

授業の目標

情報処理技術とシス
テムの進展

川合慧
(放送大学教
授)

コンピュータはもともとは数値的な計算を高速かつ正確に
実行することを目的として発明されたが，実世界を符号化
する柔軟かつ汎用的な方式の使用により，人間が扱うほぼ
すべての領域にその処理を適用することができるようになっ
た．この状況を情報処理技術の発展を交えて概観的に学
ぶ．

情報学とその動向

【キーワード】

処理速度，装置の小型化，機械と人間の情報処理，システ
ムの有効性と限界

近藤　智嗣　（放送大学教授）

情報社会と呼ばれる現代社会は，情報科学，情報工学という基盤の上に，情報システム学，情報社会学，情報経済学といった
人間社会を扱う学問体系と，認知科学，生理学，人間科学などの人間の行動と特性を扱う学問，さらに国際社会や法体系，芸
術分野の学問までの，幅広い知識体系に支えられている．現実的には，これらを基礎とした多種多様な情報環境が構築されて
きており，私達の生活や社会を変えつつある．本科目ではこのような状況についての偏りのない教養を身につけるために，種々
の事例を基本原理とともに解説し，広義かつ高度な情報リテラシーを学ぶ．

履修
制限

【キーワード】

川合慧
(放送大学教
授)

無
単位
数

２０１２年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ
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仁科エミ
（放送大学教
授）

感性脳，文化の多様性，メディアアート，ハイパーソニック・
エフェクト

松原仁
（公立はこだ
て未来大学
教授）

【キーワード】

松原仁
（公立はこだ
て未来大学
教授）

遺伝子，化学伝達，神経伝達

【キーワード】

仁科エミ
（放送大学教
授）

人間のような知能をコンピュータに持たせるためには身体
が必要であることがわかり，一方でロボットの技術が進んで
以前はソフトウェアの研究であった人工知能と連携が進ん
で知能ロボットの研究が盛んになってきた．知能ロボットは
知能を持った（動く）コンピュータであるという立場から知能
ロボットの基礎と応用を学ぶ．

人間のような知能を持ったコンピュータを作るという人工知
能の究極の目標はまだ達成されていないが，いくつかの領
域ではコンピュータが人間の専門家を越える能力を持つに
いたり，人工知能の成果が世の中で広く使われるようになっ
ている．その応用の様子について学ぶ．

【キーワード】

バーチャルリアリティ，ミクストリアリティ，拡張現実感

情報技術によって私たちは世界各地の多様な文化芸術に
接することが可能になった．さらに，コンピュータの普及は
芸術のあり方そのものを大きく変えつつある．それら多様化
する文化芸術情報を受容する人間の側から捉え直し，美と
快を発生させる感性情報とその文化ごとの特徴について考
察する．

知能ロボットの展開

仁科エミ
（放送大学教
授）

近藤智嗣
（放送大学教
授）

情報システムやデジタルコンテンツ等を開発する際には，
人間の認知作用を理解し，それに基づいたインタフェース
を設計する必要がある．このことは，誰もが情報発信できる
今日では学生の基礎知識としても必須であるため，人間の
認知作用をシステムデザイン，ヒューマンインタフェースと関
連づけて学ぶ．

【キーワード】

仁科エミ
（放送大学教
授）

身体性，行動に基づく知能，ロボカップ，不気味の谷，
ヒューマノイド

松原仁
（公立はこだ
て未来大学
教授）

人工知能の展開
－実際の応用－

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

内　　　　　　　　　　　容

近藤智嗣
（放送大学教
授）

【キーワード】

生命現象からみると，生命を生命たらしめるソフトウェアこそ
「情報」だといえる．私たちの生存は体内における情報活動
によって維持されており，情報を抜きにして生命の本質を
知ることはできない．遺伝子発現，ホルモン伝達，神経伝達
など，生体内での情報のはたらきと，それにもとづく新しい
生命概念について考察する．

情報処理の中枢である脳は，精神活動を司ると同時に，生
体制御の中枢でもある．しかも脳では，精神活動と生体制
御とが密接に連関していることがわかってきた．このような新
しい観点から脳の理解を深めるとともに，脳における感覚感
性情報処理についての新しい知見を紹介する．

回

【キーワード】

【キーワード】

近藤智嗣
（放送大学教
授）

松原仁
（公立はこだ
て未来大学
教授）

テ　ー　マ

エキスパートシステム，ゲーム，ワープロ，情報検索，データ
マイニング

認知作用，情報システム，ヒューマンインタフェース

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

仁科エミ
（放送大学教
授）

近藤智嗣
（放送大学教
授）

バーチャルリアリティ技術は，既に幅広い分野に応用され
つつあり，その技術が実空間と融合したミクストリアリティも
身近な技術となりつつある．これらの技術の主要な応用例と
そのシステムを構成する要素技術を取り上げ，これまでの
研究成果が人間生活の向上に寄与していることを学び，今
後の動向について考察する．

基幹脳，言語脳・非言語脳，視聴情報処理

脳と情報

情報と現実との融合

仁科エミ
（放送大学教
授）

文化芸術と情報

生命と情報

人間の認知作用と情
報システム
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様々な社会問題をICTの力によって解決し，経済や社会の
発展にICTを利活用するためには，情報政策が重要であ
る．他方で，グローバルなネットワーク環境によって登場し
た仮想的な社会は国際政治にも大きな影響を与えている．
そうしたICTに関わる政策形成のあり方やグローバル社会と
情報コミュニケーションについて学ぶ．

内　　　　　　　　　　　容

指宿信
（成城大学教
授）

【キーワード】

【キーワード】

グーテンベルグ，グーグル，電子テキスト，検索，コミュニ
ケーション

指宿信
（成城大学教
授）

情報と法・政策

ネットワーク社会の登場によって生まれたサイバースペース
と財のデジタル化は，既存の法体系を揺るがす問題を生み
だし，国境を越えて広がるネットワークは法的解決をおこな
うことを困難にしている．情報の収集・保有・発信・媒介にか
かわる法的問題を例に，情報化社会の進展と法的対応の
重要性を理解する．

指宿信
（成城大学教
授）

指宿信
（成城大学教
授）

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

インターネット，サイバースペース，デジタル化，P２P，著作
権

情報メディアと人間

人類の文化や歴史と情報メディアがいかに密接に結びつ
いているかについて，活版印刷技術と宗教革命のかかわ
り，電子テキストと図書館や学問のあり方，検索技術による
ビジネスへの影響，電子メールとコミュニケーションのあり方
など様々な例を用いて学ぶ．

情報学の新展開

テ　ー　マ

川合慧
(放送大学教
授)

松原仁（公立はこ
だて未来大学教
授）・指宿信（成
城大学教授）・近
藤智嗣（放送大
学教授）・仁科エ
ミ（放送大学教
授）・川合慧
(放送大学教授)情報学

情報学の現状とその将来動向について，各講師がそれぞ
れの立場から述べる．具体的な項目は，機械の利用と責
任，現実の拡張，芸術と情報，クラウドコンピューティングと
法，などである．

【キーワード】

従来の視聴覚機器に代わり，さまざまな情報技術が教育に
取り入れられている．その取り入れられ方は，学習理論の
歴史的な変遷および情報技術の革新によっても変化してき
た．特にインターネットやモバイル技術は，学習環境を大き
く進展させている．こうした教育の情報化と期待される効果
などについて学ぶ．

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

教育と情報

指宿信
（成城大学教
授）

指宿信
（成城大学教
授）

近藤智嗣
（放送大学教
授）

【キーワード】

e-Learning，LMS，オーサリング，携帯電話，博物館展示

【キーワード】

近藤智嗣
（放送大学教
授）

ネットワーク，ガバナンス，通信政策，u-Japan，仮想地球社
会

情報と政治・社会

回
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】

〕

〕三輪　眞木子　(放送大学教授)

柳沼　良知　　(放送大学教授)

講義概要

授業の目標

テキスト・画像・音声・映像を含む多様な形態の電子情報が、インターネット等のネットワークを通じて広く流通しており、こうした
マルチメディアの電子情報を効率よく蓄積・検索できるデータベースの構築と活用が重要になってきている。本科目では、多様
な形態の電子情報を効果的・効率的に活用するために必要な知識と技術の習得と、テキスト・画像・音声・映像を含むマルチメ
ディア・ドキュメントの電子化・蓄積・組織化・検索を含むデータベース構築技術の習得を目指す。

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

履修上の留意点

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

事務局
記載欄

（’１２）＝

開講
年度

２０１２年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

科目名（メディア） ＝ データベースと情報管理

多様なメディアの電子情報をデータベースとして管理する方法と、それらの電子情報を効果的・効率的に活用する方法、およ
びデータベース・サービスの評価方法を学ぶ。

無
単位
数

データベースとは
三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

データベースは情報の組織化、蓄積、検索の部分を担う
情報管理手法である。本章では、データベースの発展の
歴史を振り返るとともに、多種多様なデータベースを分類
する枠組みを論じる。さらに、データベース管理ソフトウェ
アであるデータベース管理システム（DBMS）の機能と、搭
載するデータの論理構造を表す主要なデータモデルを紹
介する。

【キーワード】

情報管理、データベース、データベース管理システム、
DBMS、データモデル

リレーショナルデータ
ベース技術

森本　容介
(放送大学・
准教授)

まとまりのある一連のデータを効率的に扱うために、データ
ベースが構築される。データベースの構築手段として、コン
ピュータ上で動作するデータベース管理システムが用いら
れることが多い。このうち、最も重要なリレーショナルデータ
ベースについて概観する。リレーショナルデータベースの
基礎知識を習得し、SQLによるデータ定義とデータ操作の
方法を学ぶ。

【キーワード】

リレーショナルデータベース、SQL

文献データベースの
構築

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

私たちの身近にある図書、新聞、雑誌論文などの文献
データベースがどのように発展してきたかを概観する。ま
た、文献データベースの構築の手順と、検索におけるメタ
データの役割を論じ、メタデータ標準の具体例を示す。さ
らに文献検索において重要な課題である主題表現の考え
方と方法を紹介する。

【キーワード】

文献データベース、情報検索、メタデータ、主題表現

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

森本　容介
(放送大学・
准教授)

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

様々な社会問題をICTの力によって解決し，経済や社会の
発展にICTを利活用するためには，情報政策が重要であ
る．他方で，グローバルなネットワーク環境によって登場し
た仮想的な社会は国際政治にも大きな影響を与えている．
そうしたICTに関わる政策形成のあり方やグローバル社会と
情報コミュニケーションについて学ぶ．

内　　　　　　　　　　　容

指宿信
（成城大学教
授）

【キーワード】

【キーワード】

グーテンベルグ，グーグル，電子テキスト，検索，コミュニ
ケーション

指宿信
（成城大学教
授）

情報と法・政策

ネットワーク社会の登場によって生まれたサイバースペース
と財のデジタル化は，既存の法体系を揺るがす問題を生み
だし，国境を越えて広がるネットワークは法的解決をおこな
うことを困難にしている．情報の収集・保有・発信・媒介にか
かわる法的問題を例に，情報化社会の進展と法的対応の
重要性を理解する．

指宿信
（成城大学教
授）

指宿信
（成城大学教
授）

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

インターネット，サイバースペース，デジタル化，P２P，著作
権

情報メディアと人間

人類の文化や歴史と情報メディアがいかに密接に結びつ
いているかについて，活版印刷技術と宗教革命のかかわ
り，電子テキストと図書館や学問のあり方，検索技術による
ビジネスへの影響，電子メールとコミュニケーションのあり方
など様々な例を用いて学ぶ．

情報学の新展開

テ　ー　マ

川合慧
(放送大学教
授)

松原仁（公立はこ
だて未来大学教
授）・指宿信（成
城大学教授）・近
藤智嗣（放送大
学教授）・仁科エ
ミ（放送大学教
授）・川合慧
(放送大学教授)情報学

情報学の現状とその将来動向について，各講師がそれぞ
れの立場から述べる．具体的な項目は，機械の利用と責
任，現実の拡張，芸術と情報，クラウドコンピューティングと
法，などである．

【キーワード】

従来の視聴覚機器に代わり，さまざまな情報技術が教育に
取り入れられている．その取り入れられ方は，学習理論の
歴史的な変遷および情報技術の革新によっても変化してき
た．特にインターネットやモバイル技術は，学習環境を大き
く進展させている．こうした教育の情報化と期待される効果
などについて学ぶ．

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

教育と情報

指宿信
（成城大学教
授）

指宿信
（成城大学教
授）

近藤智嗣
（放送大学教
授）

【キーワード】

e-Learning，LMS，オーサリング，携帯電話，博物館展示

【キーワード】

近藤智嗣
（放送大学教
授）

ネットワーク，ガバナンス，通信政策，u-Japan，仮想地球社
会

情報と政治・社会

回
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川淵　明美
(元放送大
学・准教授)

映像データの取得
柳沼　良知
(放送大学・
教授)

柳沼　良知
(放送大学・
教授)

画像データベースの
管理と活用

川淵　明美
(元放送大
学・准教授)

美術館・博物館の所蔵品データベースやオンラインショッ
ピングでの商品データベースなどWeb上で画像データ
ベースを利用する機会が増えてきている。画像データベー
スの構成、画像情報の管理、画像検索の方法から画像
データベースの仕組みを学ぶ。また、デジタルアーカイブ
における画像データベースの管理と活用事例から、画像
データベースの有効性を考える。

【キーワード】

画像データベース、画像ファイル、メタデータ、画像検索

川淵　明美
(元放送大
学・准教授)

画像処理の基礎

川淵　明美
(元放送大
学・准教授)

川淵　明美
(元放送大
学・准教授)

多様なメディアとデー
タベース

川淵　明美
(元放送大
学・准教授)

私たちは、文字情報以外に画像や映像などさまざまなメ
ディアによる情報を活用している。3つの観点から多様なメ
ディアとデータベースについて考える。①コンピュータや
ネットワーク上でどのようなメディアを活用しているのか。②
さまざまなメディアの中でなぜ画像情報は重要なのか。③
多様なメディアによるデータベースが発展してきた要因は
何か。

【キーワード】

文献データベースの
評価

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

適合性、検索実験、システム志向、ユーザ志向、費用対効
果、費用対便益

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

テキスト検索
森本　容介
(放送大学・
准教授)

文献データベースの
利用

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

映像データをデータベース化する際に必要となる，映像
データの取得や編集方法について概説する．また，映像
の処理技術の例として，情報量が大きな映像を効率的に
扱うために用いられる，映像の変わり目（シーンチェンジ）
の検出手法についてもあわせて述べる．

【キーワード】

A/D変換，映像フォーマット，映像編集，シーンチェンジ

メディア、画像情報、コンピュータ技術、メディア技術、情報
基盤

様々なメディアの中で静止画像を取り上げる。画像をコン
ピュータ上で扱うには、画像データのデジタル化や加工、
符号化などの処理が必要である。画像データの仕組み、
画像データの加工、画像データの保存の基本技術を学
ぶ。

【キーワード】

画像データ、デジタル化、色、画像ファイル

【キーワード】
全文検索、検索インデックス、形態素解析、N-gram、検索
エンジン

文献検索システムの評価基準として使われている適合性
の概念と、適合性に基づく評価指標である再現率と精度を
考える。これらの指標を用いて文献検索システムを評価す
る検索実験を紹介する。一方、ユーザが文献データベース
をどのように評価しているかを考える。また、文献データ
ベースを包括的に評価する視点である、費用対効果およ
び費用対便益の考え方を学ぶ。

【キーワード】

検索インデックスを用いた高速なテキスト検索の一連の流
れを学ぶ。テキスト検索の応用例として、インターネットの
検索エンジンを取り上げる。

三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

文献データベースを使って情報を検索するプロセスを、文
献とクエリのマッチングとしてとらえる伝統的な情報検索モ
デルを紹介し、その問題点を考える。また、ユーザの情報
探索行動の一部として情報検索を捉えるユーザ志向の情
報探索の考え方を学ぶ。さらに、情報検索におけるユーザ
の心理を捉えるために、意思決定と問題解決における心
の動きを捉える。
【キーワード】

検索技法、情報探索プロセス

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

森本　容介
(放送大学・
准教授)
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

データベースの運用

柳沼　良知
(放送大学・
教授)
三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

セキュリティ管理、障害対策、著作権管理，データベース
の更新、利用者支援

長期的視野に立ってデータベースを運用していくために必
要な、セキュリティ管理や障害対策、著作権の管理につい
て述べる。利用者にとって使いやすいデータベースサービ
スを提供するために必要な、インターフェイス設計や利用
者支援のあり方を考える。最後に、時間や空間の枠を超え
てデータベースを発展させていくための方法について論じ
る。

【キーワード】

柳沼　良知
(放送大学・
教授)
三輪　眞木子
(放送大学・
教授)

柳沼　良知
(放送大学・
教授)

柳沼　良知
(放送大学・
教授)

映像検索，画像検索，検索キー，「あんな検索」

３次元データの処理
鈴木　一史
(放送大学・
准教授)

鈴木　一史
(放送大学・
准教授)

近年のハードウェアの発達により、３次元データが科学、医
療、教育、エンタテイメントなど、様々な分野で利用される
ようになってきてい る。本章では、３次元ボリュームデータ
や３次元ポリゴン（多面体）のデータ形式や構造について
学習する。また、３次元データベースを効果的に扱 うため
に必要な類似形状検索技術とその応用について学習す
る。
【キーワード】

３次元データ、ボリュームデータ、ポリゴン、類似形状検索

【キーワード】

ビデオポッドキャスト，ストリーミング，映像要約

映像データの「あん
な検索」

柳沼　良知
(放送大学・
教授)

柳沼　良知
(放送大学・
教授)

映像データの「こんな
検索」

【キーワード】

映像検索，画像検索，検索キー，「こんな検索」

画像検索や映像検索は，利用者の検索意図に基づき，検
索したい画像のイメージを明確に表現できる場合に対応す
る「こんな検索」と，検索したい画像のイメージを明確に表
現できない場合に対応する「あんな検索」の2つに分類す
ることができる．本章では，「あんな検索」における検索キー
の抽出手法や検索システムの実現について述べる．

【キーワード】

画像検索や映像検索は，利用者の検索意図に基づき，検
索したい画像のイメージを明確に表現できる場合に対応す
る「こんな検索」と，検索したい画像のイメージを明確に表
現できない場合に対応する「あんな検索」の2つに分類す
ることができる．本章では，「こんな検索」における検索キー
の抽出手法や検索システムの実現について述べる．

映像データの配信
柳沼　良知
(放送大学・
教授)

柳沼　良知
(放送大学・
教授)

映像データの配信手法として，Webサーバを使ったダウン
ロード配信やビデオポッドキャスト，専用の映像サーバを用
いたストリーミング配信等の配信手法について述べる．ま
た，映像配信の際の要素技術の１つである，映像要約の
概要についてもあわせて述べる．

－177－

情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム



eラーニングでは実際にどのような形式の教材が用いられて
いるのか、また、用いられている教材にはどのような技術が
用いられているのかについて説明を行う。教材の形式として
は、ビデオ形式、、スライド形式、テキスト形式、Flash形式、
クイズ形式、書籍形式など一連の教材のタイプを取り上げ、
さらに、学習者の進捗履歴状況や点数などを扱う標準化技
術であるSCORMについて説明を行う。

マルチメディア学習

ここでは、インストラクショナルデザインの歴史的背景、そし
てインストラクショナルデザインの主流となっている2つのプ
ロセスモデル、ADDIEモデルとディックとケリーのモデルに
ついて説明する。また、本章最後には、このモデルの限界
についても考察する。

【キーワード】

インストラクショナルデザイン、ADDIEモデル、ディックとケ
リーのモデル

eラーニング教材、SCORM

同左

【キーワード】

動機づけ、ＡＲＣＳモデル、自己制御学習、学習方略

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

高橋秀明（放
送大学・准教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

メイヤーによって提唱されているマルチメディア学習の理論
と方法論とを紹介し、eラーニングの設計に応用可能な原
理・原則を説明する。あわせて、その問題点や限界につい
ても言及する。

動機づけと自己制御
学習

高橋秀明（放
送大学・准教
授）

eラーニングにおける学習への動機づけを高め維持する技
法について、ケラーによって提唱されているARCSモデルと
その活用例とを紹介する。あわせて、自己調整学習につい
て学習方略との関係に注目しつつ言及する。

同左

eラーニングの基盤技
術

辻靖彦（放送
大学・准教
授）

同左

ネットワーク、TCP/IP、Web、インターネット、LMS

【キーワード】

マルチメディア学習、ことば、絵、情報処理モデル

eラーニングはどのような技術を用いて行われているのか、
基盤となる技術について解説する。具体的にはTCP/IP、
HTTP、Webなどネットワークやインターネットの技術及び、
学習管理システム（LMS／CMS）などの具体的なシステムに
ついて概念的な説明を行う。

【キーワード】

同左

山田恒夫（放
送大学・教
授）

同左

eラーニング教材の技
術

辻靖彦（放送
大学・准教
授）

【キーワード】

【キーワード】

同左

従来の学校教育では教師が計画から評価までを一貫して
行うことが多いが、eラーニングでは教育内容以外の様々な
専門性が必要となってくるために、専門性を持った人たちと
協働で行われるのが普通である。この回では、eラーニング
の企画・運営にはどのような役割を果たす専門家が必要
で、そのためにどのような知識/技能が必要とされるかを解
説する。

インストラクショナルデザイナー、チュータ、メンター、システ
ム管理者、スキル、コンピテンシー

学習オブジェクト：学
習コンテンツの共有・
再利用

eラーニングの特長の１つは，学習者の特性や学習の進捗状況に
応じて最適な学習コンテンツを提供できることである。しかし，その
都度コンテンツを，教員や教育機関が一から作成したのでは無駄
も多く質の保証もできない。そこで，高品質な素材や部品を共有
し再利用するための「学習オブジェクト（learning object）」モデル
が生まれた。今回は，いくつかの基本的概念，技術的要件，活用
事例，特に国際的なコミュニティにおける学習コンテンツ共有の試
みについて解説する。

学習コンテンツ，学習オブジェクト，メタデータ，検索，機関リポジト
リ，国際標準化

【キーワード】

インストラクショナル
デザイン理論

青木久美子
（放送大学・
教授）

同左

eラーニングを支える
専門家

加藤浩（放送
大学・教授）

eラーニングの活用事
例

eラーニングの学習理
論

ここでは、eラーニングの一般的な特性を考えるとともに、e
ラーニングを設計・実施・受講する際に前提となる学習理論
について理解を深める。ここでは、学習理論を、行動主義
論・認知主義論・構成主義論の３つに分類して、eラーニン
グにおける歴史的変遷を鑑みながら、それぞれの学習理論
におけるeラーニングの特性について検討する。

学習理論、行動主義、認知主義、構成主義、教育目標分
類

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

同左

辻靖彦（放送
大学・准教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

eラーニングとは
青木久美子
（放送大学・
教授）

eラーニングという用語の意味、その歴史的背景、さまざまな
形態の分類、eラーニングを実施する利点について検討す
る。また、海外（ここでは、米国、英国、韓国）の高等教育機
関においてのeラーニングの活用状況、そして、企業・学
校・予備校・生涯学習、といった分野においてeラーニング
がどのように活用されているかについても説明する。

【キーワード】

eラーニングの定義,　ブレンデッドラーニング、ハイブリッド
ラーニング、フルオンライン

同左

国内外のeラーニングがどのように行われているかについ
て、組織的・技術的など様々な観点から概説する。特に、
「日本国内においてはどのようにeラーニングが行われてい
るのか」・「海外のeラーニングとはどのような違いがあるの
か」・「現在のeラーニングにおける課題は何か」について本
センターの調査結果や事例を踏まえながら説明する。

【キーワード】

eラーニング活用状況、eラーニングの国際比較

青木久美子
（放送大学・
教授）

同左

【キーワード】

事務局
記載欄

（’１２）＝ （TV)

開講
年度

２０１２年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ eラーニングの理論と実践

講義概要

授業の目標

インターネット等の情報通信技術を活用した教育方法として現在普及しつつあるeラーニングの概要、国
内外の実践状況、背景となる学習理論、基礎となる技術、設計プロセス、運営方法、評価、質保証等に
ついて説明し，現在のeラーニングの状況と将来の方向性を展望する。

る。

について助言ができるようになる。

インターネット接続が可能であること。

無
単位
数

履修上の留意点

】

〕

〕青木　久美子　(放送大学教授）
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eラーニングでは実際にどのような形式の教材が用いられて
いるのか、また、用いられている教材にはどのような技術が
用いられているのかについて説明を行う。教材の形式として
は、ビデオ形式、、スライド形式、テキスト形式、Flash形式、
クイズ形式、書籍形式など一連の教材のタイプを取り上げ、
さらに、学習者の進捗履歴状況や点数などを扱う標準化技
術であるSCORMについて説明を行う。

マルチメディア学習

ここでは、インストラクショナルデザインの歴史的背景、そし
てインストラクショナルデザインの主流となっている2つのプ
ロセスモデル、ADDIEモデルとディックとケリーのモデルに
ついて説明する。また、本章最後には、このモデルの限界
についても考察する。

【キーワード】

インストラクショナルデザイン、ADDIEモデル、ディックとケ
リーのモデル

eラーニング教材、SCORM

同左

【キーワード】

動機づけ、ＡＲＣＳモデル、自己制御学習、学習方略

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

高橋秀明（放
送大学・准教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

メイヤーによって提唱されているマルチメディア学習の理論
と方法論とを紹介し、eラーニングの設計に応用可能な原
理・原則を説明する。あわせて、その問題点や限界につい
ても言及する。

動機づけと自己制御
学習

高橋秀明（放
送大学・准教
授）

eラーニングにおける学習への動機づけを高め維持する技
法について、ケラーによって提唱されているARCSモデルと
その活用例とを紹介する。あわせて、自己調整学習につい
て学習方略との関係に注目しつつ言及する。

同左

eラーニングの基盤技
術

辻靖彦（放送
大学・准教
授）

同左

ネットワーク、TCP/IP、Web、インターネット、LMS

【キーワード】

マルチメディア学習、ことば、絵、情報処理モデル

eラーニングはどのような技術を用いて行われているのか、
基盤となる技術について解説する。具体的にはTCP/IP、
HTTP、Webなどネットワークやインターネットの技術及び、
学習管理システム（LMS／CMS）などの具体的なシステムに
ついて概念的な説明を行う。

【キーワード】

同左

山田恒夫（放
送大学・教
授）

同左

eラーニング教材の技
術

辻靖彦（放送
大学・准教
授）

【キーワード】

【キーワード】

同左

従来の学校教育では教師が計画から評価までを一貫して
行うことが多いが、eラーニングでは教育内容以外の様々な
専門性が必要となってくるために、専門性を持った人たちと
協働で行われるのが普通である。この回では、eラーニング
の企画・運営にはどのような役割を果たす専門家が必要
で、そのためにどのような知識/技能が必要とされるかを解
説する。

インストラクショナルデザイナー、チュータ、メンター、システ
ム管理者、スキル、コンピテンシー

学習オブジェクト：学
習コンテンツの共有・
再利用

eラーニングの特長の１つは，学習者の特性や学習の進捗状況に
応じて最適な学習コンテンツを提供できることである。しかし，その
都度コンテンツを，教員や教育機関が一から作成したのでは無駄
も多く質の保証もできない。そこで，高品質な素材や部品を共有
し再利用するための「学習オブジェクト（learning object）」モデル
が生まれた。今回は，いくつかの基本的概念，技術的要件，活用
事例，特に国際的なコミュニティにおける学習コンテンツ共有の試
みについて解説する。

学習コンテンツ，学習オブジェクト，メタデータ，検索，機関リポジト
リ，国際標準化

【キーワード】

インストラクショナル
デザイン理論

青木久美子
（放送大学・
教授）

同左

eラーニングを支える
専門家

加藤浩（放送
大学・教授）

eラーニングの活用事
例

eラーニングの学習理
論

ここでは、eラーニングの一般的な特性を考えるとともに、e
ラーニングを設計・実施・受講する際に前提となる学習理論
について理解を深める。ここでは、学習理論を、行動主義
論・認知主義論・構成主義論の３つに分類して、eラーニン
グにおける歴史的変遷を鑑みながら、それぞれの学習理論
におけるeラーニングの特性について検討する。

学習理論、行動主義、認知主義、構成主義、教育目標分
類

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

同左

辻靖彦（放送
大学・准教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

eラーニングとは
青木久美子
（放送大学・
教授）

eラーニングという用語の意味、その歴史的背景、さまざまな
形態の分類、eラーニングを実施する利点について検討す
る。また、海外（ここでは、米国、英国、韓国）の高等教育機
関においてのeラーニングの活用状況、そして、企業・学
校・予備校・生涯学習、といった分野においてeラーニング
がどのように活用されているかについても説明する。

【キーワード】

eラーニングの定義,　ブレンデッドラーニング、ハイブリッド
ラーニング、フルオンライン

同左

国内外のeラーニングがどのように行われているかについ
て、組織的・技術的など様々な観点から概説する。特に、
「日本国内においてはどのようにeラーニングが行われてい
るのか」・「海外のeラーニングとはどのような違いがあるの
か」・「現在のeラーニングにおける課題は何か」について本
センターの調査結果や事例を踏まえながら説明する。

【キーワード】

eラーニング活用状況、eラーニングの国際比較

青木久美子
（放送大学・
教授）

同左

【キーワード】

事務局
記載欄

（’１２）＝ （TV)

開講
年度

２０１２年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ eラーニングの理論と実践

講義概要

授業の目標

インターネット等の情報通信技術を活用した教育方法として現在普及しつつあるeラーニングの概要、国
内外の実践状況、背景となる学習理論、基礎となる技術、設計プロセス、運営方法、評価、質保証等に
ついて説明し，現在のeラーニングの状況と将来の方向性を展望する。

る。

について助言ができるようになる。

インターネット接続が可能であること。

無
単位
数

履修上の留意点

】

〕

〕青木　久美子　(放送大学教授）
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ここでは、eラーニングコース開発のプロジェクトの規模につ
いてまず考え、それから前回で説明したADDIE（分析・設
計・開発・実施・評価）モデルに沿って、実際にeラーニング
を開発するにあたって、どのようにインストラクションを設計
して実施するのかを順を追って考えていく。それぞれの段
階において、何に気をつけたらよいのか、どのようなことを
考えればよいのか、を説明する。

同左
協調学習と学習コミュ
ニティ

【キーワード】

正統的周辺参加、実践コミュニティ、活動理論、社会構築
主義、学習コミュニティ、BBS、SNS、

インストラクションデザインが主に米国で盛んに謳われたの
に対し、欧州や豪州で始まったラーニングデザインの理論
と実践について論じる。ラーニングデザインの分野での研
究アプローチや、研究開発されているツールを幾つか紹介
する。

eラーニングにおける
学習評価

山田恒夫（放
送大学・教
授）

同左

【キーワード】

ラーニングデザイン
青木久美子
（放送大学・
教授）

【キーワード】

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

インストラクショナルデザイン、ADDIEモデル

eラーニングの質保証
青木久美子
（放送大学・
教授）

eラーニング質保証、ベンチマーキング、ガイドライン、国境
を越えたeラーニング

ここでは、eラーニングの制度的な質保証について、高等教
育を重点において説明する。教育の質というものの考え
方、また、諸外国でみられる様々な施策を紹介し、eラーニ
ングの質の評価方法について言及する。最後に、eラーニ
ングの特性として、時空間を超えることから、国境を越えたe
ラーニングの質の保証についても考察する。

【キーワード】

同左

加藤浩（放送
大学・教授）

同左

ラーニングデザイン、アフォーダンス、IMS-LD、デザイン
ベースの研究、教育パターン

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

近年、学習における社会的相互作用が重視されるように
なってきているが、その背景には、学習が個人の頭の中で
起こることとみなす学習観へのアンチテーゼとして、社会文
化的な学習観が台頭してきたことがある。この回では、学習
の社会的側面を重視する立場の学習観の中から主要なも
のを紹介する。また、学習活動の中に、他者との社会的交
流が取り入れられるようになってきているが、そういった場面
でよく用いられるツール類についても紹介する。

eラーニングや遠隔教育において、学習活動や内容の基本
的な評価法が大きく異なるわけではない。しかし、遠隔で個
別に、自律的に行われるという特徴から、いくつかの留意す
べきポイントがある。eラーニングの特長を引き出すものとし
て、形成的評価、eポートフォリオ、コンピテンシーモデル、
eラーニングにおける固有の問題として、個人認証、コン
ピュータ適応型テストについて概説する。

ｅテスティング、総括的評価、形成的評価、ｅポートフォリオ、
コンピュータ適応型テスト、項目反応理論、個人認証

インストラクションの設
計

青木久美子
（放送大学・
教授）

同左

回
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チューリング機械

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

【キーワード】

オートマトン，受理，形式言語，DNA

状態と状態遷移のシステムを明確化したオートマトンの振
舞の様子や理論的性質を考え，オートマトンが受理する言
語の定義を見た後，言語の階層について学ぶ。次回の
チューリング機械への導入と，DNA分子に触発された計算
モデルを紹介する。

計算論（'１0），情報の世界（'１0），計算事始め（'13）などが強く関連する科目である。

問題解決，計算，状態，状態遷移

チューリング機械，テープ，万能チューリング機械，計算可
能性

＝

川合　慧
(放送大学教
授)

【キーワード】

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

オートマトン

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

本科目の全体的な内容と構成とを紹介した後，状態の考え
方を使って問題をモデル化することによって，変化や振舞
の理論的な解析が可能であることを学ぶ。以降で取り上げ
るオートマトンやチューリング機械，命令型計算モデルの基
礎となる。

コンピューティングと
状態遷移

【キーワード】

事務局
記載欄

回

コンピューティング 

開講
年度

＝

テ　ー　マ

科目名（メディア）

英文名

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

萩谷　昌己　（東京大学教授）

計算という概念及びその数理的な性質を把握するとともに，計算の理論的な振舞と実際的な動きについて理解す
る。計算を記述し解析するためには計算をモデル化する必要があるが，主要な計算モデルのうち，状態遷移モデ
ル，命令型計算モデル，関数型計算モデル，チューリング機械，ラムダ計算について理解する。現実世界での計算
および計算システムの役割についても理解を深める。

（’１５）＝

情報に関する学問は極めて幅広いが，その基本的な部分は計算という概念で把握することができる。本科目では，
この計算について，その原理的な定義，表現の方法，数理的な性質等々を，基礎的な部分から実際の計算機械及
び実用的な計算システムまでを扱う。その際，計算のためのモデルとしていくつかを取り上げ，その基本的な理解の
みならず相互的な比較を理論面と実用面の両面から行い，計算について全体的に理解する。

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

（Ｒ）

〔主任講師（現職名）：

履修上の留意点

講義概要

授業の目標

〕川合　慧　　（放送大学教授）

〕〔主任講師（現職名）：

内　　　　　　　　　　　容

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

入出力を無限長のテープを使って行ない，テープ上に与え
られた問題の計算結果を再びテープに書き出すチューリン
グ機械について，その構成方法や性質，実行できる計算と
その能力，及び他のチューリング機械をシミュレートする万
能チューリング機械，さらに計算可能性と不可能性につい
て学ぶ。

　- 原理とその展開 -　　

〔　Computing ('15) : Principles and Advances　〕　

履修
制限

無
単位
数

２０１５年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

ここでは、eラーニングコース開発のプロジェクトの規模につ
いてまず考え、それから前回で説明したADDIE（分析・設
計・開発・実施・評価）モデルに沿って、実際にeラーニング
を開発するにあたって、どのようにインストラクションを設計
して実施するのかを順を追って考えていく。それぞれの段
階において、何に気をつけたらよいのか、どのようなことを
考えればよいのか、を説明する。

同左
協調学習と学習コミュ
ニティ

【キーワード】

正統的周辺参加、実践コミュニティ、活動理論、社会構築
主義、学習コミュニティ、BBS、SNS、

インストラクションデザインが主に米国で盛んに謳われたの
に対し、欧州や豪州で始まったラーニングデザインの理論
と実践について論じる。ラーニングデザインの分野での研
究アプローチや、研究開発されているツールを幾つか紹介
する。

eラーニングにおける
学習評価

山田恒夫（放
送大学・教
授）

同左

【キーワード】

ラーニングデザイン
青木久美子
（放送大学・
教授）

【キーワード】

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

インストラクショナルデザイン、ADDIEモデル

eラーニングの質保証
青木久美子
（放送大学・
教授）

eラーニング質保証、ベンチマーキング、ガイドライン、国境
を越えたeラーニング

ここでは、eラーニングの制度的な質保証について、高等教
育を重点において説明する。教育の質というものの考え
方、また、諸外国でみられる様々な施策を紹介し、eラーニ
ングの質の評価方法について言及する。最後に、eラーニ
ングの特性として、時空間を超えることから、国境を越えたe
ラーニングの質の保証についても考察する。

【キーワード】

同左

加藤浩（放送
大学・教授）

同左

ラーニングデザイン、アフォーダンス、IMS-LD、デザイン
ベースの研究、教育パターン

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

近年、学習における社会的相互作用が重視されるように
なってきているが、その背景には、学習が個人の頭の中で
起こることとみなす学習観へのアンチテーゼとして、社会文
化的な学習観が台頭してきたことがある。この回では、学習
の社会的側面を重視する立場の学習観の中から主要なも
のを紹介する。また、学習活動の中に、他者との社会的交
流が取り入れられるようになってきているが、そういった場面
でよく用いられるツール類についても紹介する。

eラーニングや遠隔教育において、学習活動や内容の基本
的な評価法が大きく異なるわけではない。しかし、遠隔で個
別に、自律的に行われるという特徴から、いくつかの留意す
べきポイントがある。eラーニングの特長を引き出すものとし
て、形成的評価、eポートフォリオ、コンピテンシーモデル、
eラーニングにおける固有の問題として、個人認証、コン
ピュータ適応型テストについて概説する。

ｅテスティング、総括的評価、形成的評価、ｅポートフォリオ、
コンピュータ適応型テスト、項目反応理論、個人認証

インストラクションの設
計

青木久美子
（放送大学・
教授）

同左

回
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回

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

ユビキタス，サイバーフィジカル，シンギュラリティ

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

現代のソフトウェア開発では，計算に関する様々な理論を
具体化することによって，人間に優しく，かつ生産性が向上
する支援システムが使用されている。ここでは実際の場面
で利用されているこの種のシステムの機能の概略を見る。

【キーワード】

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

【キーワード】

言語処理系，エディタ，コンパイラ，統合開発環境

【キーワード】

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)

計算量の理論

浮動小数点，精度，桁落ち，IEEE754，スーパーコンピュー
タ

内　　　　　　　　　　　容テ　ー　マ

現代のソフトウェア開
発

いろいろな計算機構

現実のコンピュータはそのほとんどが電気信号の処理をそ
の基本としているが，その他にも自然現象に含まれる種々
の計算要素を利用した計算モデルについての研究が活発
に行なわれている。ここではその具体化状況を，分子計算
と量子計算を例にとって学ぶ。

自然計算，分子計算，量子計算

数値の計算

現実世界では様々な方式による種々の計算がいろいろな
仕組みといろいろな環境で実行されており，その目的もさま
ざまである。そのいくつかの項目について学び，実際の計
算の様子やその応用のされ方，さらには近未来の社会に
おける計算の役割について考える。

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

現実世界の量をモデル化すると，物理世界や人間の経済
活動などについての計算を行なうことができる。ここではモ
デルとしての数値の世界と，そのコンピュータによる処理の
概略を見た後，実際の問題に適用されている大規模な計
算とその有用性，及び留意するべき諸点を学ぶ。

【キーワード】

コンピューティングの
未来

実際的な問題についての計算量のいろいろとその階層性
について学ぶ。理論的な話題として，多項式計算量を必要
とする問題の集合( )と非決定的多項式計算量を必要とす
る問題の集合( )について見る。大きな計算量を必要とす
る実用計算である線形計画法についても学ぶ。

川合　慧
(放送大学教
授)

多項式オーダ，指数オーダ， と ，線形計画法

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

現代では，理論的にも実際的にも並列に動作する複数の
計算機構を扱う。ここではその原理的な事項として，マルチ
プロセッサとマルチプロセス，排他制御と同期，分散計算の
問題点，分散計算用プロトコル等を学び，最後に分散シス
テムに関わる共有知識について考える。

並列処理，分数処理，排他制御，同期，通信，共有知識

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)

回
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

計算の複雑さ

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

ラムダ計算

ラムダ項，簡約，高階関数，カリー化，継続，ステージ化計
算

川合　慧
(放送大学教
授)

【キーワード】

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

参照透明性、高階関数，遅延評価、MapReduce

テ　ー　マ

読み書きできる部分が変数の集合である命令型の計算モ
デルを見る。変数は，直接にアクセスできるセルの集合体
上に確保され，その値が書き変えてゆくことで計算が進行
する。現実のコンピュータとの対応にも触れ，実際の計算機
構において重要なメモリとCPUの様々な構成方法も学ぶ。

計算と論理

演繹体系，ペアノ算術，不完全性定理，無矛盾性証明

変数，制御構造，ボトルネック，スループット，キャッシュ

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

内　　　　　　　　　　　容

命令型計算モデル

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

【キーワード】

【キーワード】

計算と論理とは相互に密接に関係しているので，計算のと
くに理論的側面の理解のためには論理における様々な扱
いが適用できる。ここではその様子を，演繹体系やペアノ算
術，ゲーデルの不完全性定理，及びゲンツェンの無矛盾性
証明などを通じて学ぶ。

関数プログラミングについて，宣言的記述，ソフトウェア高
品質化，並列計算などの優れた点について概観した後，そ
の要因となっている参照透明性，高階関数，遅延評価など
の特徴について学ぶ。型の概念にも触れる。また
MapReduce と呼ばれる超並列計算のフレームワークについ
ても見る。

【キーワード】

命令型計算モデル上のプログラムにおける，連接，選択，
反復などが満たす論理的性質を表現するホーア論理につ
いて，その概略と実際のプログラム構築との関係を学ぶとと
もに，現実のシステムにおけるホーア論理の発展的な応用
を学ぶ。

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

並列・分散計算

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

【キーワード】

時間計算量，空間計算量，計算量のオーダ，ゲーム情報
学

関数プログラミング

ホーア論理
川合　慧
(放送大学教
授)

【キーワード】

関数プログラミングの基礎にある関数型計算モデルの代表
格であるラムダ計算について学び，ラムダ計算とチューリン
グ機械が，互いに他をシミュレートすることによって同一の
関数族を計算できるという意味で等価であることを理解す
る。また，高階関数を利用したステージ化計算の考え方も
見る。

ループ不変条件，ループ変動式，プログラム導出，分離論
理

計算にともなう手間を抽象化した概念である計算量につい
て，その定義，実際の様々なアルゴリズムでの導出方法な
どを学ぶ。小さな計算量から大きな計算量までの実際に触
れるとともに，大きな計算量を必要とする計算の例として
ゲームプログラミングを見る。

【キーワード】
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回

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

ユビキタス，サイバーフィジカル，シンギュラリティ

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

現代のソフトウェア開発では，計算に関する様々な理論を
具体化することによって，人間に優しく，かつ生産性が向上
する支援システムが使用されている。ここでは実際の場面
で利用されているこの種のシステムの機能の概略を見る。

【キーワード】

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

【キーワード】

言語処理系，エディタ，コンパイラ，統合開発環境

【キーワード】

川合　慧
(放送大学教
授)
萩谷　昌己
(東京大学教
授)

川合　慧
(放送大学教
授)

計算量の理論

浮動小数点，精度，桁落ち，IEEE754，スーパーコンピュー
タ

内　　　　　　　　　　　容テ　ー　マ

現代のソフトウェア開
発

いろいろな計算機構

現実のコンピュータはそのほとんどが電気信号の処理をそ
の基本としているが，その他にも自然現象に含まれる種々
の計算要素を利用した計算モデルについての研究が活発
に行なわれている。ここではその具体化状況を，分子計算
と量子計算を例にとって学ぶ。

自然計算，分子計算，量子計算

数値の計算

現実世界では様々な方式による種々の計算がいろいろな
仕組みといろいろな環境で実行されており，その目的もさま
ざまである。そのいくつかの項目について学び，実際の計
算の様子やその応用のされ方，さらには近未来の社会に
おける計算の役割について考える。

萩谷　昌己
(東京大学教
授)

現実世界の量をモデル化すると，物理世界や人間の経済
活動などについての計算を行なうことができる。ここではモ
デルとしての数値の世界と，そのコンピュータによる処理の
概略を見た後，実際の問題に適用されている大規模な計
算とその有用性，及び留意するべき諸点を学ぶ。

【キーワード】

コンピューティングの
未来

実際的な問題についての計算量のいろいろとその階層性
について学ぶ。理論的な話題として，多項式計算量を必要
とする問題の集合( )と非決定的多項式計算量を必要とす
る問題の集合( )について見る。大きな計算量を必要とす
る実用計算である線形計画法についても学ぶ。

川合　慧
(放送大学教
授)

多項式オーダ，指数オーダ， と ，線形計画法

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】
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　この科目の内容は、当然に、情報学の領域に留まるものではなく、法学、経済経営学、自然科学、そして人文学などに直接、間
接に関連するものであり、各プログラムの履修者も対象としています。

〔主任講師（現職名）：

履修上の留意点

講義概要

英文名

（’１４）＝

】

事務局
記載欄

開講
年度

２０１４年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

無
単位
数

科目名（メディア） ＝ 知的創造サイクルの法システム

授業の目標

　本講義は、知的財産の創造、保護、活用に関する法システムを取り上げます。知的創造活動が知的財産権法制で保護される前
後を含め、知的財産権法の二つの法体系の著作権法と産業財産権法と適宜に不正競争防止法等を比較対照しながら、知的創
造サイクルの中における権利（人格的権利と経済的権利）のライフサイクルの関係から解説します。本講は、知的財産権法の個別
法を逐条解説する手法をとらずに、知的財産権法制を広義にとらえた知的創造サイクルの法システムを鳥瞰します。

〔主任講師（現職名）：

（Ｒ）

＝

　本授業は、知的財産の創造・保護・活用の好循環のための広義の知的財産権法制を全体包括的な観点から理解することを目
的とする。

〕

〕児玉　晴男　（放送大学教授）

〔 Law Systems of Intellectual Creation Cycles ('14) 〕　

知的創造保護の潮
流

児玉　晴男
（放送大学教
授）

【キーワード】

世界遺産、無形文化遺産、遺伝資源、伝統的文化表現、
伝統的知識、原産地表示・地理的表示

児玉　晴男
（放送大学教
授）

【キーワード】

知的財産基本法、著作権法、産業財産権法、不正競争防
止法、ベルヌ条約、ローマ条約、パリ条約、WIPO条約

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

【本学担当専任教員：

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造は、無から生まれるものではない。それは、知的財産権
法制で直接に保護されない対象を活用してなされることがある。
それらは、世界遺産、無形文化遺産および生物多様性などに求
められる。本講は、遺伝資源、伝統的文化表現、伝統的知識およ
び原産地表示と地理的表示について説明し、それら知的創造の
始原と知的財産権法制との関わりについて考える。

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造保護に関
する法システム

知的創造サイクルは、知的財産権の法体系の主要な著作権法と
産業財産権法に関わる。それらは、1990年代の半ばまで二分さ
れてきたが、相互に関連をもつに至っている。本講は、知的創造
保護の潮流を踏まえて、知的財産基本法、知的財産権法制の著
作権法、産業財産権法およびその他の法律ならびに不正競争防
止法もしくは国際条約から知的創造サイクルに関わる法体系を考
える。

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造を保護する知的財産権法の枠組みは、19世紀末から3
世紀をまたぐ国際条約（ベルヌ条約、パリ条約）に始まる。その国
際条約は、いわゆる南北問題により閉塞状態となり、他方、経済
摩擦やデジタル環境への対応等で新たな国際的な枠組みも形
成されている。本講は、それらの経緯を踏まえて、知的創造保護
の潮流について考える。

【キーワード】

複製技術、デジタル化・ネットワーク化、ソフトウェア、生物
多様性、ソフトロー

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

知的創造の始原
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児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造の権利と関
連権の構造

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造に準ずる行
為の主体　 準創作
者

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的財産権法制の中では、創作性が関係することから、知的創
造に準ずる行為の主体は、準創作者といえよう。その準創作者
は、著作物を伝達する行為をなす者（著作隣接権者）と商品・
サービスを伝達する行為による商標（標章）の使用者になろう。本
講は、わが国では著作隣接権者とはされていない出版者と、まだ
規定されていない自動公衆送信事業者も含め、準創作者につい
て考える。

【キーワード】

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造の主体　創
作者

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

著作者、発明者・考案者・意匠の創作者、育成者、回路配
置の創作者、営業秘密の保有者

【キーワード】

著作物を伝達する行為、商品・サービスを伝達する行為、
原産地表示・地理的表示、準創作物

知的創造の主体は、知的創造に直接的に寄与する者になる。そ
れは、著作者、発明者・考案者・意匠の創作者、育成者、回路配
置の創作者である。そして、営業秘密の保有者は、著作者、発明
者・考案者・意匠の創作者、育成者、回路配置の創作者となりう
る。本講は、知的創造の主体である創作者を、先取権または先使
用権を有する者、すなわち創作時からとらえることにする。

【キーワード】

知的創造に準ずる行
為の客体　準創作物

児玉　晴男
（放送大学教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

知的財産権法制には、創作物だけでなく、創作物を伝達する行
為も保護の対象にしている。その行為とは、無体物である創作物
の伝達機能になる。本講は、著作物を伝達する行為、標識を付し
た商品・役務（サービス）を伝達する行為、原産地表示・地理的表
示によって農林水産物を伝達する行為に着目して考える。

知的創造の客体　創
作物

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造
児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的財産権法制は、知的創造を保護する。その著作権法制にお
ける著作権創造の客体は、著作物とデジタルコンテンツになる。
産業財産権法制における発明創造の客体は、発明、考案、意匠
になる。本講は、著作物創造、発明創造、その他の知的創造の
客体として、植物の新品種、半導体集積回路の回路配置、そして
営業秘密を含め創作物について考える。

【キーワード】

著作物、発明・考案・意匠、植物の新品種、半導体集積回
路の回路配置、営業秘密、創作物

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造は、オリジナリティが求められる。他方、そのオリジナリ
ティは、模倣を伴うことがある。それを言い換えれば、オリジナリ
ティと模倣の関係は芸術の基点となる。また、発見・発明に対する
インスピレーション等によるとらえ方または先人の肩に乗って
ちょっと先を見通すことによるとの見方がある。その観点から、本
講は、芸術的創造と科学的発見との関連から知的創造について
考える。それらの知的創造は、いずれにしても、先取権と先使用
権と連結し、知的財産権法制へ展開する。

【キーワード】

実演家、レコード製作者、放送事業者・有線放送事業者、
出版者、自動公衆送信事業者、商標の使用者

知的創造とそれに準ずる行為の権利の発生は、無方式主義と方
式主義により分けられる。また、方式主義には、先願主義と先発
明主義がある。無方式主義と方式主義の権利の発生の違いは、
それぞれ著作権法および産業財産権法等に見ることができる。
本講は、先取権と先使用権を起点にして、知的創造の権利と関
連権の構造を人格的権利と経済的権利との関係から考える。

【キーワード】

無方式主義、方式主義、著作権と関連権、特許等を受ける権利、
発明者等掲載権、産業財産権、育成者権、回路配置利用権

オリジナリティ、模倣、芸術的想像、科学的発見、セレン
ディピティ、インスピレーション、暗黙知、世界人権宣言
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回

知的創造の権利と関
連権の制限

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造の権利と関
連権の帰属

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造の権利と関
連権の範囲

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

同一性、類似性、保護期間、均等論、消尽理論

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

行政処分、不服申立て、間接侵害、差止請求、損害賠償
請求、原状回復措置、信用回復請求、刑罰、両罰規定

知的財産権は、移転・譲渡できる。他方、創作者および一部の準
創作者の人格的権利は、一身専属性により、移転することはでき
ない。そして、著作権法、産業財産権法、種苗法、半導体集積回
路配置法等において、人格的権利と経済的権利の帰属関係は
異なっている。本講は、知的創造の権利と関連権における人格
的権利と経済的権利の非対称的な帰属関係から考える。

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

人格的権利、一身専属制、経済的権利の移転・譲渡、物
権的権利、債権的権利

知的創造サイクルの
好循環システム

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造、人格的権利、経済的権利、同一性の保持、
オートポイエーシス

知的創造サイクルは、知的財産権法制の枠内では、創作物の同
一性が保持された創作者の人格的権利と財産権のライフサイク
ルの関係になる。そのライフサイクルは、創作物（準創作物）と創
作者（準創作者）の人格的権利と経済的権利が関与する。本講
は、知的財産権法制のソフトロー的なオートポエティックな法シス
テムの見方から、遺伝資源と伝統的文化表現および伝統的知識
ならびに先取権と先使用権との接点から知的創造サイクルの好
循環システムについて考える。

【キーワード】

知的創造の権利と関
連権の不服申立てと
訴訟

児玉　晴男
（放送大学教
授）

児玉　晴男
（放送大学教
授）

知的創造の権利と関
連権の管理

【キーワード】

登録、権利発生要件、第三者対抗要件、信託、著作権等
管理事業者

知的創造の権利と関連権の発生の態様は、著作権法と産業財産
権法等とが異なる。方式主義をとる産業財産権法には、出願等の
手続きに伴う行政処分に対する不服申立手続きがある。そして、
訴訟による権利侵害に対する救済は、民事および刑事に分かれ
る。本講は、行政処分に対する不服申立ておよび権利侵害に対
する民事的救済と刑事的救済について考える。

【キーワード】

権利管理は、権利者の義務であるが、創作者が個人であるとき
は、困難な状況がある。その権利管理には、登録制度と信託制
度がある。権利発生要件および第三者対抗要件の登録制度にな
り、著作権等管理事業および信託業法の信託制度になる。本講
は、著作権等の管理と産業財産権の管理および知的財産権の
管理について考える。

知的創造とそれに準じる行為の活用の観点から、知的創造の権
利と関連権の制限が規定されている。その知的創造の権利と関
連権の使用の形態が異なることにより、著作権法と産業財産権法
における権利の制限の態様は異なっている。本講は、著作権法と
産業財産権法における権利の制限について考察し、知的財産の
オープン化とそれによって想定される知的財産権法制の権利の
制限について考える。

【キーワード】

著作権等の制限、産業財産権の制限、知的財産家の制
限、人格的権利の制限、経済的権利の制限、コモンズ

知的創造の権利と関連権の帰属と制限は、領域的および時間的
な関係からの知的創造の権利と関連権の及ぶ範囲を明確にする
必要がある。それは、権利の及ぶ範囲、権利の始期と終期、そし
て有体物に化体した知的財産の権利の消尽になる。本講は、知
的創造の権利と関連権に関して、保護の範囲の同一性と類似
性、保護期間、保護期間内の権利の消尽について考える。
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事務局
記載欄

開講
年度

２０１４年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

無
単位
数

２

科目名（メディア） ＝ 　現代生物科学　　 （’１４）＝ （ＴＶ）

英文名 ＝ 〔　Modern Concepts of Biology ('14)　〕　

〔主任講師（現職名）： 松本　忠夫　（放送大学客員教授） 〕

　　　　—生物多様性の理解—

〔主任講師（現職名）： 二河　成男　（放送大学教授） 〕

【本学担当専任教員： 】

講義概要

現代の生物学の進展はめざましいものがあり、その全貌を掴むのは容易ではない。生物が持つ特性の中で、他の物質系に無い
ものとして、遺伝情報の伝達、エネルギー代謝、物質収支の動的平衡、そして自然選択による進化などがある。本科目では、「生
物多様性」のキーワードの元に、分子、細胞、器官、個体、個体群、群集、生態系といった「生物界の諸階層」の様相を説明す
る。また、現代の生物学と人間生活との関連について説明する。

授業の目標

「生物多様性」および「生物界の階層性」そして「生物進化」を基本にすえて、現代生物学を大学院修士レベルで理解させる。ま
た、生物的自然と人間との関係における「環境問題」を題材にして理解させる。

履修上の留意点

学部における科目の、初歩からの生物学、生物圏の科学、動物の科学、植物の科学、生命分子と細胞の科学、生物界の変遷な
どを履修しておくことが望ましい。

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

生物多様性とは

今日の生物の多様性が生じた理由は実にさまざまである
が、特に大きな理由として無機環境への適応性、生活資源
の獲得力、そして生物間の相互作用がある。ここでは、生物
多様性の階層性を、生物の進化との関係で説明する。ま
た、生物を分類するとはどのようなことかを説明する。さら
に、多様性の基盤となる生物が獲得するエネルギーおよび
物質について述べる。

松本忠夫・放
送大学客員
教授

松本忠夫・放
送大学客員
教授

【キーワード】

生物多様性、生物界の階層性、生物進化、生物分類、分類
体系

生命分子が創出する
生物多様性

生物を構成する有機物は、糖、脂肪酸、アミノ酸、ヌクレオ
チドなど、ごく限られた種類の小さな構造物からなる。これら
の構造物は巨大分子のサブユニットであり、同じ種類のサ
ブユニットが多数結合して、多糖や脂肪、タンパク質、核酸
等の巨大な分子となり、細胞内で様々な機能を示す。ここで
は、生物体を構成する巨大分子の基本構造、機能、その細
胞内での合成機構について学ぶ。

二河成男・放
送大学教授

二河成男・放
送大学教授

【キーワード】

分子、タンパク質、脂質、糖、核酸、酵素、遺伝子、転写、
翻訳

細胞レベルで見た生
物多様性

細胞は自身の持つ遺伝情報を利用して、機能を発現して
いる。ヒトの細胞では、全く同じ遺伝情報を持つにも関わら
ず、200種類以上の異なる細胞へと分化している。これら細
胞の機能の違いは、発現している遺伝子の違いに大きく依
存している。細胞の基本的な特徴と、多様な細胞を生み出
す基盤となる遺伝子発現調節のしくみについて学ぶ。

二河成男・放
送大学教授

二河成男・放
送大学教授

【キーワード】

遺伝子、細胞、分化、遺伝子発現
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

多様な微生物の世界

遺伝子情報解読の技術革新により、これまでの技術で培養
や同定の困難であった微生物を、遺伝子の塩基配列情報
を利用して、同定できるようになった。その結果、極めて多
様な微生物が、様々な地球環境中に存在することが明らか
になった。ここでは、細菌や古細菌のあらたな検出方法、生
物種の多様性、生態的特性について学ぶ。

二河成男・放
送大学教授

二河成男・放
送大学教授

【キーワード】

細菌、古細菌、リボソームRNA、独立栄養生物

植物の多様な繁殖様
式

植物では、動物とは個体性が大きく異なり、動物にはみられ
ない多様な性表現が存在する。ここでは、被子植物にみら
れる性表現と受粉様式の進化を解説するとともに、それに
は動物の影響が大きかったことを紹介する。また、植物が動
物からの摂食に耐えるためのさまざまな適応戦略を説明す
る。

大原雅・北海
道大学教授

大原雅・北海
道大学教授

【キーワード】

性表現、被子植物、受粉様式、適応戦略

植物の個体発生と環
境適応

植物は固着生物なので、環境に対して柔軟に適応する能
力が進化の過程で発達した。中でも植物の生活を支えてい
る光合成に関しては、環境適応が必須のため、光合成器官
である葉の発生は、外界の環境に適応して実に大きな可塑
性を発揮する。葉の発生の可塑性と生態環境への適応との
関係について、発生を制御する遺伝子の働きも含めて、現
在の理解を紹介する。

大原雅・北海
道大学教授

大原雅・北海
道大学教授

【キーワード】

環境適応、光合成、葉、生態環境、発生、可塑性

動物の多様な繁殖様
式

通常の動物は雌雄の性があり、それらが出す配偶子によっ
て有性生殖を行うが、中には性を必要としない単為生殖、
多胚生殖、幼形生殖などを行うものがいる。また、親による
子の保護様式と関係して、卵生、卵胎生、胎生などが見ら
れる。そして哺乳類では雌親による妊娠、授乳が発達して
いる。本章では、このように多様な動物の繁殖様式を説明
する。

松本忠夫・放
送大学客員
教授

松本忠夫・放
送大学客員
教授

【キーワード】

有性生殖、親による子の保護、卵生、胎生、繁殖様式

動物個体の発生と環
境適応

動物の中には、発生・発育過程において環境の影響を受け
て、その形態や性質が大きく変化するものたちがいる。生存
のための環境適応と解釈される。また、繁殖における戦略と
して性転換をする魚類、さらには昆虫類の環境適応として
の多型現象にもふれる。そして、そのような多様な形態や性
質をもたらす進化的要因および体内メカニズムについて説
明する。

三浦徹・北海
道大学准教
授

三浦徹・北海
道大学准教
授

【キーワード】

個体発生、性転換、多型現象、環境適応、可塑性

動物の多様な社会

動物社会がいかにして成立しているのかについて、特に環
境との関連で説明する。真社会性生物は、集団の中に少数
の生殖者そして多数のワーカーや兵隊など非生殖者といっ
たカースト分化が見られることを特徴としている。ここでは
カースト分化がもたらされた進化的要因およびカースト分化
の分子生物学的メカニズムについておもにシロアリを例にし
て説明する。

三浦徹・北海
道大学准教
授

三浦徹・北海
道大学准教
授

【キーワード】

動物社会、真社会性生物、カースト分化、シロアリ

植物群落の動態

大地に固着した植物は同種および異種個体が群落を形成
するが、その特徴を説明する。植物群落が時間経過ととも
に変化して行く様相を遷移というが、それがなぜ起こるかに
ついて解説する。さらに、植物遷移の知見の応用例として、
生態系の再生について説明する。

大原雅・北海
道大学教授

大原雅・北海
道大学教授

【キーワード】

植物群落、遷移、生態系再生
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

動物群集の多様性
と、人類による生物相
の攪乱

動物は摂食、繁殖、防衛などのさまざま行動することで、生
態系の中で多様な位置を占めている。動物間の食う食われ
る関係は、食物連鎖とそして食物網を形成し、その中に位
置する個々の動物は、厳しい生存競争の中で次第に進化
して多様化した。島嶼や、環境のモザイク性で隔離された
地域では生物相の固有化が進む。人類は生物相が固有化
した地域へ動物を移動させたが、その結果、在来の生物相
に大きな影響が生じた。

松本忠夫・放
送大学客員
教授

松本忠夫・放
送大学客員
教授

【キーワード】

動物群集、摂食、食性、外来種、侵略的外来種

動植物と微生物との
共生関係

共生とは異種の生物が一緒に暮らしている現象をいう。特
に他の生物体内に別の生物が入り込んでいる場合は、内
部共生といい、その生物間相互作用は興味深いものが多
い。ここでは植物や動物と微生物の間の共生を例にとり、共
生関係にある生物間の利害関係と、異種生物からの新規な
生物機能の獲得について学ぶ。

二河成男・放
送大学教授

二河成男・放
送大学教授

【キーワード】

内部共生、細胞内共生、根粒菌、腸内細菌、共生細菌

ランドスケープの構造
と生物多様性

生物の生息・生育の有無や程度は、個々の場所における
条件だけでは決まらない。その場所を取り巻く空間のあり方
にも影響を受ける。ここでは、ランドスケープ・エコロジーの
観点に基づく空間のとらえ方について紹介し、どのような性
質を備えた空間が生物の生息地として適しているかを、最
近の研究成果に基づいて解説する。

加藤和弘・放
送大学教授

加藤和弘・放
送大学教授

【キーワード】

パッチ、コリドー、マトリクス、連結性、景観（ランドスケープ）

生物群集の種多様性
と種組成の分析の方
法

生物多様性の保全を行う際には、生物多様性と生息環境と
の関係を明らかにすることが重要である。ここでは、生物の
種多様性を評価する手法を紹介するとともに、生物の種組
成のデータから種組成の変化のパターンを抽出し、種組成
の変化に関与する環境条件や人間活動を明らかにするた
めの分析について解説する。

加藤和弘・放
送大学教授

加藤和弘・放
送大学教授

【キーワード】

種多様性、生物指数、多変量解析、分類、序列化

生物多様性と人類の
存続

現在の地球における生態系の多様性、種の多様性、遺伝
子の多様性に対しての人為の影響はたいへん大きい。そし
て、近代では非常に多数の生物が絶滅し、現在も絶滅の危
機に瀕している生物が多い。特に熱帯多雨林域における森
林群集全体の喪失は、生物多様性を一気に著しく減少させ
てしまうので重大問題である。ここでは、そのような生物絶滅
の様相を説明し、絶滅をくい止める方策について考える。
生物多様性の価値についても改めて考える。人類は地球
上の生物多様性を著しく阻害していることを説明する。

松本忠夫・放
送大学客員
教授

松本忠夫・放
送大学客員
教授

【キーワード】

生物多様性、生物絶滅、熱帯雨林、サバンナ、人類の存
続、ケニア、マダガスカル
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超伝導とボース・アイ
ンシュタイン凝縮

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

量子論の特徴的性質であるボース・アインシュタイン凝縮に
ついて学ぶ。特に、典型的例の一つとして、物質の量子的
性質がマクロに現れる超伝導現象を取り上げ、マクロ的な
取り扱いや、ミクロな立場からのメカニズムの理解に関して
基礎的な考え方や方法を学ぶ。

【キーワード】

ボース統計、超流動、超伝導、レーザー

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

平衡と非平衡

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

ミクロとマクロ

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

原子や分子が主役となるミクロ世界の空間尺度は１億分の
１センチメートル程度であり、われわれが普段生活している
マクロ世界とは８桁以上離れている。空間尺度の大きな差
の結果として、素朴には想像できない普遍的な法則がマク
ロ世界で成り立ち、その根拠がミクロ側のある様相に求めら
れる。「ゴム」を例題にして、この論理の本質的部分を学ぶ。

【キーワード】

米谷民明（放
送大学教授）

形の物理
堂寺知成(近
畿大学理工
学部教授)

堂寺知成(近
畿大学理工
学部教授)

形、表面張力、極小曲面、自己組織化、共連続相、空間群

【キーワード】
対称群、点群、回転群、空間反転、時間反転、線形、非線
形

自然界に現れる「形」はさまざまであるが、共通して現れる
形があり、背後には普遍的な形成原理がある。この講義で
は水玉やシャボン膜にはたらく表面張力を例として、形の形
成原理の１つである面積極小という数理的方法論を学ぶ。
マクロ世界で現れるこの面積極小の考え方はミクロ世界の
自己組織化構造である共連続相にも現れる。共連続相の
対称性である空間群についても述べる。

【キーワード】

物理科学の基礎概念
と方法５
　数理的方法と近似

米谷民明（放
送大学教授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

物理科学において、個別の対象によらず共通に役立つ数
理的見方と方法として典型的で、対称性の扱いに役立つ
群論の考え方を整理し、応用例を解説する。
また、線形と非線形の違い、それぞれの特徴について述べ
る。

物理科学の基礎概念
と方法４
　現象とモデル

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

モデルの構築は、現象の本質をえぐりだすのに必要な最小
限の要素だけに対象を切り落として単純化することや、複
雑な現象を整理してモデルから理解することなど、を通じて
自然界の普遍的な性質を取り出すのに有効な方法である。
モデルの有効性と限界を具体例でみる。

【キーワード】

プランクの公式、ボーアの原子模型、分子間力、揺らぎと力

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

熱と力学の統合、スケールの分離、大数の法則、等重率の
原理、エントロピー力

平衡条件下にある系では、エントロピー増大則に代表され
るように、「変化の向きに関する制約」が法則化される。その
一方、生物をはじめとして、生き生きと活動しているように見
える系は、非平衡条件下で作動している。平衡と非平衡の
違いは何か、それぞれにおける変化の向きの制約は何か、
また、それらの違いは何に由来して生じるのか。「ファインマ
ンの歯車」と呼ばれる思考実験を例題にして、これらの基本
的考え方を学ぶ。
【キーワード】

エントロピー増大則、非平衡環境、ゆらぎと散逸、輸送、可
逆と不可逆

無
単位
数

履修上の留意点

】

〕

〕米谷　民明　（放送大学教授）

講義概要

物理学全般について、放送大学学部共通科目の「物理の世界」程度以上の理解があることを最低限の前提とする。また、放送
大学学部専門科目、「力と運動の物理」等を履修したのと同等レベル以上の知識や運用力があるのが望ましい。

授業の目標

物理学は、物質と時空を研究対象として、普遍的な法則性の理解を深めてきた。その過程で、特定の研究対象だけに限らず、
対象の空間・時間スケールを超えて異なるスケールで有効な様々な物の見方（論理）や方法論が発展した。本科目では、従来
の科目の一般的分類にとらわれずに、広い範囲で有効性を持つ物理科学の基礎的な考え方・方法論とその具体的応用に焦点
を当て、物理科学の基礎としての現代物理学の神髄について最先端の成果や将来の展望も含めて、大学院科目ではあるが、
初学者が入門しやすいように工夫した講義を行う。

体系的な一般論や数学的な厳密さの追求は強調せず、具体例や単純化されたモデルに基づき、本質を直観的に理解できるよ
うな講義内容とする。履修者が自分の頭で考え、発見を追体験しつつ学び、それぞれ自分なりの応用や創意工夫へと動機づけ
られるような科目を目指す。

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ 現代物理科学の論理と方法 （Ｒ）

事務局
記載欄

（’１３）＝

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

確率、ゆらぎ、正準分布、状態の重ね合わせ、混合状態

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

物理学を具体的な問題に応用するときに、普遍的に役立
つ知見の１つは、取り扱う現象において保存する物理量が
何かを見極めることだ。本章ではこの保存量と対称性の関
係を変分原理を通じて整理する。また量子力学における対
称性と保存則についても概略を述べる。

【キーワード】

保存則、対称性、対称性の自発的破れ

物理科学の基礎概念
と方法３
　確率とゆらぎ

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

多数の要素が関与する複雑な現象を解析し、有用な解釈
をするには、物理科学に限らず、確率とゆらぎの概念、およ
び、それらを扱うための統計的方法が欠かせない重要な役
割を果たす。典型的例を通じて、確率と統計の方法が果た
す役割を通じて統計力学の考え方を学ぶ。さらに、量子力
学における確率概念の特質を概観する。

【キーワード】

物理科学の基礎概念
と方法１
　物理学の発展

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

第１回から５回までは、６回以降の様々なテーマに進むため
の準備として、物理学の基礎的概念と方法について、導入
的な解説を行う。第１回は、物理学の歴史的発展を概観す
ることを通じて、自然科学のなかでの現代物理学の位置づ
けを把握し、物理学の最も基礎的な概念（時間と空間、座
標系、力、運動、場、など）のいくつかについて復習する。

【キーワード】

力、運動、時間、空間、座標系、場

物理科学の基礎概念
と方法２
　保存則と対称性

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

－190－

自
然
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム



超伝導とボース・アイ
ンシュタイン凝縮

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

量子論の特徴的性質であるボース・アインシュタイン凝縮に
ついて学ぶ。特に、典型的例の一つとして、物質の量子的
性質がマクロに現れる超伝導現象を取り上げ、マクロ的な
取り扱いや、ミクロな立場からのメカニズムの理解に関して
基礎的な考え方や方法を学ぶ。

【キーワード】

ボース統計、超流動、超伝導、レーザー

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

平衡と非平衡

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

ミクロとマクロ

佐々真一（京
都大学・大学
院理学研究
科教授）

原子や分子が主役となるミクロ世界の空間尺度は１億分の
１センチメートル程度であり、われわれが普段生活している
マクロ世界とは８桁以上離れている。空間尺度の大きな差
の結果として、素朴には想像できない普遍的な法則がマク
ロ世界で成り立ち、その根拠がミクロ側のある様相に求めら
れる。「ゴム」を例題にして、この論理の本質的部分を学ぶ。

【キーワード】

米谷民明（放
送大学教授）

形の物理
堂寺知成(近
畿大学理工
学部教授)

堂寺知成(近
畿大学理工
学部教授)

形、表面張力、極小曲面、自己組織化、共連続相、空間群

【キーワード】
対称群、点群、回転群、空間反転、時間反転、線形、非線
形

自然界に現れる「形」はさまざまであるが、共通して現れる
形があり、背後には普遍的な形成原理がある。この講義で
は水玉やシャボン膜にはたらく表面張力を例として、形の形
成原理の１つである面積極小という数理的方法論を学ぶ。
マクロ世界で現れるこの面積極小の考え方はミクロ世界の
自己組織化構造である共連続相にも現れる。共連続相の
対称性である空間群についても述べる。

【キーワード】

物理科学の基礎概念
と方法５
　数理的方法と近似

米谷民明（放
送大学教授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

物理科学において、個別の対象によらず共通に役立つ数
理的見方と方法として典型的で、対称性の扱いに役立つ
群論の考え方を整理し、応用例を解説する。
また、線形と非線形の違い、それぞれの特徴について述べ
る。

物理科学の基礎概念
と方法４
　現象とモデル

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

モデルの構築は、現象の本質をえぐりだすのに必要な最小
限の要素だけに対象を切り落として単純化することや、複
雑な現象を整理してモデルから理解することなど、を通じて
自然界の普遍的な性質を取り出すのに有効な方法である。
モデルの有効性と限界を具体例でみる。

【キーワード】

プランクの公式、ボーアの原子模型、分子間力、揺らぎと力

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

熱と力学の統合、スケールの分離、大数の法則、等重率の
原理、エントロピー力

平衡条件下にある系では、エントロピー増大則に代表され
るように、「変化の向きに関する制約」が法則化される。その
一方、生物をはじめとして、生き生きと活動しているように見
える系は、非平衡条件下で作動している。平衡と非平衡の
違いは何か、それぞれにおける変化の向きの制約は何か、
また、それらの違いは何に由来して生じるのか。「ファインマ
ンの歯車」と呼ばれる思考実験を例題にして、これらの基本
的考え方を学ぶ。
【キーワード】

エントロピー増大則、非平衡環境、ゆらぎと散逸、輸送、可
逆と不可逆

無
単位
数

履修上の留意点

】

〕

〕米谷　民明　（放送大学教授）

講義概要

物理学全般について、放送大学学部共通科目の「物理の世界」程度以上の理解があることを最低限の前提とする。また、放送
大学学部専門科目、「力と運動の物理」等を履修したのと同等レベル以上の知識や運用力があるのが望ましい。

授業の目標

物理学は、物質と時空を研究対象として、普遍的な法則性の理解を深めてきた。その過程で、特定の研究対象だけに限らず、
対象の空間・時間スケールを超えて異なるスケールで有効な様々な物の見方（論理）や方法論が発展した。本科目では、従来
の科目の一般的分類にとらわれずに、広い範囲で有効性を持つ物理科学の基礎的な考え方・方法論とその具体的応用に焦点
を当て、物理科学の基礎としての現代物理学の神髄について最先端の成果や将来の展望も含めて、大学院科目ではあるが、
初学者が入門しやすいように工夫した講義を行う。

体系的な一般論や数学的な厳密さの追求は強調せず、具体例や単純化されたモデルに基づき、本質を直観的に理解できるよ
うな講義内容とする。履修者が自分の頭で考え、発見を追体験しつつ学び、それぞれ自分なりの応用や創意工夫へと動機づけ
られるような科目を目指す。

〔主任講師（現職名）：

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ 現代物理科学の論理と方法 （Ｒ）

事務局
記載欄

（’１３）＝

開講
年度

２０１３年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

確率、ゆらぎ、正準分布、状態の重ね合わせ、混合状態

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

物理学を具体的な問題に応用するときに、普遍的に役立
つ知見の１つは、取り扱う現象において保存する物理量が
何かを見極めることだ。本章ではこの保存量と対称性の関
係を変分原理を通じて整理する。また量子力学における対
称性と保存則についても概略を述べる。

【キーワード】

保存則、対称性、対称性の自発的破れ

物理科学の基礎概念
と方法３
　確率とゆらぎ

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

多数の要素が関与する複雑な現象を解析し、有用な解釈
をするには、物理科学に限らず、確率とゆらぎの概念、およ
び、それらを扱うための統計的方法が欠かせない重要な役
割を果たす。典型的例を通じて、確率と統計の方法が果た
す役割を通じて統計力学の考え方を学ぶ。さらに、量子力
学における確率概念の特質を概観する。

【キーワード】

物理科学の基礎概念
と方法１
　物理学の発展

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

第１回から５回までは、６回以降の様々なテーマに進むため
の準備として、物理学の基礎的概念と方法について、導入
的な解説を行う。第１回は、物理学の歴史的発展を概観す
ることを通じて、自然科学のなかでの現代物理学の位置づ
けを把握し、物理学の最も基礎的な概念（時間と空間、座
標系、力、運動、場、など）のいくつかについて復習する。

【キーワード】

力、運動、時間、空間、座標系、場

物理科学の基礎概念
と方法２
　保存則と対称性

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
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回

相転移とはどういうも
のか

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

臨界現象と繰り込み
群

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

量子色力学、電弱統一理論、粒子と反粒子、真空の相転
移

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

スケーリング則、繰り込み群方程式、臨界指数、異常次元

現代物理科学の課題
米谷民明（放
送大学教授）

エントロピー、H定理、ブラックホール、生命の起源、宇宙の
起源

最終章として全体のまとめを行う。広い分野で普遍的に用
いられるエントロピーの概念を改めて整理し、最先端の研
究に関わる問題としてブラックホールの場合を解説する。最
後にさらなる普遍性の探求と課題について述べる。

【キーワード】

初期宇宙論と相転移

横山順一（東
京大学・大学
院理学研究
科教授）

横山順一（東
京大学・大学
院理学研究
科教授）

現代宇宙論は、インフレーションと呼ばれる急膨張時代が
あったことを突き止め、大域的に一様等方で、かつ豊かな
階層構造を持つ私たちの宇宙に進化するための初期条件
の起源を明らかにした。そこには、相互作用の分化と相転
移という概念が重要な役割を果たしていること、また、宇宙
の起源を理解するために不可欠な、「ゆらぎ」の概念につい
て解説する。

【キーワード】
宇宙の相転移、インフレーション宇宙論、宇宙の創生、ゆら
ぎ

素粒子物理と相転移
米谷民明（放
送大学教授）

【キーワード】

米谷民明（放
送大学教授）

力とゲージ場

【キーワード】

ゲージ変換、ゲージ不変性、AB効果、磁気単極子

素粒子レベルにおいては、真空そのものが、ただの空っぽ
ではなく、素粒子が絶えず生成消滅を繰り返している複雑
な系である。基本相互作用の統一には、真空の相構造の
理解が重要である。第１章で強調した基本相互作用の場の
理論であるゲージ理論の相構造について解説する。

マックスウェルの電磁場理論は量子論と組み合わさり、力に
ついてのより根源的な理解を支えるゲージ場という概念を
生んだ。ゲージ場は、素粒子相互作用だけではなく、マクロ
な凝縮系でもミクロのレベルから対称性とその破れに基づき
物質を理解するのに役立つ普遍的概念の一つである。
ゲージ場とは何か、その意味、特徴、役割を具体例で述べ
る。

物質の通常の状態から超伝導状態への変化は、相転移と
呼ばれる現象によって起る。相転移は、身近にもよく起こっ
ているし、宇宙から素粒子までにわたって普遍的に起こる
現象である。相転移を取り扱うのに有効な考え方のいくつ
かを、典型的な凝縮系での例をもとに、まずマクロな立場か
ら学ぶ。

【キーワード】
磁性体、イジング模型、ギンツブルグ・ランダウハミルトニア
ン

物質の相転移をミクロな立場から理解するには、繰り込み
群の考えが有効性を発揮する。その初歩をいくつかの具体
的例により学ぶ。繰り込み群は量子論における場の理解に
も欠かせないない重要な概念である。それらについても触
れる。
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事務局
記載欄

開講
年度

２０１４年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

無

〕濱田　嘉昭　（放送大学教授）

花岡　文雄　（学習院大学教授）

講義概要

授業の目標

自然あるいは自然環境問題を考える場合、それを構成している物質の種類・量・性質およびそれらの間の相互作
用の考察を抜きには成立しない。この講義では、地球上の環境を基本的に規定している地球科学的な基礎知識を
確認した上で、環境パラメータを測定する方法とデータの考察の仕方を学ぶ。その上で、地球上の生物の環境の
状況を生態学の立場から考察し、さらに人を含めた生物と物質との関わりを中心に考察する。環境問題の扱う範囲
は広く複雑であるが、それらを全体として考える基礎を学ぶことを目的としている。

〔主任講師（現職名）：

履修上の留意点

】

〕

化学的な観点からの物質理解および環境問題や生命・健康にかかわる課題を明らかにし、現代科学の到達点と将
来予測を示し、さまざまな状況に基づく課題解決への指針を与えることを目標とする。

複雑で未解決、そして現代的な環境問題そのものを解説するというより、それらの基礎にある知識を整理したいと考
える。したがって、自然科学の広い基礎知識をもっていることが望ましい。特に、化学を中心とした物質に関する理
解が重要である。放送大学の教材としては、「初歩からの化学」、「基礎化学」、「生活と化学」などを予め履修してお
くと良い。

（ＴＶ）

＝英文名

（’１４）＝

濱田嘉昭
（放送大学・
教授）

〔主任講師（現職名）：

【本学担当専任教員：

科目名（メディア） ＝ 物質環境科学

単位
数

大気と海洋

濱田嘉昭 濱田嘉昭

地球は太陽系の一員であり、太陽から膨大なエネルギーを
受け取っている。また、太陽磁場により、さらに外側の宇宙
空間からの放射線の暴露から守られている。大地は活発な
活動をしている。これらは、空間的・時間的に大きなスケー
ルで地球の自然環境を規定していることを学ぶ。

濱田嘉昭

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

濱田嘉昭
（放送大学・
教授）

花岡文雄
（学習院大
学・教授）

環境の定義・意味、物質循環、水の循環、炭素の循環、窒
素の循環

生物が生活する空間は大気と海洋、および土壌である。そ
こでの大きな自然現象と言えば、大気と海洋の運動であろ
う。これらについての概略を理解しておくことは、この講義の
後半のより詳細あるいは個別の理解にも役立つであろう。

【キーワード】

【キーワード】

太陽活動とエネルギー、磁場の役割、大地の運動

地球の成り立ちと運
動

物質の循環と移動

講義を始めるにあたり、環境の定義を確認しておく。環境は
周辺との相互作用で捉えることが重要である。また、自然現
象を大きな空間・時間スケールで考えることの重要性を指
摘する。地球上での自然現象に深く関係する物質循環に
ついて、水、炭素、窒素を例にして考える。

【キーワード】

大気の構成と運動、大気環境問題（地球温暖化、二酸化炭
素、オゾン層）、海洋の構成と運動

  〔　Material Environment Science ('14)　〕　

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

濱田嘉昭

回

回

相転移とはどういうも
のか

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

臨界現象と繰り込み
群

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

氷上忍（沖縄
科学技術大
学院大学教
授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

米谷民明（放
送大学教授）

量子色力学、電弱統一理論、粒子と反粒子、真空の相転
移

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

スケーリング則、繰り込み群方程式、臨界指数、異常次元

現代物理科学の課題
米谷民明（放
送大学教授）

エントロピー、H定理、ブラックホール、生命の起源、宇宙の
起源

最終章として全体のまとめを行う。広い分野で普遍的に用
いられるエントロピーの概念を改めて整理し、最先端の研
究に関わる問題としてブラックホールの場合を解説する。最
後にさらなる普遍性の探求と課題について述べる。

【キーワード】

初期宇宙論と相転移

横山順一（東
京大学・大学
院理学研究
科教授）

横山順一（東
京大学・大学
院理学研究
科教授）

現代宇宙論は、インフレーションと呼ばれる急膨張時代が
あったことを突き止め、大域的に一様等方で、かつ豊かな
階層構造を持つ私たちの宇宙に進化するための初期条件
の起源を明らかにした。そこには、相互作用の分化と相転
移という概念が重要な役割を果たしていること、また、宇宙
の起源を理解するために不可欠な、「ゆらぎ」の概念につい
て解説する。

【キーワード】
宇宙の相転移、インフレーション宇宙論、宇宙の創生、ゆら
ぎ

素粒子物理と相転移
米谷民明（放
送大学教授）

【キーワード】

米谷民明（放
送大学教授）

力とゲージ場

【キーワード】

ゲージ変換、ゲージ不変性、AB効果、磁気単極子

素粒子レベルにおいては、真空そのものが、ただの空っぽ
ではなく、素粒子が絶えず生成消滅を繰り返している複雑
な系である。基本相互作用の統一には、真空の相構造の
理解が重要である。第１章で強調した基本相互作用の場の
理論であるゲージ理論の相構造について解説する。

マックスウェルの電磁場理論は量子論と組み合わさり、力に
ついてのより根源的な理解を支えるゲージ場という概念を
生んだ。ゲージ場は、素粒子相互作用だけではなく、マクロ
な凝縮系でもミクロのレベルから対称性とその破れに基づき
物質を理解するのに役立つ普遍的概念の一つである。
ゲージ場とは何か、その意味、特徴、役割を具体例で述べ
る。

物質の通常の状態から超伝導状態への変化は、相転移と
呼ばれる現象によって起る。相転移は、身近にもよく起こっ
ているし、宇宙から素粒子までにわたって普遍的に起こる
現象である。相転移を取り扱うのに有効な考え方のいくつ
かを、典型的な凝縮系での例をもとに、まずマクロな立場か
ら学ぶ。

【キーワード】
磁性体、イジング模型、ギンツブルグ・ランダウハミルトニア
ン

物質の相転移をミクロな立場から理解するには、繰り込み
群の考えが有効性を発揮する。その初歩をいくつかの具体
的例により学ぶ。繰り込み群は量子論における場の理解に
も欠かせないない重要な概念である。それらについても触
れる。
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遺伝子損傷の修復 花岡文雄 花岡文雄

遺伝子DNAは、様々な外的な要因および内的な要因に
よって常に損傷というべき変化を受けている。遺伝子の損
傷は、複製や転写を阻害し、その結果、細胞死や突然変異
をもたらし、老化やがん化の原因となる。生物はそうしたこと
を避けるため、DNAの損傷を修復する様々な機構を進化の
過程で獲得した。

【キーワード】

遺伝子損傷、DNA複製、転写、修復、老化、がん化

環境と遺伝子変化 花岡文雄 花岡文雄

環境の変化、遺伝子の安定性、遺伝子変化、進化

生物が種を存続するためには、その遺伝子は安定に保た
れなければならない。しかし一方では、様々な環境の変化
に対応して遺伝子を変化させることが種を維持するために
必須である。このバランスをうまくとることの出来た生物が現
在、この地球上に繁栄している。環境によって遺伝子がどう
変化するか、そして進化はどのように起こるのかを学ぶ。

【キーワード】

分析によって見える
地球環境

中村 洋

46億年という長い地球の歴史の中で生物が生まれ、環境に
順応しながら様々な生物種が進化してきた。長い時間をか
けて作られた地球環境の乱れが環境汚染であり、火山噴
火、落雷による山林火災などの自然災害を除けば、その大
部分は産業革命以降の人類の活動に起因する。大気、土
壌、水を汚染する代表的な化学物質を取り挙げ、それらの
分析法と汚染の実態を学習する。
【キーワード】

環境汚染物質、有害金属、環境ホルモン、多環芳香族炭
化水素

分析で何がわかるの
か

　　中村 洋
（東京理科大
学薬学部嘱
託教授）

　　中村 洋
（東京理科大
学薬学部嘱
託教授）

環境因子、生態系、分析、定性、定量、同定、分析化学

【キーワード】

土壌、生物多様性、環境指標生物、分解者、ダニ

物質環境科学の基礎は、環境因子を物質レベルで理解す
ることから始まる。地球環境保全には、環境因子の挙動を
精査し、生態系への影響評価が不可欠であるが、これを可
能とするのが物質の定性と定量である。試料を分析して得
られる分析値は、試料に隠されている情報を反映する客観
的な物差しとなる。ここでは、どのような分析法を用いれば、
どのような情報が得られるのかについて学ぶ。

【キーワード】

藤原一繪

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

生物圏、生態系、植生、生態系サービス

生態系の基盤となる
植生

藤原一繪
（横浜国立大
学 名誉教授）

藤原一繪
（横浜国立大
学 名誉教授）

生物は、地球上と水中の約20 kmの生物圏に生息・生育し
ている。生物圏を支えているのは光合成を行う植物・植生
であり、ひいては人間環境の基盤にもなっている。さらに自
然環境と植生の相互作用を理解し、植生が地上の環境を
総合的に指標していることを学ぶ。環境の一要因でもある
人間と植生とのかかわりと、人間にとっての植生が持つ機能
や生態系サービスを理解する。

【キーワード】

藤原一繪

ゲスト：青木淳
一(横浜国立
大学 名誉教
授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

人類は宇宙空間にまで進出したが、足元数センチメートル
の世界については、ほとんど理解していない。そこは植物・
植生を育てる基盤であり、ほとんどは未知の微生物や土壌
動物が住む空間である。そして、地上の生物は知らずして
土壌中の生物との相互作用によって生きている。この未知
の世界がどこまで理解できているかを学ぶことにする。

地上の生物を支える
土壌動物

中村 洋
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花岡文雄

【キーワード】

医薬品、農薬、食品添加物、生物濃縮、ダイオキシン

我々の身の回りには膨大な種類の化学物質が存在してい
る。あるものは天然に存在するものを人類が見つけ、またあ
るものは人類が何らかの方法で作り出したものである。そし
てそれらは医薬品、農薬、食品添加物、工業用材料など、
様々な形で人類に役立っている。それらはまた「毒」にもな
りうる。

回

環境と化学物質 花岡文雄

紫外線と健康 花岡文雄

内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

花岡文雄

【キーワード】

太陽紫外線、骨形成、ビタミンD3、皮膚がん

昔から一定程度の太陽紫外線を浴びることは健康上よいこ
とだと考えられてきた。それは骨の形成に重要なビタミンD3
を皮膚で作るために紫外線が有用だからである。しかし紫
外線は皮膚細胞DNAに損傷を起こし、皮膚がんを誘発す
る。したがってそのバランスに留意しなければならない。

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

テ　ー　マ

濱田嘉昭
花岡文雄

谷田貝文夫
（早稲田大学
理工学術院
非常勤講師）

谷田貝文夫

活性酸素、DNAの酸化的損傷、突然変異、修復、進化

人類は、自然放射線、人工放射線いずれの恩恵にも浴し
てきた。しかし、原発事故などが起こると健康影響が最大の
懸念となり、大きな社会問題となる。放射線によって生体分
子に化学変化（損傷）が生じると、細胞の死や突然変異誘
発を誘発し、最終的には、組織・臓器の障害やがん化など
を起こす可能性がある。これらの過程を抑制する仕組みに
ついても学び、生物影響の理解を深める。

谷田貝文夫 谷田貝文夫

濱田嘉昭

持続可能性、グリーンケミストリー、環境基準、リスク

今や狭くなった地球上で、これからも持続的に人類と他の
生物が共存していくためには何が未解決の問題かを考えた
い。多くの場合、物質的な対応をするための基礎知識と技
術は既に存在している場合が多い。むしろ問題は、人類の
政治・経済・社会との関連であると思われる。そのためにも、
いわゆる理系・文系の相互理解・交流が必要であり、異分
野を理解できる教養がますます重要になっていることを指
摘したい。

【キーワード】

宇宙環境の健康影響

地球環境の問題やエネルギー問題を解決するための一つ
の方策として、太陽発電衛星の建設が検討されている。こ
のように、人類が宇宙に進出する機会が増え、宇宙に滞在
する期間も長くなることが予想される。宇宙で安全に生活す
るには、微小重力環境による骨密度の減少、筋力の低下、
さらには、宇宙放射線による被ばくなど対処すべき問題が
多い。これらの問題について考察する。

【キーワード】

微小重力環境、宇宙放射線、骨密度の減少、筋力の低下

持続可能な自然環境
の構築に向けて

活性酸素と健康影響 谷田貝文夫

谷田貝文夫
（早稲田大学
理工学術院
非常勤講師）

放射線の生物影響

【キーワード】

自然放射線、人工放射線、被ばく事故、組織・臓器の障害
やがん化

地球上の生物は、ほとんどすべてが酸素を利用してエネル
ギーを得ており、その副産物として活性酸素が生じる。活性
酸素は極めて反応性の高い分子で、DNAに対して酸化的
損傷を与える。その結果、突然変異を起こし、老化や発が
んをもたらす。生物はこのような生体影響を軽減するための
いくつかの仕組みを獲得し、進化してきた。酸化的損傷の
生成やその影響を軽減する仕組みについて学ぶ。

【キーワード】
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科目
区分

大学院科目

授業の目標

地球、生命、および人類とその文明は、膨張する宇宙で進んできた自然の営みから生まれたものである。これら宇宙・自然システム
の創生をもたらしその存続を支えている、物質やエネルギーの源泉はなにか。また、その転化・変遷・循環のしくみは、どのようなも
のなのか。本講義では、地球生命と人類文明を支える環境の基盤とその現代的課題とを、科学的および自然史的視点からグロー
バルに考察する。人類文明はいま、存続の可能性すら問われるに至っている。当面する問題やその背後にあるエネルギー･物質の
本質を複合的な科学の視点でとらえ、宇宙の中の人類とその文明大きな時間・空間にわたる宇宙・自然システムの中に位置づける
試みである。

〔主任講師（現職名）：

無
単位
数

２
事務局
記載欄

開講
年度

２０１４年度

】

〕

〕海部　宣男　(国立天文台名誉教授、放送大学客員教授）

杉山　直　　 (名古屋大学大学院教授）

（’１４）＝

英文名

講義概要

私たちが生き、活動しているこの世界(自然）環境について、その本質と歴史、変化のしくみを物理学、天文学、地球惑星科学、環
境生物学にもとづいて全体的・重層的に理解することが、本講義の第一の目標である。そうした宇宙・自然システムの科学的理解を
基盤として、人類が活動する基盤である地球や、人類自身の活動がいまや脅かしつつある地球環境、 そして人類と文明の未来に
ついて、有効かつ長期的な視点をもって深く考えることのできる視座を獲得することが、本講義の第二の、そして最終の目標であ
る。

履修上の留意点

科目名（メディア） ＝

吉岡　一男　（放送大学教授）

宇宙・自然システムと人類 （ＴＶ）

＝

佐々木　晶　 (大阪大学大学院教授） 〕

杉山　直
(名古屋大学
大学院教授)

人類環境と宇宙
【改訂回】

本講義は2008年度開講の『物質環境科学II』の部分改訂版である。過去の事情を反映して不明確だったタイトルを改め、内容を明
確にした。放送授業も伴う大幅な改訂を行ったのは、１章，２章，３章，５章，６章、９章，１３章であるが、その他の章も印刷教材では
章タイトルも含めて新しい状況に即した内容に改めた。宇宙・地球という時間・空間の大きなシステムについて人間とのかかわりを中
心に総合的な理解を深めようとする授業だから、地球、太陽系、宇宙に関する基本的な知識は学部等である程度身につけてから学
ぶことが望ましい。放送大学の教養学部講義では、基礎科目『自然科学はじめの一歩』、一般科目『宇宙を読み解く』、『惑星地球
の進化』、専門科目『太陽系の科学』、『宇宙とその進化』などが基礎となる。

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)

杉山　直
(名古屋大学
大学院教授)

宇宙に存在するエネルギーの形態について解説する。
ビッグバンのエネルギー、宇宙の巨大な構造が持っている
重力のエネルギー、電磁波によって観測されるガスの熱エ
ネルギー、さらには、星の生み出す核エネルギーまで、宇
宙の多様な構造をエネルギーの面からシステムとして考察
する。

回 テ　ー　マ

科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

〔主任講師（現職名）：

【 本 学 担 当 専 任教 員：

〔　Humankind in the Universe-Nature System ('14)　　〕　

〔主任講師（現職名）：

杉山　直
(名古屋大学
大学院教授)

宇宙の環境とそこに存
在するエネルギー
【改訂回】

ビッグバンにおける力の分離、そして反物質消滅について
対称性の観点を中心に解説する。さらには宇宙での元素
合成について解説し、我々を取り巻く物質世界がどのよう
に構築されてきたのかについての物理学的理解を与える。

【キーワード】

宇宙における物質生
成
【改訂回】

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

杉山　直
(名古屋大学
大学院教授)

【キーワード】

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)

本講義の総論である。20世紀中盤における環境概念の形
成からはじめてその現代的な意味、そし地球と人類を生み
出した宇宙環境などを概観し、さらに環境についての物理
学的な考察も行って、講義全体の準備と展望を与える。

【キーワード】

内　　　　　　　　　　　容

※この科目は「物質環境科学Ⅱ（’０８）」の一部改訂科目です。

改訂回は１，２，３，５，６，９，１３回です。
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地球型惑星の環境の
エネルギーバランス

今村　剛
（宇宙航空研
究開発機構
宇宙科学研究
所准教授）

今村　剛
（宇宙航空研
究開発機構
宇宙科学研究
所准教授）

地球・惑星の物質循
環
【改訂回】

佐々木晶
(大阪大学大
学院教授)

佐々木晶
(大阪大学大
学院教授)

惑星のひとつとして形成された地球において始まったグ
ローバルな物質循環とその変遷について概説する。それ
は過去どのように変わってきたか、現在はどのような状況に
あるか。とくに、水や二酸化炭素の循環について、火星や
金星と比較して概説する。生命活動が及ぼした影響（二酸
化炭素の固定など）にも、詳細は第12章に譲るが触れてお
く。火星は過去には温暖で水が表面に存在したと考えられ
る。現在の火星は寒冷であるが、地下水の流出と考えられ
る現象が発見されている。

金星、地球、火星の気候がどのようなエネルギーバランス
で作られているのかを概説する。とくに温室効果、大気循
環、気象現象の役割について比較惑星学視点で論じる。
地球の気候の特殊性がどこにあるのかを理解する。

【キーワード】

【キーワード】

初期の地球のエネル
ギー

佐々木晶
(大阪大学大
学院教授)

佐々木晶
(大阪大学大
学院教授)

太陽

櫻井　隆
（国立天文台
教授）

太陽の表面活動、内部構造、さらには１１年周期の起源な
どについて最新の観測からの知見を交えて解説し、地球
へのエネルギー供給システムとしての太陽の理解を与え、
その地球環境への影響についてまとめる。

【キーワード】

【キーワード】

星間物質からの太陽
系・地球環境の形成
【改訂回】

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)

【キーワード】

恒星が生成した元素からの星間分子雲＝暗黒星雲の誕
生、星間分子雲からの太陽系と地球の形成の過程を概説
する。いまや無数の恒星の大多数が惑星を持つことが明ら
かとなり、太陽系と地球の位置付けも大きく変わりつつあ
る。これを踏まえ、生命環境を持つ太陽系外惑星の可能
性について延べる。

【キーワード】

超新星による銀河環
境への影響
【改訂回】

有本　信雄
（国立天文台
教授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

超新星爆発について現在の理解の到達点をまとめ、超新
星爆発が銀河の物質･エネルギー環境にどのような影響を
及ぼしてきたかを考察する。特に、わが太陽系の形成にお
いて及ぼしたと考えられる影響（物質組成、トリガなど）にも
触れる。

【キーワード】

恒星進化と物質･エネ
ルギーの流れ

有本　信雄
（国立天文台
教授）

恒星進化論を概説し、恒星で起きる元素合成、化学反応と
それらの放出過程を踏まえながら、恒星活動による物質と
エネルギーの転換、その銀河システムへの影響をまとめ
る。

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

有本　信雄
（国立天文台
教授）

有本　信雄
（国立天文台
教授）

櫻井　隆
（国立天文台
教授）

惑星のひとつとして形成された地球について、原始状態か
らのエネルギー史を概説する。また、太陽系のほかの惑星
との簡略な比較、さらに考え得る「太陽系外地球型惑星」
における仮想的エネルギー史と地球との比較を提示する。
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事務局
記載欄

開講
年度

２０１１年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

無
単位
数

２

現代地球科学 （’１１）＝科目名（メディア） ＝ （ＴＶ）

〔主任講師（現職名）： 川上　紳一　（岐阜大学教授） 〕

〔主任講師（現職名）： 藤井　直之　（名古屋大学名誉教授） 〕

【本学担当専任教員： 吉岡　一男　（放送大学教授） 】

講義概要

惑星探査、地球史解読、高温高圧試験、リモートセンシング技術などの進歩によって、新しい地球観が生み出されている。本科
目では、地球科学における最近のトピックスを取り上げ、新しい地球観の探究を進めている研究現場をレポートしつつ、最新の
研究成果を解説する。高温高圧実験技術の進歩による地球内部構造の解明、天体衝突と地球環境や生物進化、気候変動の
しくみ、宇宙からの地球観測による地球変動などに関する研究をもとに、地球の探究のダイナミズムや最新の地球観をわかりや
すく講義する。

授業の目標

地球温暖化問題や地球環境問題の理解には、地球変動のしくみについて、深く理解することが大切である。本科目では、さま
ざまな研究手法による地球の変動とその歴史に関する研究者の発想や研究法を学び、地球環境の成り立ち、変遷に関する見
方や考え方を育成することを目標としている。

履修上の留意点

本科目とともに学部の科目である「はじめての気象学（'15）」や「惑星地球の進化（'13）」や「地球のダイナミックス（'10）」を履修
すると地球科学分野の理解が深まる。

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

新しい地球観：変動
する地球システム

これまでの地球科学の発展を振り返ると、新しい観測技術
の開発、新研究領域の開拓、観測データの総合化などが
ベースになっていることがわかる。変動する地球システムの
本質的理解を目指す最近の研究トピックスを取り上げ、新し
い地球観の構築へ向けた研究を概説し、本科目の内容と
目標を明らかにする。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐阜
大学・教授）・藤
井直之（名古屋
大学・名誉教
授）・安成哲三
（大学共同利用
機関法人人間
文化研究機構
総合地球環境
学研究所・所
長）・大野照文
（京都大学・教
授）・入舩徹男
（愛媛大学・教
授）

【キーワード】

地球観、観測技術、地球内部構造、テクトニクス、気候変
動、生物進化

地球内部を探る

地球のマントルや核の大部分は、人類にとっていまだに未
踏の地である。地球内部の構造や構成物質を探るために、
地表の岩石や隕石の研究、地震波の伝わり方や、密度の
推定といった地球物理学的研究などが行われている。こうし
た手法を概説するとともに、近年重要な役割を果たしている
超高圧実験について、原理や応用、最近の発展について
紹介する。

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

【キーワード】

隕石、超高圧実験、地震波速度、密度、第一原理計算

回

生物関連元素の循環
-微生物との共進化-

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)
池内　了
（名古屋大学
名誉教授）

佐々木　晶
(大阪大学大
学院教授)

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

【キーワード】

惑星運動との相互作用により、地球の軌道や自転軸の傾
きが変化することで地球の受ける太陽放射がわずかに変
化する。それにより大きな気候変動が生まれるメカニズムに
ついて最近の知識を踏まえて概説する。長期的には、地
球の物質循環が、二酸化炭素量の変動や、大陸の配置の
変化を通じて、気候に大きな影響をもたらす。過去の気候
変動の証拠は、地球の南極氷床のコアサンプルや、火星
の極冠に記録されている。火星では、過去に自転軸が大き
く傾いたため気候が変動した。

過去35億年にわたる生命活動が地球環境をどう変えてき
たか、可能な限り定量的かつ歴史的に考察･解説する。微
生物による海洋の酸化還元状態の変化、光合成生物によ
る酸素濃度増加、植物被覆による浸食の減少など、具体
的な問題も挙げる。生命活動によるインパクトに対して地球
の環境システムのバランスがどう変化し、またどう保たれて
きたかについても触れる。

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

宇宙史の中の地球・
生命・人類・文明

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)

本講義のまとめをかねて、138億年の宇宙史の中で準備さ
れ進んできた地球･生命・人類･文明の形成史を概観し、一
方で進みつつある宇宙の生命の探査、さらに宇宙文明の
科学的探索の試みと対比しつつ、宇宙の中での私たち人
類文明の位置づけを探る。

文明と環境

池内　了
（名古屋大学
名誉教授）

池内　了
（名古屋大学
名誉教授）

文明活動が関わる物質とエネルギーの転換が環境システ
ムに及ぼしている影響を受け、人類文明の影響下での環
境システムの維持改善の試みや提案を概観するとともに、
環境と開発の両立が可能かどうかという視点から、環境シ
ステムを再度考察する。

【キーワード】

地球の環境への生命
活動・人間活動のイン
パクト
【改訂回】

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

佐々木　晶
(大阪大学大
学院教授)

天体の運動と気候変
動

【キーワード】

人類の活動が地球環境に及ぼした影響を、可能な限り定
量的・歴史的に考察する。人類活動は加速度的であり、地
球の環境システムがバランスをとることは困難とされている
事情、過去の生命活動によるインパクトとの違いについて
も触れる。

【キーワード】
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事務局
記載欄

開講
年度

２０１１年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

無
単位
数

２

現代地球科学 （’１１）＝科目名（メディア） ＝ （ＴＶ）

〔主任講師（現職名）： 川上　紳一　（岐阜大学教授） 〕

〔主任講師（現職名）： 藤井　直之　（名古屋大学名誉教授） 〕

【本学担当専任教員： 吉岡　一男　（放送大学教授） 】

講義概要

惑星探査、地球史解読、高温高圧試験、リモートセンシング技術などの進歩によって、新しい地球観が生み出されている。本科
目では、地球科学における最近のトピックスを取り上げ、新しい地球観の探究を進めている研究現場をレポートしつつ、最新の
研究成果を解説する。高温高圧実験技術の進歩による地球内部構造の解明、天体衝突と地球環境や生物進化、気候変動の
しくみ、宇宙からの地球観測による地球変動などに関する研究をもとに、地球の探究のダイナミズムや最新の地球観をわかりや
すく講義する。

授業の目標

地球温暖化問題や地球環境問題の理解には、地球変動のしくみについて、深く理解することが大切である。本科目では、さま
ざまな研究手法による地球の変動とその歴史に関する研究者の発想や研究法を学び、地球環境の成り立ち、変遷に関する見
方や考え方を育成することを目標としている。

履修上の留意点

本科目とともに学部の科目である「はじめての気象学（'15）」や「惑星地球の進化（'13）」や「地球のダイナミックス（'10）」を履修
すると地球科学分野の理解が深まる。

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

新しい地球観：変動
する地球システム

これまでの地球科学の発展を振り返ると、新しい観測技術
の開発、新研究領域の開拓、観測データの総合化などが
ベースになっていることがわかる。変動する地球システムの
本質的理解を目指す最近の研究トピックスを取り上げ、新し
い地球観の構築へ向けた研究を概説し、本科目の内容と
目標を明らかにする。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐阜
大学・教授）・藤
井直之（名古屋
大学・名誉教
授）・安成哲三
（大学共同利用
機関法人人間
文化研究機構
総合地球環境
学研究所・所
長）・大野照文
（京都大学・教
授）・入舩徹男
（愛媛大学・教
授）

【キーワード】

地球観、観測技術、地球内部構造、テクトニクス、気候変
動、生物進化

地球内部を探る

地球のマントルや核の大部分は、人類にとっていまだに未
踏の地である。地球内部の構造や構成物質を探るために、
地表の岩石や隕石の研究、地震波の伝わり方や、密度の
推定といった地球物理学的研究などが行われている。こうし
た手法を概説するとともに、近年重要な役割を果たしている
超高圧実験について、原理や応用、最近の発展について
紹介する。

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

【キーワード】

隕石、超高圧実験、地震波速度、密度、第一原理計算

回

生物関連元素の循環
-微生物との共進化-

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)
池内　了
（名古屋大学
名誉教授）

佐々木　晶
(大阪大学大
学院教授)

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

【キーワード】

惑星運動との相互作用により、地球の軌道や自転軸の傾
きが変化することで地球の受ける太陽放射がわずかに変
化する。それにより大きな気候変動が生まれるメカニズムに
ついて最近の知識を踏まえて概説する。長期的には、地
球の物質循環が、二酸化炭素量の変動や、大陸の配置の
変化を通じて、気候に大きな影響をもたらす。過去の気候
変動の証拠は、地球の南極氷床のコアサンプルや、火星
の極冠に記録されている。火星では、過去に自転軸が大き
く傾いたため気候が変動した。

過去35億年にわたる生命活動が地球環境をどう変えてき
たか、可能な限り定量的かつ歴史的に考察･解説する。微
生物による海洋の酸化還元状態の変化、光合成生物によ
る酸素濃度増加、植物被覆による浸食の減少など、具体
的な問題も挙げる。生命活動によるインパクトに対して地球
の環境システムのバランスがどう変化し、またどう保たれて
きたかについても触れる。

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

宇宙史の中の地球・
生命・人類・文明

海部　宣男
(国立天文台
名誉教授、放
送大学客員教
授)

本講義のまとめをかねて、138億年の宇宙史の中で準備さ
れ進んできた地球･生命・人類･文明の形成史を概観し、一
方で進みつつある宇宙の生命の探査、さらに宇宙文明の
科学的探索の試みと対比しつつ、宇宙の中での私たち人
類文明の位置づけを探る。

文明と環境

池内　了
（名古屋大学
名誉教授）

池内　了
（名古屋大学
名誉教授）

文明活動が関わる物質とエネルギーの転換が環境システ
ムに及ぼしている影響を受け、人類文明の影響下での環
境システムの維持改善の試みや提案を概観するとともに、
環境と開発の両立が可能かどうかという視点から、環境シ
ステムを再度考察する。

【キーワード】

地球の環境への生命
活動・人間活動のイン
パクト
【改訂回】

小池　勲夫
（東京大学名
誉教授）

佐々木　晶
(大阪大学大
学院教授)

天体の運動と気候変
動

【キーワード】

人類の活動が地球環境に及ぼした影響を、可能な限り定
量的・歴史的に考察する。人類活動は加速度的であり、地
球の環境システムがバランスをとることは困難とされている
事情、過去の生命活動によるインパクトとの違いについて
も触れる。

【キーワード】
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

多細胞動物の爆発的
多様化事件

多細胞動物の起源と進化については、分子生物学的研究
が進んでいる。多様な姿や生態を示す現生の多細胞動物
について、形態や遺伝子解析の研究成果をもとに、分類と
系統関係について、最新の知見を講義する。これらをふま
えて古生代カンブリア紀に起こった多細胞動物の多様な分
類群の出現を示す化石を紹介するとともに、それらの爆発
的出現の原因を探る。

大野照文（京
都大学・教
授）

大野照文（京
都大学・教
授）

【キーワード】

多細胞動物の分類と系統、チェンジャン・バージェス化石生
物群、ホックス遺伝子、進化の大停滞、シュラム偏位

地球史と気候変動

地球における気候変動の復元の方法を述べ、気候の変遷
について概観する。過去6億年については、超大陸の形成
や分裂と気候が相関している。第三紀になると徐々に気候
は寒冷化へ向かうが、5500万年前に一時的に突発的に温
暖化した。その原因を考察する。過去500万年間には、氷
期-間氷期サイクルが顕著になるが、そのペースメーカーと
なっているのが、ミランコビッチサイクルである。ミランコビッ
チサイクルのメカニズムを述べ、その周期性が地層の縞模
様として記録していることを述べる。10万年周期の謎など、
まだ解明されていない事象が残されている。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

【キーワード】

氷期-間氷期サイクル、ミランコビッチサイクル、地球史、超
大陸、気候変動

地球の気候とその変
動のしくみ

地球の気候状態はさまざまな要素が複雑に関わって変動し
ており、気候を支配する要素全体を気候システムと呼んで
いる。気候システムを構成するサブシステムについて解説
し、サブシステム間の相互作用における、主なフィードバッ
クメカニズムについて説明する。地球の歴史とともに気候シ
ステムが変化してきたことを、具体的な事例をもとに概説す
る。

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

【キーワード】

気候システム、気候変動、フィードバック

地球気候におけるア
ジアモンスーン

日本列島周辺の気候は、アジアモンスーンの影響を強く受
けているが、その影響はアジアに限らず世界の気候にまで
及んでいる。アジアモンスーンについて概説し、新生代に
おけるその変動がヒマラヤ山脈の隆起と深く関わっているこ
とを、研究現場からレポートする。

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）【キーワード】

アジアモンスーン、ヒマラヤ山脈、大気大循環

近年の「地球温暖化」
と異常気象

２０世紀後半以降、地球の気候は急速に温暖化しつつあ
り、人間活動によるCO2などの温室効果ガスの増加に起因
する「地球温暖化」の可能性が大きな社会問題ともなってい
る。これに関連して、豪雨や干ばつなどの異常気象の頻度
も世界中で増加している。この問題について、最近のIPCC
（気候変動に関する政府間パネル）の報告なども含め、今
後の予測やその問題点について講義する。

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）【キーワード】

地球温暖化、温室効果ガス増加、異常気象

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

地球内部の物質と構
造

地球内部には、地震波速度や密度が急激に変化する地震
学的不連続面が存在する。それらは、化学組成の違いによ
る第１級の不連続面と、鉱物の結晶構造が変化することに
よる第２級の不連続面に分けられる。最近の超高圧実験の
結果に基づいて、地球内部物質の相転移を明らかにすると
ともに、そのマントルダイナミクスへの影響などについて解
説する。また、「地球深部からの手紙」とも称される、ダイヤ
モンドに関する最近の研究についても紹介する。

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

【キーワード】

マントル、核-マントル境界、核、相転移、プレート沈み込
み、ダイヤモンド

月と地球の進化

月と地球の内部構造の違いや月の誕生の謎、初期地球の
進化に関する最新の研究成果を講義する。月の起源につ
いてはジャイアントインパクト説を詳しく解説する。地球や月
の熱史の問題や地球マントルの対流についても述べる。現
在の地球では、プレートテクトニクスが支配的であるが、地
球の歴史を通じて、マントル対流のパターンの変化、地球
表層のグローバルテクトニクスとの関連にも着目する。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

【キーワード】

月、地球、起源、熱史、マントル対流、プレートテクトニクス

天体衝突と地球の歴
史

最近の研究によって、小惑星帯での大規模天体衝突が地
球や月面での天体衝突現象と関係していることが明らかに
なってきた。天体衝突と地球の歴史、地球の衝突構造の研
究の発展を講義する。小惑星の族と軌道進化に関する最
新の研究を紹介する。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

【キーワード】

クレーター、小惑星、恐竜絶滅、軌道進化

氷河時代とスノー
ボール・アース仮説

気候変動と地球の歴史に関する講義を行う。氷河時代の発
見やスノーボール・アース仮説の成立の鍵となった地質学
的証拠について詳しく解説する。計算機シミュレーションに
よる研究についても紹介する。スノーボール・アース仮説を
巡る論争の展開や蒸発岩による画期的な検証など、最近
のトピックスを紹介する。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

【キーワード】

気候変動、スノーボール・アース、氷河堆積物、古地磁気
学

多細胞動物への進化
の道のり

原生代末の最古の多細胞動物について、論争のあるエ
ディアカラ化石生物群も含めて紹介する。さらに、多細胞動
物進化の前史について、現在明らかにされつつある真核生
物の系統との関連で述べる。また、真核生物の出現やそれ
に重要な役割を果たした酸素濃度の変遷についても、最新
の地質学的、地球化学的証拠を含めて概説する。

大野照文（京
都大学・教
授）

大野照文（京
都大学・教
授）

【キーワード】

生命の起源、シアノバクテリアと酸素、真核生物、ドウシャン
ツオの動物化石、エディアカラ化石生物群
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

多細胞動物の爆発的
多様化事件

多細胞動物の起源と進化については、分子生物学的研究
が進んでいる。多様な姿や生態を示す現生の多細胞動物
について、形態や遺伝子解析の研究成果をもとに、分類と
系統関係について、最新の知見を講義する。これらをふま
えて古生代カンブリア紀に起こった多細胞動物の多様な分
類群の出現を示す化石を紹介するとともに、それらの爆発
的出現の原因を探る。

大野照文（京
都大学・教
授）

大野照文（京
都大学・教
授）

【キーワード】

多細胞動物の分類と系統、チェンジャン・バージェス化石生
物群、ホックス遺伝子、進化の大停滞、シュラム偏位

地球史と気候変動

地球における気候変動の復元の方法を述べ、気候の変遷
について概観する。過去6億年については、超大陸の形成
や分裂と気候が相関している。第三紀になると徐々に気候
は寒冷化へ向かうが、5500万年前に一時的に突発的に温
暖化した。その原因を考察する。過去500万年間には、氷
期-間氷期サイクルが顕著になるが、そのペースメーカーと
なっているのが、ミランコビッチサイクルである。ミランコビッ
チサイクルのメカニズムを述べ、その周期性が地層の縞模
様として記録していることを述べる。10万年周期の謎など、
まだ解明されていない事象が残されている。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

【キーワード】

氷期-間氷期サイクル、ミランコビッチサイクル、地球史、超
大陸、気候変動

地球の気候とその変
動のしくみ

地球の気候状態はさまざまな要素が複雑に関わって変動し
ており、気候を支配する要素全体を気候システムと呼んで
いる。気候システムを構成するサブシステムについて解説
し、サブシステム間の相互作用における、主なフィードバッ
クメカニズムについて説明する。地球の歴史とともに気候シ
ステムが変化してきたことを、具体的な事例をもとに概説す
る。

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

【キーワード】

気候システム、気候変動、フィードバック

地球気候におけるア
ジアモンスーン

日本列島周辺の気候は、アジアモンスーンの影響を強く受
けているが、その影響はアジアに限らず世界の気候にまで
及んでいる。アジアモンスーンについて概説し、新生代に
おけるその変動がヒマラヤ山脈の隆起と深く関わっているこ
とを、研究現場からレポートする。

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）【キーワード】

アジアモンスーン、ヒマラヤ山脈、大気大循環

近年の「地球温暖化」
と異常気象

２０世紀後半以降、地球の気候は急速に温暖化しつつあ
り、人間活動によるCO2などの温室効果ガスの増加に起因
する「地球温暖化」の可能性が大きな社会問題ともなってい
る。これに関連して、豪雨や干ばつなどの異常気象の頻度
も世界中で増加している。この問題について、最近のIPCC
（気候変動に関する政府間パネル）の報告なども含め、今
後の予測やその問題点について講義する。

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）

安成哲三（大
学共同利用
機関法人人
間文化研究
機構　総合地
球環境学研
究所・所長）【キーワード】

地球温暖化、温室効果ガス増加、異常気象

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

地球内部の物質と構
造

地球内部には、地震波速度や密度が急激に変化する地震
学的不連続面が存在する。それらは、化学組成の違いによ
る第１級の不連続面と、鉱物の結晶構造が変化することに
よる第２級の不連続面に分けられる。最近の超高圧実験の
結果に基づいて、地球内部物質の相転移を明らかにすると
ともに、そのマントルダイナミクスへの影響などについて解
説する。また、「地球深部からの手紙」とも称される、ダイヤ
モンドに関する最近の研究についても紹介する。

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

入舩徹男（愛
媛大学・教
授）

【キーワード】

マントル、核-マントル境界、核、相転移、プレート沈み込
み、ダイヤモンド

月と地球の進化

月と地球の内部構造の違いや月の誕生の謎、初期地球の
進化に関する最新の研究成果を講義する。月の起源につ
いてはジャイアントインパクト説を詳しく解説する。地球や月
の熱史の問題や地球マントルの対流についても述べる。現
在の地球では、プレートテクトニクスが支配的であるが、地
球の歴史を通じて、マントル対流のパターンの変化、地球
表層のグローバルテクトニクスとの関連にも着目する。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

【キーワード】

月、地球、起源、熱史、マントル対流、プレートテクトニクス

天体衝突と地球の歴
史

最近の研究によって、小惑星帯での大規模天体衝突が地
球や月面での天体衝突現象と関係していることが明らかに
なってきた。天体衝突と地球の歴史、地球の衝突構造の研
究の発展を講義する。小惑星の族と軌道進化に関する最
新の研究を紹介する。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

【キーワード】

クレーター、小惑星、恐竜絶滅、軌道進化

氷河時代とスノー
ボール・アース仮説

気候変動と地球の歴史に関する講義を行う。氷河時代の発
見やスノーボール・アース仮説の成立の鍵となった地質学
的証拠について詳しく解説する。計算機シミュレーションに
よる研究についても紹介する。スノーボール・アース仮説を
巡る論争の展開や蒸発岩による画期的な検証など、最近
のトピックスを紹介する。

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

川上紳一（岐
阜大学・教
授）

【キーワード】

気候変動、スノーボール・アース、氷河堆積物、古地磁気
学

多細胞動物への進化
の道のり

原生代末の最古の多細胞動物について、論争のあるエ
ディアカラ化石生物群も含めて紹介する。さらに、多細胞動
物進化の前史について、現在明らかにされつつある真核生
物の系統との関連で述べる。また、真核生物の出現やそれ
に重要な役割を果たした酸素濃度の変遷についても、最新
の地質学的、地球化学的証拠を含めて概説する。

大野照文（京
都大学・教
授）

大野照文（京
都大学・教
授）

【キーワード】

生命の起源、シアノバクテリアと酸素、真核生物、ドウシャン
ツオの動物化石、エディアカラ化石生物群
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回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

地震と火山のしくみ

日本では防災・減災の立場から地震や火山などに対する
問題が大きな課題となっている。地震や火山の活動は，プ
レート境界に特徴的な固体地球の変動である。近年の観測
システムの進歩によって，最近発見された地震発生や火山
活動に伴う現象について述べる。自然災害に関わる地震の
発生や火山噴火の事例を紹介するとともに，最近の地球観
測技術の進歩によって明らかにされてきた沈み込み帯のス
ロースリップや火山噴火に伴う局所的な地殻変動のモニタ
リング研究について概説する。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

【キーワード】

地震発生，リアルタイム地震学，カルデラ形成，長周期パル
ス，スロースリップ，非火山性深部微動

宇宙からの地球観測

地球科学の進展に大きな貢献をしている最近の宇宙からの
地球観測について講義する。とくに、宇宙からの地球観測
の技術的進歩は目覚しく、気候変動や地震・火山活動など
について，全地球規模でリアルタイムのデータを取得して，
地球環境のモニタリングに貢献する課題から，いくつかの
話題を取り上げる。地球環境のモニタリングの進展を概説
するとともに，全地球測位システム（GPS）、面的に地殻変動
を捉える合成開口レーダー干渉法（InSAR）、重力観測衛
星（GRACE）などについて、やや詳しく解説する。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

【キーワード】

リモートセンシング，地球観測衛星、GPS観測網、合成開口
レーダー干渉法、地球変動の検出，重力探査衛星

地球観測技術と新し
い地球観

観測技術の革新的な進歩とそれに刺激された新しい地球
観によって、地球科学は常に大きな飛躍を遂げてきた。そ
して、私たち人類の今後の展望において、変動する地球や
多様な生物との共存を目指して、地球環境の変遷と生物進
化の理解が不可欠であることを確認する。これまでの講義
内容を振り返り、今後の地球科学の研究の方向性や課題
について考える。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名古
屋大学・名誉教
授）・川上紳一
（岐阜大学教
授）・安成哲三
（大学共同利用
機関法人人間
文化研究機構
総合地球環境
学研究所・所
長）・大野照文
（京都大学・教
授）・入舩徹男
（愛媛大学・教
授）

【キーワード】

地球観、観測技術、地球内部構造、テクトニクス、気候変
動、生物進化
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数理モデルの中で数学がどのような役割を演じているかを理解し,　さらに一般的なモデルを構築する場合にどのよ
うな数学が必要か考える習慣を身につけることを目指す。講義の中では, 離散方程式の数学の理論構築を体験す
る場面もあるが, 具体例や, 微分方程式と比較しながら地に足を付けた学習を身につけることを目標とする。考え方
を整理する際の図式化などの工夫や, 定理や命題を可視化するよう心がける。

〔　Mathematical Sciences ('15) : Discrete Models　〕　

単位
数

事務局
記載欄

開講
年度

２０１５年度
科目
区分

履修
制限

有大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修上の留意点

】

〕石崎　克也　（放送大学教授）

講義概要

授業の目標

数理科学現象を理解するために, 構造や生成過程を数学的手法を拠り所としてモデル化することは近年盛んに行
われてきた。本講義では, 離散方程式に注目し, 数理モデルの中で数学的発想がどのように生かされているかを考
察する。数学的理論の理解のために, 応用例を多く取り入れたり, 定理の可視化に数式処理ソフトMathematicaなど
を利用したグラフィックスを組み込みながら,　それぞれの数理モデルや数学的理論を解説する。離散方程式の高
度な知識を仮定せずとも取り組めるように, 微分方程式との比較をしながら議論を進める。

〔主任講師（現職名）：

本講義では, かなり基本的な数学的内容にも言及する。数学に不慣れな受講者も自ら手を動かして, 理論と理論の
間の計算を補うよう心がけていただきたい。同時に, 考え方を図式化してみることも推奨する。また, フラクタル図形
など基本的な操作の反復合成で記述されるものは, ノートの上やPC上で可視化していただきたい。この講義をきっ
かけに興味の対象となった数学的内容は学部の講義科目の中にもあるはずである。受講者が希求力を高めて, 改
めて学部の内容を復習することも期待している。

【本学担当専任教員：

離散方程式・実数の
性質

科目名（メディア） ＝ 　　　　　　数理科学　

＝英文名

（’１５）＝

　　　　　－離散モデル－

（Ｒ）

級数・ポアンカレの方
程式

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

離散方程式の学習のための第一歩として，差分法の演算
について学ぶ。微分法との比較を心がけ，類似点や相違点
を整理する。差分法における，差分演算子表現とシフト表
現を体験する。線形関数方程式論で重要な関数の一次独
立性について学ぶ。

石崎　克也
（放送大学教
授）

1章で学んだ数列の無限和（級数）を考える。離散的な独立
変数をもつ関数方程式として知られる数列の漸化式は，微
分方程式やq-差分方程式における形式級数解の係数問
題で登場し，ポアンカレの方程式に含まれる。ポアンカレの
方程式の解法や解の性質について学ぶ。

【キーワード】
数列， 級数， 正項級数，絶対収束，収束判定法，調和級
数，広義積分，ベキ級数，形式級数解，ポアンカレの方程
式, 線形微分方程式

【キーワード】
微分法，導関数，差分法，シフト，高階差分，微分方程式，
差分方程式， 関数の一次独立性，関数行列式，線形方程
式

石崎　克也
（放送大学教
授）

基本的な数理モデルの紹介をして, 本講義の流れや問題
意識を解説する。反復合成によって描かれるフラクタル図
形やMathematicaによるグラフィックスなどを紹介する。本節
の後半では，実数変数関数を取り扱うために必要な実数の
基本性質を学ぶ。

【キーワード】

離散方程式， 漸化式，植物の繁殖モデル，フラクタル図
形，Mathematicaの利用， 実数の連続性， 数列

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

石崎　克也
（放送大学教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

差分法

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

地震と火山のしくみ

日本では防災・減災の立場から地震や火山などに対する
問題が大きな課題となっている。地震や火山の活動は，プ
レート境界に特徴的な固体地球の変動である。近年の観測
システムの進歩によって，最近発見された地震発生や火山
活動に伴う現象について述べる。自然災害に関わる地震の
発生や火山噴火の事例を紹介するとともに，最近の地球観
測技術の進歩によって明らかにされてきた沈み込み帯のス
ロースリップや火山噴火に伴う局所的な地殻変動のモニタ
リング研究について概説する。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

【キーワード】

地震発生，リアルタイム地震学，カルデラ形成，長周期パル
ス，スロースリップ，非火山性深部微動

宇宙からの地球観測

地球科学の進展に大きな貢献をしている最近の宇宙からの
地球観測について講義する。とくに、宇宙からの地球観測
の技術的進歩は目覚しく、気候変動や地震・火山活動など
について，全地球規模でリアルタイムのデータを取得して，
地球環境のモニタリングに貢献する課題から，いくつかの
話題を取り上げる。地球環境のモニタリングの進展を概説
するとともに，全地球測位システム（GPS）、面的に地殻変動
を捉える合成開口レーダー干渉法（InSAR）、重力観測衛
星（GRACE）などについて、やや詳しく解説する。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

【キーワード】

リモートセンシング，地球観測衛星、GPS観測網、合成開口
レーダー干渉法、地球変動の検出，重力探査衛星

地球観測技術と新し
い地球観

観測技術の革新的な進歩とそれに刺激された新しい地球
観によって、地球科学は常に大きな飛躍を遂げてきた。そ
して、私たち人類の今後の展望において、変動する地球や
多様な生物との共存を目指して、地球環境の変遷と生物進
化の理解が不可欠であることを確認する。これまでの講義
内容を振り返り、今後の地球科学の研究の方向性や課題
について考える。

藤井直之（名
古屋大学・名
誉教授）

藤井直之（名古
屋大学・名誉教
授）・川上紳一
（岐阜大学教
授）・安成哲三
（大学共同利用
機関法人人間
文化研究機構
総合地球環境
学研究所・所
長）・大野照文
（京都大学・教
授）・入舩徹男
（愛媛大学・教
授）

【キーワード】

地球観、観測技術、地球内部構造、テクトニクス、気候変
動、生物進化
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石崎　克也
（放送大学教
授）

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

非線型差分方程式
石崎　克也
（放送大学教
授）

超・超越性
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素力学系，リーマン球面，正規族，漸近値，ファトウ集
合，ジュリア集合，発散点集合

石崎　克也
（放送大学教
授）

【キーワード】

【キーワード】

リッカチ方程式，線形2階同次微分方程式，差分リッカチ方
程式，線形2階同次差分方程式，マルムクィスト-ヨシダの定
理，非線形高階差分方程式，差分パンルヴェ方程式

複素関数の振る舞い
の可視化

石崎　克也
（放送大学教
授）

准共役, 合成関数方程式，複素関数の准共役，准共役な
関数のジュリア集合，分岐図

実関数はグラフを用いてその振る舞いを可視化することが
可能である。しかしながら, 複素関数においては必ずしも容
易ではない。2つの複素関数がある関数方程式で結ばれて
いる場合の両者の複素力学系的性質を考察する。
また，関数に含まれる媒介の変化によるジュリア集合などの
変化をグラフィックスを通して観察する。

合成関数方程式
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素力学系を議論する上で，重要な役割を演じる周期点を
分類する。複素関数の反復合成で記述される軌道の振る
舞いを，関数方程式を利用して解き明かしていく。後半で
は，ファトウ集合の特徴づけを行い，関数列の極限関数と，
これに対応するジュリア集合の関係を見ていく。

【キーワード】

周期点，シュレーダーの方程式，周期点の分類，不変正
分，集合列の収束，遊走領域

複素関数の反復合成
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

フラクタル図形

【キーワード】

フラクタル図形，カントールの3進集合，コッホの雪片，フラ
クタル次元，複素力学系，マンデルブロー集合

複素関数で描かれるフラクタル図形は, 幾何学的美しさの
みならず, 数学としての研究対象としてもきわめて重要であ
る。ここでは, 有理関数と超越整関数のジュリア集合やファト
ウ集合をとりあげ, そこにある興味深い問題を紹介する。

【キーワード】

部分が全体であり, 全体が部分からなっている自己相似図
形（フラクタル図形）について解説する。このような図形は,
自然界にも多く存在する。また, 複素平面上のグラフィック
スを利用して, 複素関数の反復合成で描くことのできるフラ
クタル図形も紹介する。

有理関数, 指数関数, 三角関数などの初等関数は代数的
微分方程式を満たす。一方, ガンマ関数は1階の差分方程
式を満たすが, いかなる代数的微分方程式も満たさない。
このような性質を超・超越性といって,　新しい超越関数を見
いだす時のひとつの指標になる。ここでは, ガンマ関数を通
して, 超・超越性を解説する。

【キーワード】

代数的方程式, 許容解,ガンマ関数，超・超越性，ヘルダー
の定理，ペー関数，リットの定理，ルーベルの問題

リッカチ方程式は，非線形微分方程式の中で最も基本的な
ものの一つである。特に，線形2階同次微分方程式との関
わりは重要である。この章では，微分方程式論と比較しなが
ら，差分リッカチ方程式と線形2階同次差分方程式の関係
を学ぶ。また，代数的常微分方程式の中で解の存在と次数
の関係をあたえるマルムクィストの定理に対応する非線形
差分方程式論の中での議論を学習する。

内　　　　　　　　　　　容

線形方程式とニュー
トンの折れ線

石崎　克也
（放送大学教
授）

【キーワード】

線形方程式，整関数の増大度，整関数の位数，凸包，
ニュートンの折れ線，線形微分方程式，線形差分方程式，
線形q差分方程式

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

関数の近似と増大度
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素関数論からの準
備

石崎　克也
（放送大学教
授）

離散方程式の解の性質，関数の反復合成による軌道の振
る舞いを調べるために，複素関数論からの準備を行う。
複素数平面上での関数の微分積分，ベキ級数やローラン
展開による関数の表現や，孤立特異点の分類や解析接続
を学習する。

【キーワード】

石崎　克也
（放送大学教
授）

連続変数の差分方程
式

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

微分方程式の差分化, ゲージ変換，リッカチ方程式，パン
ルヴェ方程式，ランダウの記号，連続極限

【キーワード】

平衡値， 安定性，人口モデル，繁殖モデル，景気循環モ
デル

微分方程式と差分方程式の関係を考察する。それぞれの
方程式性質を損なわないように他方の方程式を導き出すこ
とを問題意識におく。ゲージ変換を用いて，リッカチ方程式
から差分リッカチ方程式を導き出す方法を紹介する。また，
連続極限法を用いて差分パンルヴェ方程式からパンルヴェ
方程式を導く操作を学習する。

離散変数の数理モデ
ル

石崎　克也
（放送大学教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

離散変数関数（数列）を解に持つ差分方程式で記述される
数理モデルを取り扱う。平衡値や安定性などを学習し，解
の大域的性質を特徴づける方法を学ぶ。たとえば，種の単
一モデルなどはその典型的なものである。モデルでは種を
取り巻く環境変数などを調節することで，安定した状況を作
り出せることを学ぶ。また，人口の増加・減少を記述するモ
デルや，景気循環のモデルも紹介する。

石崎　克也
（放送大学教
授）

【キーワード】

和分公式，多項式の和分，ガンマ関数，プサイ関数，有理
関数の和分，1階線形差分方程式，定数変化法

超越関数の表現にベキ級数展開があり，ある点の近くで，
多項式で超越整関数が近似できる。微分方程式では，ベ
キ級数を利用することは，解の構成の有力な手段のひとつ
である。差分方程式の取り扱いに有効な展開として，2項級
数を学ぶ。古典的なヴィーマン-バリロン理論を再構築し差
分方程式に適用できるように試みる。複素平面での関数の
とりうる値を記述したネバンリンナ理論を学習し，差分作用
素に対応した形への理論構築も学習する。

差分法の逆演算として和分法を学ぶ。微分積分学に現れ
る性質との類似点と相違点の把握につとめる。特に，和分
法で重要な役割を果たすガンマ関数，プサイ関数の性質を
理解する。また，1階線形微分方程式と比較しながら1階線
形差分方程式の解法を説明する。和分法

【キーワード】

【キーワード】

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

ヴィーマン-バリロン理論，中心指数，2項級数，整関数の表
現，ネバンリンナ理論

微分, 差分, q-差分の3種類の多項式係数複素線形方程
式を概説する。これらの方程式は, 係数の多項式から定ま
るニュートンの折れ線の傾きによって解の性質が運命づけ
られている。図形的な性質と整関数解の増大度について,
3種類を比較しながら分析する。

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素数， 複素数平面，極座標，正則関数，複素積分，積
分定理，関数の展開，孤立特異点，ローラン展開，解析接
続
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石崎　克也
（放送大学教
授）

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

非線型差分方程式
石崎　克也
（放送大学教
授）

超・超越性
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素力学系，リーマン球面，正規族，漸近値，ファトウ集
合，ジュリア集合，発散点集合

石崎　克也
（放送大学教
授）

【キーワード】

【キーワード】

リッカチ方程式，線形2階同次微分方程式，差分リッカチ方
程式，線形2階同次差分方程式，マルムクィスト-ヨシダの定
理，非線形高階差分方程式，差分パンルヴェ方程式

複素関数の振る舞い
の可視化

石崎　克也
（放送大学教
授）

准共役, 合成関数方程式，複素関数の准共役，准共役な
関数のジュリア集合，分岐図

実関数はグラフを用いてその振る舞いを可視化することが
可能である。しかしながら, 複素関数においては必ずしも容
易ではない。2つの複素関数がある関数方程式で結ばれて
いる場合の両者の複素力学系的性質を考察する。
また，関数に含まれる媒介の変化によるジュリア集合などの
変化をグラフィックスを通して観察する。

合成関数方程式
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素力学系を議論する上で，重要な役割を演じる周期点を
分類する。複素関数の反復合成で記述される軌道の振る
舞いを，関数方程式を利用して解き明かしていく。後半で
は，ファトウ集合の特徴づけを行い，関数列の極限関数と，
これに対応するジュリア集合の関係を見ていく。

【キーワード】

周期点，シュレーダーの方程式，周期点の分類，不変正
分，集合列の収束，遊走領域

複素関数の反復合成
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

フラクタル図形

【キーワード】

フラクタル図形，カントールの3進集合，コッホの雪片，フラ
クタル次元，複素力学系，マンデルブロー集合

複素関数で描かれるフラクタル図形は, 幾何学的美しさの
みならず, 数学としての研究対象としてもきわめて重要であ
る。ここでは, 有理関数と超越整関数のジュリア集合やファト
ウ集合をとりあげ, そこにある興味深い問題を紹介する。

【キーワード】

部分が全体であり, 全体が部分からなっている自己相似図
形（フラクタル図形）について解説する。このような図形は,
自然界にも多く存在する。また, 複素平面上のグラフィック
スを利用して, 複素関数の反復合成で描くことのできるフラ
クタル図形も紹介する。

有理関数, 指数関数, 三角関数などの初等関数は代数的
微分方程式を満たす。一方, ガンマ関数は1階の差分方程
式を満たすが, いかなる代数的微分方程式も満たさない。
このような性質を超・超越性といって,　新しい超越関数を見
いだす時のひとつの指標になる。ここでは, ガンマ関数を通
して, 超・超越性を解説する。

【キーワード】

代数的方程式, 許容解,ガンマ関数，超・超越性，ヘルダー
の定理，ペー関数，リットの定理，ルーベルの問題

リッカチ方程式は，非線形微分方程式の中で最も基本的な
ものの一つである。特に，線形2階同次微分方程式との関
わりは重要である。この章では，微分方程式論と比較しなが
ら，差分リッカチ方程式と線形2階同次差分方程式の関係
を学ぶ。また，代数的常微分方程式の中で解の存在と次数
の関係をあたえるマルムクィストの定理に対応する非線形
差分方程式論の中での議論を学習する。

内　　　　　　　　　　　容

線形方程式とニュー
トンの折れ線

石崎　克也
（放送大学教
授）

【キーワード】

線形方程式，整関数の増大度，整関数の位数，凸包，
ニュートンの折れ線，線形微分方程式，線形差分方程式，
線形q差分方程式

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

関数の近似と増大度
石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素関数論からの準
備

石崎　克也
（放送大学教
授）

離散方程式の解の性質，関数の反復合成による軌道の振
る舞いを調べるために，複素関数論からの準備を行う。
複素数平面上での関数の微分積分，ベキ級数やローラン
展開による関数の表現や，孤立特異点の分類や解析接続
を学習する。

【キーワード】

石崎　克也
（放送大学教
授）

連続変数の差分方程
式

石崎　克也
（放送大学教
授）

石崎　克也
（放送大学教
授）

微分方程式の差分化, ゲージ変換，リッカチ方程式，パン
ルヴェ方程式，ランダウの記号，連続極限

【キーワード】

平衡値， 安定性，人口モデル，繁殖モデル，景気循環モ
デル

微分方程式と差分方程式の関係を考察する。それぞれの
方程式性質を損なわないように他方の方程式を導き出すこ
とを問題意識におく。ゲージ変換を用いて，リッカチ方程式
から差分リッカチ方程式を導き出す方法を紹介する。また，
連続極限法を用いて差分パンルヴェ方程式からパンルヴェ
方程式を導く操作を学習する。

離散変数の数理モデ
ル

石崎　克也
（放送大学教
授）

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

離散変数関数（数列）を解に持つ差分方程式で記述される
数理モデルを取り扱う。平衡値や安定性などを学習し，解
の大域的性質を特徴づける方法を学ぶ。たとえば，種の単
一モデルなどはその典型的なものである。モデルでは種を
取り巻く環境変数などを調節することで，安定した状況を作
り出せることを学ぶ。また，人口の増加・減少を記述するモ
デルや，景気循環のモデルも紹介する。

石崎　克也
（放送大学教
授）

【キーワード】

和分公式，多項式の和分，ガンマ関数，プサイ関数，有理
関数の和分，1階線形差分方程式，定数変化法

超越関数の表現にベキ級数展開があり，ある点の近くで，
多項式で超越整関数が近似できる。微分方程式では，ベ
キ級数を利用することは，解の構成の有力な手段のひとつ
である。差分方程式の取り扱いに有効な展開として，2項級
数を学ぶ。古典的なヴィーマン-バリロン理論を再構築し差
分方程式に適用できるように試みる。複素平面での関数の
とりうる値を記述したネバンリンナ理論を学習し，差分作用
素に対応した形への理論構築も学習する。

差分法の逆演算として和分法を学ぶ。微分積分学に現れ
る性質との類似点と相違点の把握につとめる。特に，和分
法で重要な役割を果たすガンマ関数，プサイ関数の性質を
理解する。また，1階線形微分方程式と比較しながら1階線
形差分方程式の解法を説明する。和分法

【キーワード】

【キーワード】

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

ヴィーマン-バリロン理論，中心指数，2項級数，整関数の表
現，ネバンリンナ理論

微分, 差分, q-差分の3種類の多項式係数複素線形方程
式を概説する。これらの方程式は, 係数の多項式から定ま
るニュートンの折れ線の傾きによって解の性質が運命づけ
られている。図形的な性質と整関数解の増大度について,
3種類を比較しながら分析する。

石崎　克也
（放送大学教
授）

複素数， 複素数平面，極座標，正則関数，複素積分，積
分定理，関数の展開，孤立特異点，ローラン展開，解析接
続
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等価、状態の道

正規文法で生成される言語と、オートマトンによって受理さ
れる言語が等しいことを示す。これを例を挙げながら解説す
る。

【キーワード】

正規文法

今まで定義したオートマトンを改良し、機械のヘッドが左右
に動く、２方向オートマトンについて、その定義を述べ、幾
つかの例を学ぶ。

【キーワード】

２方向オートマトン

２方向オートマトンによって受理される言語が、１方向オート
マトンによって受理される言語が等しいことを、例を使って
解説しながら示す。

【キーワード】

オートマトン 隈部正博 隈部正博

言語を計算する一つの形である、オートマトンとは何か、そ
の定義を述べ、簡単な例を学ぶ。

【キーワード】

オートマトン、遷移関数

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

オートマトンによって
受理される言語

隈部正博

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

様々なオートマトンの例を通して、どのような言語が作られ
るかをみる。

隈部正博

非決定性オートマトン 隈部正博 隈部正博

決定性オートマトン、非決定性オートマトン

【キーワード】

受理される言語

機械が次のステップで行う動作が一つに限らない、非決定
性オートマトンを定義し、いくつかの例を考える。

【キーワード】

隈部正博

正規文法とオートマト
ン

隈部正博 隈部正博

決定性オートマトンと
非決定性オートマトン

隈部正博

非決定性オートマトンによって受理される言語は、決定性
オートマトンによっても受理されることを示す。

【キーワード】

１方向オートマトン、２方向オートマトン、等価

隈部正博

１方向オートマトンと２
方向オートマトン

隈部正博 隈部正博

２方向オートマトン 隈部正博

執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

回 テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容

準備 隈部正博 隈部正博

これから授業を進めるにあたって必要な予備知識に付いて
解説する。

【キーワード】

数学的帰納法、集合、関数

言語 隈部正博 隈部正博

言語、文法とは何か、定義する。そして様々な例を通してこ
れらの概念を理解する。

【キーワード】

言語、文法

チョムスキーの階層 隈部正博 隈部正博

チョムスキーの階層といわれる、様々な文法や言語の種類
について、例を挙げながら学ぶ。

【キーワード】

チョムスキーの階層、文脈依存文法、文脈自由文法、正規
文法

事務局
記載欄

（’１０）＝

開講
年度

２０１０年度
科目
区分

大学院科目
科目
ｺｰﾄﾞ

履修
制限

（Ｒ）

〔主任講師（現職名）：

科目名（メディア） ＝ 計算論

講義概要

授業の目標

まず、言語、文法とは何かを定義する。次にチョムスキーの定義した様々な形の文法を学び、それによってどんな言語が生成さ
れるかをみる。次に計算という概念について初歩から解説する。言語を構成（計算）するための機械であるオートマトンの定義か
ら始め、様々な種類のオートマトンの形を学ぶ。その後チューリング機械の定義をする。そして多くの計算が、チューリング機械
の形で書くことができることを理解する。最後にアルゴリズムとは何かを考える。

計算という概念を、様々な種類に分けて解説し、最終的には計算機の数学的モデルといわれる、チューリング機械がどのような
構造を持っているかを理解する。また文法によって生成される（形式）言語がどのようなものか理解し、様々な文法と言語との関
わりを理解する。このとき、文法によって生成される言語と、オートマトンによって計算される言語、これらの関連性を理解するの
が目標である。

予備知識は仮定しない。計算や言語という概念について、論理的立場から解説するが、数学のみならず、コンピューターや言
語に興味のある学生向けの授業でもある。

無
単位
数

２

履修上の留意点

〕隈部　正博　（放送大学教授）
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単位
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２
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〕隈部　正博　（放送大学教授）
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非決定性オートマトンの定義をさらに改良して、ヘッドが動
かず機械の状態のみを変化させるような動作を追加した、
非j決定性オートマトンの定義をする。このεー動作を含む
非決定性オートマトンと、含まない非決定性オートマトンが
等価であることをみる。

隈部正博正規表現

【キーワード】

正規表現

コンピューターの数学的モデルである、チューリング機械と
は何かについて考える。幾つかの例を通して理解を深め
る。

隈部正博

さまざまなチューリング機械の例を考える。また複数のの
テープを備えた多テープチューリング機械を定義する。
そして、多テープチューリング機械とチューリング機械が等
価であることを示す。

【キーワード】

多テープチューリング機械、非決定性チューリング機械

チューリング機械 隈部正博

【キーワード】

εー動作

アルゴリズムの概念 隈部正博

アルゴリズム、計算、チャーチの提唱

非決定性チューリング機械を定義し、これが決定性チューリ
ング機械と等価であることを示す。次にチューリング機械と、
文法の概念が等しいことをみる。最後にアルゴリズム、計算
とは何か、考察する。

【キーワード】

様々なチューリング
機械

隈部正博

隈部正博

隈部正博

隈部正博

チューリング機械、時点表示

言語を式で表すことを考え、正規表現とは何か解説する。
そして正規表現で定義される言語がオートマトンによって受
理される言語に等しいことを見る。

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

εー動作を含むオー
トマトン

隈部正博 隈部正博

回
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この冊子に掲載した 2015 年度新規開設科目の講義内容は、教材の

原稿等を作成する時点で主任講師等が執筆しており、実際に印刷教

材及び放送教材を制作する時点で内容等を組み替えていることもあ

り、必ずしも最終的な印刷教材・放送教材と一致していない部分が

ありますので、ご容赦ください。 

なお、放送大学ホームページに掲載されている講義内容については、

最新の内容にリアルタイムで更新しております。 

授業科目案内：http://www.u-air.ac.jp/hp/kamoku/index.html 
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隈部正博
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アルゴリズム、計算、チャーチの提唱

非決定性チューリング機械を定義し、これが決定性チューリ
ング機械と等価であることを示す。次にチューリング機械と、
文法の概念が等しいことをみる。最後にアルゴリズム、計算
とは何か、考察する。

【キーワード】

様々なチューリング
機械

隈部正博

隈部正博

隈部正博

隈部正博

チューリング機械、時点表示

言語を式で表すことを考え、正規表現とは何か解説する。
そして正規表現で定義される言語がオートマトンによって受
理される言語に等しいことを見る。

テ　ー　マ 内　　　　　　　　　　　容
執 筆 担 当
講 師 名
所属･職名

放 送 担 当
講 師 名
所属･職名

【キーワード】

εー動作を含むオー
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隈部正博 隈部正博

回




